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カムイエクウチカウシ号
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　カムイエクウチカウシ山
は、北海道日高山脈に属
する山である。 
　日本二百名山の一つに
数えられる。名称はアイヌ
語の「熊（神）の転げ落
ちる山」に由来する。登
山家の間ではしばしばカ
ムエクと略して呼ばれる。

（出典：Wikipedia）
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　カムイエクウチカウシ山
は、北海道日高山脈に属
する山である。 
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教区通信のバックナンバーは左記のQRコード
を読み込むことでご覧になることができます。 
「あなたと教区を結ぶ」教区通信を今後とも
よろしくお願いいたします。
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（±）連帯の力

人間の力でどうにかなるものではありませんが、神

の業をお手伝いする北海教区の連帯の力を体験してき

ました。その話も3zばかりさせてください。

��7金からNまる。/.教会から江差伝道所に通う

のに�自5�に#っていたことを心配した道<地区の

方�が�7金を?びかけて下さいました。原先生が

100万,の中>�を8めて下さいましたが、�しい他

B体から�ってきたばかりの�しい牧師であり、北海

教区の連帯の素晴らしさを�らなかった私は、「そん

な®い��えるか～°」と思い、 Rにお断りしまし

た(笑)。ところが�を開けてみたら、全道から:分な

金ªが¦まり、本当に­きました。原先生は連帯の力

を�っていたのです�。

�地区のaiも�っと続き、毎月のai�教や、�ロ

�の1は、�リス�スや�ース�ー礼拝にも¦まって

いただき、たいへん4まされました。

�m年のTv・J7金でも皆様にお"話になりまし

た。江差・福島ちょうど同じ時期にTv・Jの�t9

が��し、江差ではTvの�きoえU事、渡島福島で

はJのU事とTvのHりoえU事、同じく280万\の

U事が必要でした。この©には、連帯の力も経験して

いましたし、少し信&がありました。しかし、j�す

る�どの信&はありませんでした。j�をw断した置

g教会は本当にすごいと思います。それはさておき、

おかげさまで、TvもJも�カ�カになり、§«が来

てもP心して�ごしています。

　連帯の力に支えられ、小さい教会は大いに4まさ

れ、存続を続けています。たぶん、江差や渡島福島の

他にも北海教区で無ければ、存続が=うかった教会が

Kいのでは無いでしょうか？それは、北h伝の~みか

らNまった謝)'¥0Yなど、神の教会を何とか支え

ようとする教区の皆さんの祈りとM%の表れだと思う

のです。

まとめ

Q¤には、2教会を牧会するのは大変です。教会員

の人数が少なければ%事がxるということでもありま

せん。役員会も�会も2A、�リス�スや�ース�ー

も2A。人数が少ないからこそ、週Fや会�まで牧師

が担わないといけなくなります。W�Cもあるので、

もう体力�に¢}で、4月から石橋£X牧師に3けて

もらうことになりました。たいへん感謝しています。

今Aは�れませんでしたが、W�Cの存続にも神

様のeみが沢山あり、本が一-書ける�らいの���

があります。今は、少し信&がIしたので、あまり心

配していませんが、それでも、小さなちいさな教会二

つとW�Cの�くrはやはり心配です。しかし、神様

のeみと教区の連帯の力に支えられ、守られていくだ

ろうと信じています。
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（１）小さい教会代表です

渡島福島教会の主任担任教師と江差伝道所の担任教

師を兼務している石橋香代子と申します。皆様には、い

つも２教会の為に祈り、支えて下さり感謝申しあげま

す。

原先生から開会礼拝の依頼の電話があった時、「何

故私が？ご立派な先生が他にも沢山いるのに…」と思

い、お断りしようとしました。すると「連帯とか、兼牧

とか、小規模教会とかの現状を…」と言われ、それなら

ば「小さな教会代表ということでお受けします。」と答

えました。

小規模教会と言いますが、そもそもどこから小規模

教会なのでしょう？現住陪餐会員数が10名以下？経常

収入が○百万以下？…明確な線引きは無く、何処で線を

引くかは、その人の置かれた状況によると思います。普

段100名で礼拝している人から見れば、30名でも小規模

だろうし、普段5名で礼拝を守っている私たち渡島福島

教会や江差伝道所から見れば30名は大教会です(笑)。

3月に函館にある遺愛学院の中学校の卒業祝福礼拝に

出席させていただきました。普段は4名を相手にする

メッセージが、数百名の学生にお話しする機会が与えら

れ、少し緊張しました。しかし、どちらも同じ礼拝であ

り、どちらも大切です。5名だろうが、30名だろうが、

300名だろうが、同じ神を礼拝する同じ礼拝。主がそこ

におられ、主が祝福する礼拝。そのことを改めて感じま

した。

さて、たぶんどこからどう見ても文句なしの小規模

教会（それも二つ）代表の私が、ここ数年北海教区で体

験したことを少しの間お話しさせていただきます。

（２）小さな群れに神の国

小さい教会は、頑張っています。毎週礼拝に通い、

毎月月定献金を献げ、自分にできる精一杯で教会を支え

ます。一人休んだら、大変なのです。みんな役目がある

のです。毎週司会する人、毎週奏楽する人、毎週お祈り

する人…。一人も休めないのです。この頑張りを中・大

規模教会がしたら、どんなに素晴らしい事が起こるだろ

うかといつも思います。一生懸命教会を支えている中・

大規模教会の信徒さん、ごめんなさい。（笑）　

吹けば飛ぶような教会は、「しかし飛ばない」とい

うことをここ数年で体験しました。私は、本来、心配性

ですから、江差伝道所の代務者を任されたとき、本当に

心配しました。当時、現住陪餐会員3名（内1名は長期

療養入院中）、礼拝出席も牧師を入れて3～4名でし

た。この地域の最後の砦、ここが無くなったら近くの教

会まで70～80キロ教会が無くなるのです。小規模教会

協議会で「本当に大変なんです。一緒に考えて下さ

い。」と訴えたら「そんなに心配しなくても大丈夫だ

よ。何とかなるよ。」と皆さんの意見。私は内心「人の

ことだと思って」と怒っていました。でも、本当に何と

かなるようです（笑）。何とかなるのを見てきました。

それは、神様が建てられ、その地域に置かれた神様の教

会だからです。そして、それを支えようとする北海教区

の連帯の力があるからです。

エフェソの信徒への手紙1:23に「教会はキリストの

体であり、すべてにおいてすべてを満たしている方の満

ちておられる場です。」とあります。教会は神のもので

あり、神が必要な物を全て満たして下さいます。また、

今日のルカの福音書では、「小さな群れよ、恐れるな。

あなたがたの父は喜んで神の国をくださる。」

（12:32）とあります。私が心配したところで私の寿命

は延びません。同じように教会の存続も人間の手でどう

にかなるようなものではありません。小鳥や野の花が神

の手の中で守られるように、小さな群れも守られるので

す。それどころか、父なる神様は、小さな群れに喜んで

神の国をくださると言います。神の国が与えられてい

る、それに勝る幸いはありません。
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（±）連帯の力

　人間の力でどうにかなるものではありませんが、神

の業をお手伝いする北海教区の連帯の力を体験してき

ました。その話も3zばかりさせてください。

��7金からNまる。/.教会から江差伝道所に通う

のに�自5�に#っていたことを心配した道<地区の

方�が�7金を?びかけて下さいました。原先生が

100万,の中>�を8めて下さいましたが、�しい他

B体から�ってきたばかりの�しい牧師であり、北海

教区の連帯の素晴らしさを�らなかった私は、「そん

な®い��えるか～°」と思い、 Rにお断りしまし

た(笑)。ところが�を開けてみたら、全道から:分な

金ªが¦まり、本当に­きました。原先生は連帯の力

を�っていたのです�。

�地区のaiも�っと続き、毎月のai�教や、�ロ

�の1は、�リス�スや�ース�ー礼拝にも¦まって

いただき、たいへん4まされました。

�m年のTv・J7金でも皆様にお"話になりまし

た。江差・福島ちょうど同じ時期にTv・Jの�t9

が��し、江差ではTvの�きoえU事、渡島福島で

はJのU事とTvのHりoえU事、同じく280万\の

U事が必要でした。この©には、連帯の力も経験して

いましたし、少し信&がありました。しかし、j�す

る�どの信&はありませんでした。j�をw断した置

g教会は本当にすごいと思います。それはさておき、

おかげさまで、TvもJも�カ�カになり、§«が来

てもP心して�ごしています。

　連帯の力に支えられ、小さい教会は大いに4まさ

れ、存続を続けています。たぶん、江差や渡島福島の

他にも北海教区で無ければ、存続が=うかった教会が

Kいのでは無いでしょうか？それは、北h伝の~みか

らNまった謝)'¥0Yなど、神の教会を何とか支え

ようとする教区の皆さんの祈りとM%の表れだと思う

のです。

まとめ

Q¤には、2教会を牧会するのは大変です。教会員

の人数が少なければ%事がxるということでもありま

せん。役員会も�会も2A、�リス�スや�ース�ー

も2A。人数が少ないからこそ、週Fや会�まで牧師

が担わないといけなくなります。W�Cもあるので、

もう体力�に¢}で、4月から石橋£X牧師に3けて

もらうことになりました。たいへん感謝しています。

今Aは�れませんでしたが、W�Cの存続にも神

様のeみが沢山あり、本が一-書ける�らいの���

があります。今は、少し信&がIしたので、あまり心

配していませんが、それでも、小さなちいさな教会二

つとW�Cの�くrはやはり心配です。しかし、神様

のeみと教区の連帯の力に支えられ、守られていくだ

ろうと信じています。
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（１）小さい教会代表です

渡島福島教会の主任担任教師と江差伝道所の担任教

師を兼務している石橋香代子と申します。皆様には、い

つも２教会の為に祈り、支えて下さり感謝申しあげま

す。

原先生から開会礼拝の依頼の電話があった時、「何

故私が？ご立派な先生が他にも沢山いるのに…」と思

い、お断りしようとしました。すると「連帯とか、兼牧

とか、小規模教会とかの現状を…」と言われ、それなら

ば「小さな教会代表ということでお受けします。」と答

えました。

小規模教会と言いますが、そもそもどこから小規模

教会なのでしょう？現住陪餐会員数が10名以下？経常

収入が○百万以下？…明確な線引きは無く、何処で線を

引くかは、その人の置かれた状況によると思います。普

段100名で礼拝している人から見れば、30名でも小規模

だろうし、普段5名で礼拝を守っている私たち渡島福島

教会や江差伝道所から見れば30名は大教会です(笑)。

3月に函館にある遺愛学院の中学校の卒業祝福礼拝に

出席させていただきました。普段は4名を相手にする

メッセージが、数百名の学生にお話しする機会が与えら

れ、少し緊張しました。しかし、どちらも同じ礼拝であ

り、どちらも大切です。5名だろうが、30名だろうが、

300名だろうが、同じ神を礼拝する同じ礼拝。主がそこ

におられ、主が祝福する礼拝。そのことを改めて感じま

した。

さて、たぶんどこからどう見ても文句なしの小規模

教会（それも二つ）代表の私が、ここ数年北海教区で体

験したことを少しの間お話しさせていただきます。

（２）小さな群れに神の国

小さい教会は、頑張っています。毎週礼拝に通い、

毎月月定献金を献げ、自分にできる精一杯で教会を支え

ます。一人休んだら、大変なのです。みんな役目がある

のです。毎週司会する人、毎週奏楽する人、毎週お祈り

する人…。一人も休めないのです。この頑張りを中・大

規模教会がしたら、どんなに素晴らしい事が起こるだろ

うかといつも思います。一生懸命教会を支えている中・

大規模教会の信徒さん、ごめんなさい。（笑）　

吹けば飛ぶような教会は、「しかし飛ばない」とい

うことをここ数年で体験しました。私は、本来、心配性

ですから、江差伝道所の代務者を任されたとき、本当に

心配しました。当時、現住陪餐会員3名（内1名は長期

療養入院中）、礼拝出席も牧師を入れて3～4名でし

た。この地域の最後の砦、ここが無くなったら近くの教

会まで70～80キロ教会が無くなるのです。小規模教会

協議会で「本当に大変なんです。一緒に考えて下さ

い。」と訴えたら「そんなに心配しなくても大丈夫だ

よ。何とかなるよ。」と皆さんの意見。私は内心「人の

ことだと思って」と怒っていました。でも、本当に何と

かなるようです（笑）。何とかなるのを見てきました。

それは、神様が建てられ、その地域に置かれた神様の教

会だからです。そして、それを支えようとする北海教区

の連帯の力があるからです。

エフェソの信徒への手紙1:23に「教会はキリストの

体であり、すべてにおいてすべてを満たしている方の満

ちておられる場です。」とあります。教会は神のもので

あり、神が必要な物を全て満たして下さいます。また、

今日のルカの福音書では、「小さな群れよ、恐れるな。

あなたがたの父は喜んで神の国をくださる。」

（12:32）とあります。私が心配したところで私の寿命

は延びません。同じように教会の存続も人間の手でどう

にかなるようなものではありません。小鳥や野の花が神

の手の中で守られるように、小さな群れも守られるので

す。それどころか、父なる神様は、小さな群れに喜んで

神の国をくださると言います。神の国が与えられてい

る、それに勝る幸いはありません。
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˔開会
ᜊ౻�開書記（旭川豊岡）͕議員఺ݺを行い、ਖ਼議
さいとう かい

員総਺119໊中94໊の出席を֬認したɻ原�和人議長
（札幌手稲）は開会を宣ݴしたɻ
˔主なใࠂ事項
ʮ北海教区総会議長総括ʯからはʮίϩφʯԼにあ
る教区活動のৼりฦり͕なさΕたɻࠔ೉の中にもʮࠓ
なす΂きことʯ΁とԠ౴しͯきた教区の歩み͕ޠらΕ
るとಉ時に、ʮアϑターίϩφʯをݟਾ͑ͯڞに͑ߟ
߹い支͑߹っͯいくことのر๬͕ड़΂らΕた（ৄࡉは
রのこと）ɻࢀ຤のಛ別෇録ʮ議長書簡ʯをר
˔審議事項
議Ҋ第7߸ʮ第四次長期宣教計画に基づく2023年

度活動計画Ҋに関する件ʯ、議Ҋ第9߸ʮ2023年度
教区歳ೖ歳出༧ࢉ（෇ʀෛ担金配分）に関する件ʯ、
議Ҋ第10߸ʮ2023年度教職ँّ基४վ定に関する
件ʯはいずΕもࢍ੒ଟ਺で可決さΕたɻまた、第四次
長期宣教計画͕2023年度で࠷ऴ年をܴ͑るにあた
り、議Ҋ第8߸ʮ第四次長期宣教計画の総括ٴび第五
次長期宣教計画の策定に関する件ʯ͕審議さΕࢍ੒ଟ
਺で可決さΕたɻ
議Ҋ第15߸ʮ各部委員બ出に関する件ʯ、議Ҋ第
16߸ʮ常任委員બ出に関する件ʯ、議Ҋ第22߸ʮ第
84回定期総会開催場所並びに日程に関する件ʯ、議
Ҋ第23߸ʮ第83回定期総会議事録承認に関する件ʯ
は常置委員会に෇託さΕたɻ

˔ฌݿ教区との宣教協໿継続
第78回北海教区定期総会（2018年度）にక݁さΕ
たฌݿ教区との宣教協໿͕5年をܴ͑、その継続͕可
決さΕたɻ年頭修養会や教職࠲ߨ、小規໛教会協議
会、わかもののオンラインֶश会なͲを௨しͯ྆教区
͕交わりを持ち、ޓいの՝୊を担い߹うために歩んで
くること͕できたɻࠓ総会には౦島༐人ฌݿ教区議長

ひ͕しじまは や と

（౰時）に出席いただき、ޙࠓの連帯΁とࢥいを஘せ
ͯ͝ѫࡰをいただいたɻその5、ޙ月21日～22日に
行わΕたฌݿ教区総会においͯʮ北海教区との教区間
宣教協໿の継続に関する件ʯ͕可決さΕたɻ

˔開会礼拝・҈手礼ࣜ
開会礼拝では石橋香代子議員（渡島福島・江差）に

いしばし か よ こ

よる礼拝આ教、原和人教区議長（札幌手稲）࢘ࣜによ
はらかず と

る金ᖒ༑޾教師（ؠ಺）の҈手礼͕ࣜ行わΕたɻ
かな͟わともゆき

˛౦島༐人ฌݿ教区議長（౰時）˛ฌݿ教区のօさんからお౔࢈も

˛⾣一回ϩϏーではόβーも開
催ɻ北海教区とい͑ばόβーɻ
対面の総会とಉ時に଴ちဧびた
時間ɻ

˔総会ಛ別決議�
　議Ҋ第18߸ʮ沖縄を再び戦場にする敵基地攻撃能
力保持と野放図な軍事費膨張に反対し、憲法9条に
沿った平和外交の構築を求める決議に関する件ʯ、議
Ҋ第19߸ʮ政府の原発推進計画に反対し、北海道に
核廃棄物を持ち込ませないための活動を推進する決議
に関する件ʯ、議Ҋ第20߸ʮ2023年度アイヌ民族の
権利回復する運動の推進決議に関する件ʯはす΂ͯࢍ
੒ଟ਺で可決さΕたɻ�
　決議に対しͯ、಺༰にはཧղをدせつつもʮΩリス
τ教会͕信ڼにཱっͯͲのような൑அをするのかɻま
た੟書తཧղやࢦఠ͕なさΕͯもよいのではないかʯ
というҙ͕ݟあったɻこΕに対しͯ議場からはʮなぜ
北海教区やΩリスτ教会͕こΕらのことにऔり૊むか
につい͕ͯٴݴあっͯવる΂きʯとのҙݟにՃ͑
ʮ（戦૪にՃ担しͯきた）ྺ࢙తܦҢをड͚ࢭめਆに
ࣔさΕた平和を地্にূししද明することはେ੾だʯ
とのԠ౴もなさΕたɻ

˔教区アϫー�
　総会1日໨༦৯の時間に教区アϫー͕開催さΕ
たɻ対面での総会͕行わΕͯいなかった2020年
度Ҏ߱に北海教区にདྷらΕた教師のࣗݾ঺հや、
各教会、委員会からのアϐーϧ͕行わΕたɻ৯୎
や教区アϫーの時間もよい交わりの時となり、স
び͕会場にᷓΕͯいたɻتに満ちͯ再会のإ

˔日ຊ基ಜ教ஂ໰҆使�
田ए༤日ຊ基ಜ教ஂ໰҆使（ಉ書記）との࣭ٙԠࠇ　

くろだわか お

౴では沖縄教区との関係をめぐる໰୊と教ஂػ構վ定
についͯ、また教ஂ総会の議事運Ӧ方法に関しͯ、さ
らには੟࿏ՃපӃチャϓϨンであった日ຊ基ಜ教ஂ教
師によるੑ๫力に関しͯ議場より࣭໰͕なさΕたɻ

教区 
アワー

田ए༤教ஂ書記ࠇ˛

˛ඒຯしいυライΧϨーɻ�
札幌北光教会のօさんにײ謝ɻ�

˛教区アϫーでࣗݾ঺հをしͯくださったօさんɻようこそ北海教区΁ʂ

⾢˝ಛ別委員
のօさんのお
ಇきにより支
͑らΕͯいる
教区総会ɻײ
謝ですɻ
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16߸ʮ常任委員બ出に関する件ʯ、議Ҋ第22߸ʮ第
84回定期総会開催場所並びに日程に関する件ʯ、議
Ҋ第23߸ʮ第83回定期総会議事録承認に関する件ʯ
は常置委員会に෇託さΕたɻ

˔ฌݿ教区との宣教協໿継続
第78回北海教区定期総会（2018年度）にక݁さΕ
たฌݿ教区との宣教協໿͕5年をܴ͑、その継続͕可
決さΕたɻ年頭修養会や教職࠲ߨ、小規໛教会協議
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ひ͕しじまは や と
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˔開会礼拝・҈手礼ࣜ
開会礼拝では石橋香代子議員（渡島福島・江差）に

いしばし か よ こ

よる礼拝આ教、原和人教区議長（札幌手稲）࢘ࣜによ
はらかず と

る金ᖒ༑޾教師（ؠ಺）の҈手礼͕ࣜ行わΕたɻ
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˛౦島༐人ฌݿ教区議長（౰時）˛ฌݿ教区のօさんからお౔࢈も

˛⾣一回ϩϏーではόβーも開
催ɻ北海教区とい͑ばόβーɻ
対面の総会とಉ時に଴ちဧびた
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˔教区アϫー�
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˔日ຊ基ಜ教ஂ໰҆使�
田ए༤日ຊ基ಜ教ஂ໰҆使（ಉ書記）との࣭ٙԠࠇ　

くろだわか お

౴では沖縄教区との関係をめぐる໰୊と教ஂػ構վ定
についͯ、また教ஂ総会の議事運Ӧ方法に関しͯ、さ
らには੟࿏ՃපӃチャϓϨンであった日ຊ基ಜ教ஂ教
師によるੑ๫力に関しͯ議場より࣭໰͕なさΕたɻ

教区 
アワー

田ए༤教ஂ書記ࠇ˛

˛ඒຯしいυライΧϨーɻ�
札幌北光教会のօさんにײ謝ɻ�

˛教区アϫーでࣗݾ঺հをしͯくださったօさんɻようこそ北海教区΁ʂ

⾢˝ಛ別委員
のօさんのお
ಇきにより支
͑らΕͯいる
教区総会ɻײ
謝ですɻ
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˔分かち߹い�
総会のେきな出དྷ事は1日໨໷と2日໨ࠓ　
ேにʮ分かち߹いʯの時間をઃ͚たことだと
い͑るɻʮίϩφʯԼにあっͯʮإとإを߹
わせͯおޓいにݴ༿を交わし߹い、ۙگをௌ
き߹い、ࢥいを分かち߹うػ会ʯ͕গなく
なっͯしまったɻそΕͧΕのتびもۤ࿑も分
かち߹い、その出会いにر๬をݟ出そうと৺
を৳ばすɻそんなӦみ͕教区ܗ੒には欠かせ
ないɻ1日໨のʮ分かち߹いʯは各地区委員
長から地区の歩み͕ޠらΕたɻ2日໨のʮ分
かち߹いʯは7άϧーϓに分かΕͯʮࠔっͯ
いることʯやʮتびʯʮそΕͧΕの޻෉ʯを
༿を๰ぎ、ड͚ݴり߹ったɻ一人ひとり͕ޠ
めあうこと͕できた時間であったɻࢭ

�Ռ　ҎԼの方ʑ͕બ出さΕたɻ݁ڍ໾બࡾ˔
教区総会議長：原和人（札幌手稲）�
教区総会副議長：杉岡ひとみ（千歳栄光）�
教区書記：西岡知洋（余市）�
˔常置委員બ݁ڍՌ　ҎԼの方ʑ͕બ出さΕたɻ�
信ె：一條英俊（札幌北光）、�

いちじょうひでとし

川嶋めぐみ（旭川豊岡）�
かわしま

教職：石田歩（厚別）、久世そらち（札幌北部）�
い し だあゆむ く ぜ

石橋香代子（渡島福島・江差・1年任期）
いしばし か よ こ

˔ऴわりに�
�ʮ久しͿりʂʯの人もʮॳめましͯʂʯの人もসإのᷓ
Εた総会だったのではないでしょうかɻإとإを߹わせͯ
じっくりޠり߹うことに力を஫いだ総会でしたɻ՝୊もଟ
くあります͕、そΕらに޲き߹っͯいく力は出会いと祈り
の中でੜまΕͯくると信じますɻ

ڭ
۠
૯
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෼
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ͪ
߹
めあうこと͕できた時間であったɻࢭ͍

分かち合い

でのひとこと

˛一日໨の分かち߹いの๯頭に小西陽祐前教
こにしようす͚

区幹事からѫࡰをいただきましたɻ

⾢託ࣇも行わΕまし
たɻ託ࣇ担౰のօさん
にײ謝ですɻこͲもと
一ॹの総会っͯ、ૉ敵
ですよͶ～ɻ

˛ᜊ౻開書記　おർΕ༷でしたʂ

ɾڭձͰͷԿؾͳ͍ަΘΓ͕ͱͯ΋େ੾ͳ࣌ؒͩͬͨ

͜ͱʹίϩφͷதͰ͍͕ͨͭؾɻ�

ɾʮΑ͔ͬͯͨͬͯॿ͚ΒΕ͍ͯΔڭձʯɻ�
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ɾࠓ೔ͷΑ͏ʹ҆৺ͯ͠ൃ͑͋͠ݴΔϑϥοτͳؔ

ʮΧϧτʯ΍ʮϋϥεϝϯτʯΛ๷͙͜ͱʹ΋͕܎

ͭͳ͕ΔͷͰ͸ɻ�

ɾػةͷ͔࣌ͩΒɺڭձ͸৽͍͠ల։͕ͯ͑͘ݟΔͷ

Ͱ͸ͳ͍͔ɻ�

ɾຊ౰ʹେมͰ͢ʂ�

ɾࠓ೔ͷ෼͔ͪ߹͍͕ʮ೥಄मཆձʯͷΑ͏Ͱ͠خ

͔ͬͨʂ�

ɾԞ৲ԭͷ஍਒ͷ࣌ͷ͜ͱΛɺ๺ւಓͷਓ͕ͨͪ๨

Εͳ͍Ͱ΄͍͠ɻ�

˛教区新ࡾ໾

  2023年6⽉6⽇(Ϟ)̄別ӏりのϖのࣨ७、क̡いのޢりМし、ঀѬりに⾏って来ました。ത年この時期には̄別
ғ理̣員会とඥ志の⽅々がक̡いをМし、౟地の࣢ఙを⾏なっています。また、これまでは�⽉にॄ道教会ࣶࠥ
年夏期Ȼɱʁɥが5வ6⽇で⾏われ、わかものたちによってઔ期લに࣢ఙがなされてきました。 

  しかし、է年מಈの๫Ԉϋが進み、ଖಈがמಈ内にࢃ⼊したڭउが׭つかりました。201�年度は̔ॄ൦を٭
ฎしてȻɱʁɥを別会ࡢで⾏いました。また、それ̜ٿはコロナのͶՇもありȻɱʁɥ⾃়が⾏えていませんでし
た。そのような中で、2023年度はӿしȑりに̄別でのȻɱʁɥが⾏われることになりました。そんな̄別ӏりのϖ
のළ⼦を北海教区につながる皆さんと分かちڇいたく、଩ߐ記ݒといたしました。 

  今回は⽯⽥歩先⽣、⼩⻄ී祐先⽣、齋藤開先⽣、韓守賢先⽣と⻄岡知ෆで出かけたළ⼦をご೑ڐします。 
い し だあゆむ こ に し ようすけ さいとうかい はん す ȍȢん にしおかともȍろ

特 集②

ǭǚč́ಧ 
ȐٱǫǞ。

ČಓČ࣭ηਗස
ȃしǢǣとȚȊȥ

の�時30分。札幌を出௑。⽬લ地は̄別。િ気
ඵ೑はୄり。أ後は⼀時͛のඵ೑も出ている。

⼼டをよそにސ内は̄別でのঀѬりや७ࠔが楽しみすǩ
て皆⼀ළにఽࡦは൚るい。 
 10時30分ころに̄別ӏりのϖにଆ着した。気χはそ
れȖどڂくなくていいɽĪȽ⽇๶である。ঀがన上Ȗど
まで⽣い൪っているが、౟地中央にα૥しになっている
⼤⽊が⽬につく。۰年の߁に૥れてしまったようだ。本
⽇はܺを切りಅい夏のȻɱʁɥにـけてのϊ߸ఙを⾏う
ඵઔ。૥⽊をα⽬にঀをかき分けながら進むと・・・。 

が૥れている。૥れていると؂っ
てもݖߕϛのα⽊が෦ちている࡫

ৄだ。かつてඊ島信⼀牧師が「ݖߕϛは׷ڪからऐれ
や ǳ ま しんいち

るのではなく、まǵα⽊から෦ちる」とおっしȞっていた
؂෍が思いӗこされた。

の⽊は「神と⼈とのҢ֜」を、αの⽊はߜϛのݖߕ 
「⼈と⼈とのҢ֜」をఽすという。新֣コロナȴȲɹɇ
の഼Δにより今まで私たちの೉らしの中で׭えなくされて
きたり、׭ないようにしてきたϫ৘やൾ৘があらわになっ
た。「ޟさ」を೘えǱるをଦない⼈をどれだけ଍みౕけ
にし、切りވててきたかというૈである。⾏きӵまりと౔
おうとするڇをޯけ⼊れࡢりから̭なる思いや෿࠽、̔
⼼のබතがݴわれ、分ਓと؋෿が⽣ǳডけている。そ
んな私たちの೉らしの中で、̄別のݖߕϛのα⽊が෦ち
た。⼈と⼈とのҢ֜がखたれ、ԟ෻をޢることが求めら
れてきてしまった今がある。だからこそ、神がつなǩڇ
わせてくださった⼀⼈ȍとりのҢ֜をもう⼀度つなǩڇわ
せていくܤ൙を私たちはۄ度৥されているのではない
か。૥れたα⽊からそのことを知らされる思いである。 
ľ⼈は૥れても、঵ちވてられるのではない。主がその
。をとらえていてくださるĿ（݉編37ĕ24）ޤ

ŭߜの⽊だけがܠったݖߕϛ。この後、क̡いもޢりМす。
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第35回北海教区全道教会青少年夏期キャンプ開催 

●日時：2023年8月11日(金)～8月14日(月)

●場所：芦別祈りの家と美馬牛福音伝道所

●主題：「青春の日々にこそ、お前の創造主に心を留めよ」

●講師：伊藤大道さん(興部伝道所・稚内教会)
い と う ひろみち

●対象：中学1年生～大学生くらいまで　●費用：8,000円
●今回は芦別祈りの家でワークを行い、宿泊は美馬牛福音伝道所をお借りする予定です。

●スタッフ：石田歩(委員長・厚別)、今橋与歩(札幌北部)、久世みなる(札幌北部)、小西真理子(厚別)
い し だ あゆむ いまはし と ほ く ぜ こ に し ま り こ

西岡知洋(余市) 
にしおかともひろ

●キャンプを支えてくださる方々：伊藤大道(興部・稚内)、板谷良彦(北海道クリスチャンセンター)
い と う ひろみち い た や よしひこ

小西陽祐(無任所)、齋藤開(旭川豊岡)、齋藤麻実(旭川星光・美馬牛福音)、野田沢(SCF)、
こ に し ようすけ さいとうかい さいとう ま み の だ たく

西岡恵子(余市)、韓守賢(教区幹事)、山本光一(浦河)、美馬牛福音伝道所の皆さん 
にしおか け い こ はん す ひょん やまもとこういち

ŭ道央道札幌+$5にて。 
̄別に⾏くには右か左か。 

■̄別でのȻɱʁɥではబාなものを⾃分
たちのޤで۬り上ǭる。さまǱまなࡢ所に
۬りޤたちの൘前がڏまれていく。⼈と⼈
とが出会い、共に歩んだࡐがここにある。

ŭ෦ちてしまったݖߕϛのα⽊。 
ɽĪȽでޢりౕけることができるだろうか。

■฿஖ଘはિ̸が⼀部は
がれてしまっているৄ࡫だ
がࠨ൦のࠕみはࠥなかっ
た。しかし、牧師ҥ部分の
通しが෿た׭みはׇしくࠕ
ないのが࡫׿である。

詳細は各教会にある
案内をご覧ください

■Ȼɱʁɥを通して信Պが̻まれ、教会をܵえる者とさ
れたわかものや、牧師としてࠚ൙をභえられた者もভく
ある。̄別は⼀⼈ȍとりの⽣き⽅が変えられていくࡢ
所でもある。教区の皆さんには̄別ӏりのϖについて
思いをਦせてӏりをڇわせていただければと思う。思いをਦせてӏりをڇわせていただければと思う。



北海教区　各委員会名簿



－　ᵏᵎ　－

常 置 委 員 会 報 告
2023年度第1回常置委員会

日　時　2023年5月29日(月)19：04～23：10
場　所　オンライン
出席者　原和人（議長・札幌手稲）、杉岡ひとみ（副議長・千歳栄光）、西岡知洋（書記・余市）、

はらかず と すぎおか にしおかともひろ

石田歩（厚別）、石橋香代子（渡島福島・江差）、一條英俊（札幌北光）、太田千代（月寒）、
いしだあゆむ いしばし か よ こ いちじょうひでとし お お た ち よ

川嶋めぐみ（旭川豊岡）、久世そらち（札幌北部）、佐久間光昭（置戸）、辻中明子（島松）
かわしま く ぜ さ く ま みつあき つじなかあ き こ

欠席者　なし
陪席者　韓守賢（教区幹事）、板谷良彦（北海道クリスチャンセンター）、久保吉隆（西札幌）

はん す ひょん い た やよしひこ く ぼ よしたか

審議事項
1．前回常置委員会議事録承認の件 【可決】
2．札幌教会との関係回復に関する件 【継続審議】
3．第83回北海教区定期総会委託事項に関する件

【継続審議】
【継続審議】
【可決】
【可決】

	�
第83回北海教区定期総会議事録承認に関する件
	�
第84回北海教区定期総会開催場所並びに日程に関する件
	�
教区各部各委員会委員選任に関する件
	�
教区常任委員選任に関する件

4．第83回北海教区定期総会決議執行に関する件 【可決】

【可決】
【可決】

【継続審議】
【継続審議】
【継続審議】
【継続審議】
【可決】
【可決】
【可決】
【可決】
【可決】
【可決】
【可決】
【可決】

【継続審議】
【継続審議】
【可決】

【継続審議】
【継続審議】
【継続審議】

	�
沖縄を再び戦場にする敵基地攻撃能力保持と野放図な軍事費膨張に反対し
憲法9条に沿った平和外交の構築を求める決議に関する件
	�
政府の原発推進計画に反対し、

北海道に核廃棄物を持ち込ませないための活動を推進する決議に関する件
	�
2023年度アイヌ民族の権利を回復する運動の推進決議に関する件
	�
第四次長期宣教計画に基づく2023年度活動計画に関する件

5．議長書簡に関する件
6．北海教区新着任教師オリエンテーションに関する件
7．第四次長期宣教計画総括に関する件
8．第五次長期宣教計画策定に関する件
9．教区幹事就業規則に関する件
10．主任担任教師不在教会の礼拝支援に関する件
11．浦河教会主任担任教師辞任承認申請に関する件
12．浦河教会主任担任教師代務者決定承認申請に関する件
13．元浦河教会主任担任教師辞任承認申請に関する件
14．小西陽祐教師教務教師辞任承認申請に関する件
15．韓守賢教師教務教師登録承認申請に関する件
16．芦別教会主任担任教師代務者辞任承認申請に関する件
17．芦別教会主任担任教師代務者決定承認申請に関する件
18．信濃町教会　諸教会連帯資金申請に関する件
19．北海道クリスチャンセンター使用料に関する件
20．芦別祈りの家に関する件
21．教師検定試験面接に関する件
22．年頭修養会の在り方に関する件
23．連続宣教協議会に関する件
24．2023年度教職謝儀保障費二次配分に関する件
25．次回常置委員会日程に関する件 【可決】
第2回：2023年7月6日、第3回：2023年8月24日、第4回：2023年11月2日、
第5回：2024年1月18日、第6回：2024年3月12日

◯任期満了：板谷良彦、西間木公孝、松島直子　◯任期継続：太田千代、佐久間光昭、辻中明子
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 2023年度から札幌中央教会に６代⽬の主任担任教師として着任いたしま
した⼩島啓史と申します。今年の三⽉まで東海教区の気賀教会（静岡県浜
松市）に仕えておりました。これまでの教職としての私⾃⾝の歩みを改めて
振り返りますと、主によって、教会に仕えて牧者として働くことの喜びをたく
さん学ばせて頂いた歩みでありました。 
 牧者として働き始めてから11年⽬を迎えている今、主の御⼼によって、こ
うして北海道の地で牧者として新しい歩みを始められましたことを⼤変感謝し
ております。主によって常に主の御⼼のままに主の恵みをたくさん頂きながら
働けるようにされていることを感謝しながら、牧者として主から頂いた務めを
地道に果たして⾏きたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

㆔ 好 祐 輝
み よし ゆう き

⽉寒教会（札幌㆞区）

⼩ 島 啓 史
こ じま けい し

札幌㆗央教会（札幌㆞区）

⼠別教会 辞任 藤吉求理⼦ （代務） 
就任 三浦忠雄 （代務） 

美⾺⽜福⾳伝道所 辞任 齋藤 開 （主任） 
就任 齋藤⿇実 （兼務主任） 

旭川豊岡教会 辞任 韓 守賢 （主任） 
就任 齋藤 開 （主任） 

旭川六条教会  辞任 後藤正敏 （主任） 
就任 ⼘部康之 （代務） 

美唄教会  辞任 ⽊村拓⼰ （主任） 
辞任 ⽊村 幸 （担任） 
就任 ⽯⽥ 歩 （代務） 

浦河教会  辞任 五味 ⼀ （主任） 
就任 ⼭本光⼀ （代務） 

利別教会 辞任 ⽯橋隆弘 （主任） 
就任 柴⽥もゆる （代務） 

（2023年4⽉〜7⽉14⽇） 
就任 ⾦ 鐘九 （主任） 

（2023年7⽉15⽇〜） 
渡島福島教会  就任 ⽯橋隆弘 （担任） 
江差伝道所  辞任 ⽯橋⾹代⼦ （兼務主任） 

就任 ⽯橋隆弘 （主任） 

4⽉から札幌市豊平区にあります⽉寒教会に赴任しました、三好祐輝で
す。前任地は愛知県⽇進市にあります南⼭教会で、コロナ禍が始まった
2020年から3年間、伝道師・副牧師としてお仕えしました。 
 北海道に住むのは今回が初めてですが、2016年に夏期伝道実習で旭川
六条教会の皆さまにお世話になり、⻄岡昌⼀郎先⽣(当時)から北拓伝や北
海道の連帯について学びの時を頂きました。主任担任教師としては初めて
の教会で、右も左も分かりませんが、教会の皆さまやこども園の教職員の
皆さま、教区の皆さまに助けられつつ、過ごしています。⽉寒教会はこども
園しののめと共にある教会で、私も宗教主任としての働きを頂き、⼦どもた
ちや先⽣⽅から⽇々学びを頂いていて感謝です。私は⼩さな者ですが、そ
んな私でも⽤いてくださる主を信頼しつつ、出来ることから忠実に⾏ってい
きたいです。 
 牧会を志す前は東京で約7年間、役者をしており、巡業をする劇団に雇わ
れた際に北海道に来たことがあります。その後、⾊々あって演劇を伝道に⽤
いる道を⽰され、同志社⼤学神学部に社会⼈編⼊しました。 
「遊び」を⼤切にしながら、楽しく聖書のお話を出来るようになりたいで
す。どうぞ宜しくお願いします。 

■2023年度より北海教区に加わってくださったお⼆⼈の教師をご紹介します。
これからどうぞよろしくお願いいたします。道内での異動の⽅々は上記の通りです。
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常 置 委 員 会 報 告
2023年度第1回常置委員会

日　時　2023年5月29日(月)19：04～23：10
場　所　オンライン
出席者　原和人（議長・札幌手稲）、杉岡ひとみ（副議長・千歳栄光）、西岡知洋（書記・余市）、

はらかず と すぎおか にしおかともひろ

石田歩（厚別）、石橋香代子（渡島福島・江差）、一條英俊（札幌北光）、太田千代（月寒）、
いしだあゆむ いしばし か よ こ いちじょうひでとし お お た ち よ

川嶋めぐみ（旭川豊岡）、久世そらち（札幌北部）、佐久間光昭（置戸）、辻中明子（島松）
かわしま く ぜ さ く ま みつあき つじなかあ き こ

欠席者　なし
陪席者　韓守賢（教区幹事）、板谷良彦（北海道クリスチャンセンター）、久保吉隆（西札幌）

はん す ひょん い た やよしひこ く ぼ よしたか

審議事項
1．前回常置委員会議事録承認の件 【可決】
2．札幌教会との関係回復に関する件 【継続審議】
3．第83回北海教区定期総会委託事項に関する件

【継続審議】
【継続審議】
【可決】
【可決】

	�
第83回北海教区定期総会議事録承認に関する件
	�
第84回北海教区定期総会開催場所並びに日程に関する件
	�
教区各部各委員会委員選任に関する件
	�
教区常任委員選任に関する件

4．第83回北海教区定期総会決議執行に関する件 【可決】

【可決】
【可決】

【継続審議】
【継続審議】
【継続審議】
【継続審議】
【可決】
【可決】
【可決】
【可決】
【可決】
【可決】
【可決】
【可決】

【継続審議】
【継続審議】
【可決】

【継続審議】
【継続審議】
【継続審議】

	�
沖縄を再び戦場にする敵基地攻撃能力保持と野放図な軍事費膨張に反対し
憲法9条に沿った平和外交の構築を求める決議に関する件
	�
政府の原発推進計画に反対し、

北海道に核廃棄物を持ち込ませないための活動を推進する決議に関する件
	�
2023年度アイヌ民族の権利を回復する運動の推進決議に関する件
	�
第四次長期宣教計画に基づく2023年度活動計画に関する件

5．議長書簡に関する件
6．北海教区新着任教師オリエンテーションに関する件
7．第四次長期宣教計画総括に関する件
8．第五次長期宣教計画策定に関する件
9．教区幹事就業規則に関する件
10．主任担任教師不在教会の礼拝支援に関する件
11．浦河教会主任担任教師辞任承認申請に関する件
12．浦河教会主任担任教師代務者決定承認申請に関する件
13．元浦河教会主任担任教師辞任承認申請に関する件
14．小西陽祐教師教務教師辞任承認申請に関する件
15．韓守賢教師教務教師登録承認申請に関する件
16．芦別教会主任担任教師代務者辞任承認申請に関する件
17．芦別教会主任担任教師代務者決定承認申請に関する件
18．信濃町教会　諸教会連帯資金申請に関する件
19．北海道クリスチャンセンター使用料に関する件
20．芦別祈りの家に関する件
21．教師検定試験面接に関する件
22．年頭修養会の在り方に関する件
23．連続宣教協議会に関する件
24．2023年度教職謝儀保障費二次配分に関する件
25．次回常置委員会日程に関する件 【可決】
第2回：2023年7月6日、第3回：2023年8月24日、第4回：2023年11月2日、
第5回：2024年1月18日、第6回：2024年3月12日

◯任期満了：板谷良彦、西間木公孝、松島直子　◯任期継続：太田千代、佐久間光昭、辻中明子
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 2023年度から札幌中央教会に６代⽬の主任担任教師として着任いたしま
した⼩島啓史と申します。今年の三⽉まで東海教区の気賀教会（静岡県浜
松市）に仕えておりました。これまでの教職としての私⾃⾝の歩みを改めて
振り返りますと、主によって、教会に仕えて牧者として働くことの喜びをたく
さん学ばせて頂いた歩みでありました。 
 牧者として働き始めてから11年⽬を迎えている今、主の御⼼によって、こ
うして北海道の地で牧者として新しい歩みを始められましたことを⼤変感謝し
ております。主によって常に主の御⼼のままに主の恵みをたくさん頂きながら
働けるようにされていることを感謝しながら、牧者として主から頂いた務めを
地道に果たして⾏きたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

㆔ 好 祐 輝
み よし ゆう き

⽉寒教会（札幌㆞区）

⼩ 島 啓 史
こ じま けい し

札幌㆗央教会（札幌㆞区）

⼠別教会 辞任 藤吉求理⼦ （代務） 
就任 三浦忠雄 （代務） 

美⾺⽜福⾳伝道所 辞任 齋藤 開 （主任） 
就任 齋藤⿇実 （兼務主任） 

旭川豊岡教会 辞任 韓 守賢 （主任） 
就任 齋藤 開 （主任） 

旭川六条教会  辞任 後藤正敏 （主任） 
就任 ⼘部康之 （代務） 

美唄教会  辞任 ⽊村拓⼰ （主任） 
辞任 ⽊村 幸 （担任） 
就任 ⽯⽥ 歩 （代務） 

浦河教会  辞任 五味 ⼀ （主任） 
就任 ⼭本光⼀ （代務） 

利別教会 辞任 ⽯橋隆弘 （主任） 
就任 柴⽥もゆる （代務） 

（2023年4⽉〜7⽉14⽇） 
就任 ⾦ 鐘九 （主任） 

（2023年7⽉15⽇〜） 
渡島福島教会  就任 ⽯橋隆弘 （担任） 
江差伝道所  辞任 ⽯橋⾹代⼦ （兼務主任） 

就任 ⽯橋隆弘 （主任） 

 4⽉から札幌市豊平区にあります⽉寒教会に赴任しました、三好祐輝で
す。前任地は愛知県⽇進市にあります南⼭教会で、コロナ禍が始まった
2020年から3年間、伝道師・副牧師としてお仕えしました。 
 北海道に住むのは今回が初めてですが、2016年に夏期伝道実習で旭川
六条教会の皆さまにお世話になり、⻄岡昌⼀郎先⽣(当時)から北拓伝や北
海道の連帯について学びの時を頂きました。主任担任教師としては初めて
の教会で、右も左も分かりませんが、教会の皆さまやこども園の教職員の
皆さま、教区の皆さまに助けられつつ、過ごしています。⽉寒教会はこども
園しののめと共にある教会で、私も宗教主任としての働きを頂き、⼦どもた
ちや先⽣⽅から⽇々学びを頂いていて感謝です。私は⼩さな者ですが、そ
んな私でも⽤いてくださる主を信頼しつつ、出来ることから忠実に⾏ってい
きたいです。 
 牧会を志す前は東京で約7年間、役者をしており、巡業をする劇団に雇わ
れた際に北海道に来たことがあります。その後、⾊々あって演劇を伝道に⽤
いる道を⽰され、同志社⼤学神学部に社会⼈編⼊しました。 
「遊び」を⼤切にしながら、楽しく聖書のお話を出来るようになりたいで
す。どうぞ宜しくお願いします。 

■2023年度より北海教区に加わってくださったお⼆⼈の教師をご紹介します。
これからどうぞよろしくお願いいたします。道内での異動の⽅々は上記の通りです。

⼠別教会⼠別教会 辞任 藤吉求理⼦ （代務）
就任 三浦忠雄 （代務）

美⾺⽜福⾳伝道所 辞任 齋藤 開美⾺⽜福⾳伝道所 辞任 齋藤 開 （主任）
就任 齋藤⿇実 （兼務主任）

旭川豊岡教会旭川豊岡教会 辞任 韓 守賢 （主任）
就任 齋藤 開 （主任）

旭川六条教会 旭川六条教会  辞任 後藤正敏 （主任）
就任 ⼘部康之 （代務）

美唄教会 美唄教会  辞任 ⽊村拓⼰ （主任）
辞任 ⽊村 幸 （担任）
就任 ⽯⽥ 歩 （代務）

浦河教会 浦河教会  辞任 五味 ⼀ （主任）
就任 ⼭本光⼀ （代務）

利別教会利別教会 辞任 ⽯橋隆弘 （主任）
就任 柴⽥もゆる （代務）

（2023年4⽉〜7⽉14⽇）
就任 ⾦ 鐘九 （主任）

（2023年7⽉15⽇〜）
渡島福島教会 渡島福島教会  就任 ⽯橋隆弘 （担任）
江差伝道所 江差伝道所  辞任 ⽯橋⾹代⼦ （兼務主任）

就任 ⽯橋隆弘 （主任）
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๺ւ۠ڭ

֤஍۠ͷಇ͖

道๼地区

道౨地区

　ಓ౦஍۠͸ɺ�೥ଓ͚ͯɺ৽ܕίϩφ΢Πϧ
εͷײછ֦େʹΑΓఆظ૯ձΛॻ໘Ͱ͍ߦ·͠
ͨɻ�݄ �� ೔ʹଳڭ޿ձͰ։͞࠵Εͨ஍۠ҕһ
ձ͕Ͱܾٞ࢖ߦݖॻͷ݁ՌΛ֬ೝ͠ɺ૯ձΛด
ձΛ͠·ͨ͠ɻ͢΂ͯͷٞҊ͕ࢍ੒ଟ਺Ͱঝೝ
͞Ε·ͨ͠ɻ���� ೥౓͸ɺ͜Ε·Ͱɺ৽ܕίϩ
φ΢ΠϧεͷͨΊ։࠵Ͱ͖ͳ͔͕ͬͨࣄߦର໘
Ͱ։࠵Ͱ͖Δ༧ఆͰ͢ɻ
　�݄ �� ೔ʹஔڭށձΛձ৔ʹ ���� ೥౓ୈ �
ճ஍۠ࢣڭձ͕։͞࠵Ε·ͨ͠ɻίϩφՒͷͨ
Ίɺ͜Ε·ͰΦϯϥΠϯͰ͔͠։࠵Ͱ͖·ͤΜ
Ͱ͕ͨ͠ɺΑ͏΍͘إͱإΛ߹Θͤͯɺ։࠵Ͱ
͖·ͨ͠ɻ࠷ॳʹɺࡢ೥ �݄ʹ۴࿏ڭձʹෝ೚
ɻ஍۠ͷͨ͠·͍ߦձΛܴ׻ͷࢣڭ੣ݪ্ͨ͠
ɺޙ༿͕͋Γ·ͨ͠ɻͦͷݴͷܴ׻Β͔ͪͨࢣڭ
஍۠ͷ՝୊ɺͦΕͧΕͷڭձɾ఻ಓॴͷۙگใ
ڭΓ·ͨ͠ɻ͜Ε·ͰͷΦϯϥΠϯͰͷ͕͋ࠂ
ܙձͱҧ͍ɺͨ͘͞Μ࿩͠߹͏͜ͱ͕Ͱ͖ɺࢣ
Έͷ࣌Ͱͨ͠ɻ
　ಓ౦஍۠͸ɺ�݄ �� ೔ʹަߨ׵ஃΛ͠·͢ɻ
ͦΕͧΕͷ͕ࢣڭ஍۠ͷڭձʹ͖ߦɺަΘΓΛ
࣋ͪ·͢ɻ͜ͷ �೥ؒ։࠵Ͱ͖ͳ͔ͨͷͰɺͱ
ͯ΋ָ͠ΈͰ͢ɻ
　·ͨɺಓ౦஍۠मཆձΛ ·༧ఆ͍ͯ͠ࠒ݄�
͢ɻ͜Ε·Ͱ͸ �೥ʹ �౓ɺѨބפपลͷϗς
ϧͰ։͖ͯ͠࠵·͕ͨ͠ɺࠓ೥͸ɺஔڭށձͰ
Ұ೔ͷݚमձΛ༧ఆ͍ͯ͠·͢ɻίϩφՒͰ͜
Ε·Ͱ஍۠ͷࣄߦΛ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖ͣɺର໘Ͱ
ͷަΘΓ͕࣋ͯ·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺࠓ೥͸ɺࡢ೥
ձͷձಊʹू͍ɺ͜Ε·Ͱͷڭށಊ͞Εͨஔݙ
ίϩφՒͰͷͦΕͧΕͷาΈΛΘ͔͍ͪ͋·͢ɻ
　�݄ ��೔ʹ͸ɺ஍්۠ਓձҕһձ͕஑ాொͰ
։͞࠵Ε·͢ɻ͜Ε·Ͱɺ̏೥ؒɺॻ໘Ͱ֤ڭ
ձɾ఻ಓॴͷ්ਓձͷ׆ಈใࠂΛ͖ͯ͠·ͨ͠
͕ɺࠓ೥͸Α͏΍͘إͱإΛ߹Θͤͯɺ࿩͠߹
͏͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ׆ಈΛ௨ͯ͠ɺ஍۠ͷަΘ
Γ͕ਂΊΒΕΔ͜ͱΛ͠ँײ·͢ɻ

૧ං教会

ୌۼ࿐ࢣ࢖

໐ഥൽਫ਼Ȇ౽ඤ教会ޟ

չ൥ఱൽ

ஔڭށձ৽ձಊ

　ಓ๺஍۠͸ɺ৽೥౓ʹೖΓ஍۠಺ͷࢣڭͷҟ
ಈͳͲͰશ ձɾ఻ಓॴͱڭ�� �ηϯλʔͷ͏ͪɺ
৬͕ڭ �໊͔͍͠ͳ͍ͱ͍͏ঢ়گΛܴ͑Δ͜ͱ
ʹͳΓ·ͨ͠ɻͦͷͨΊɺ΄ͱΜͲͷڭձʹ͓
͍ͯ݉຀͋Δ͍͸୅຿ମ੍ΛͱΒ͟ΔΛಘ·ͤ
Μɻ͜ͷ՝୊ʹରͯ͠ɺ஍۠ҕһձͰ͸ʮྱഈ
ԠԉΛඞཁڭԉҕһձʯΛ্ཱͪ͛ɺྱഈઆࢧ
ͱ͢Δڭձ͔Βͷཁ੥ʹैͬͯɺ஍۠಺֎͔Β
આऀڭͷ೿ݣΛௐ੔͢Δ͜ͱͱͳΓ·ͨ͠ɻͦ
ͷͨΊɺࡳຈ஍۠Λ͸͡Ίͱͯ͠ಓ๺஍۠Ҏ֎
ͷڭ৬ͷํʑʹԠԉΛґཔ͢Δ͜ͱ΋͋Γ·͢
ͷͰɺͦͷࡍ͸շ͓͘Ҿ͖ड͚͍͖ͨͩ·͢Α
ਃ্͛͠·͢ɻ͍ئ͓͏
গʹ൐͍ɺͦΕͧΕͷݮ৬ͷ਺ͷڭͨ͠͏͜　
৬ͷෛ୲͕େ͖͘ͳ͖ͬͯͯ΋͍·͢ɻ஍۠ڭ
ͱͯ͠े෼ͳαϙʔτΛඞཁͱ͠·͕͢ɺͦͷ
ಇ͖Λ୲͏ͷ΋΄ͱΜͲ͕ڭ৬ͱ͍͏ໃ६ͷதɺ
Δ͹͔ΓͰ͢ɻف৬ͷମௐ͕कΒΕΔ͜ͱΛڭ
ͱͯ͠ɺ஍߲ࣄͷ΄͔ʹಓ๺஍۠ͷಛචه্　
۠಺ͷ͋Δ৴ెͷํ͔Βଟֹͷ͕ۚݙ஍۠ʹ͞
͛͞ΒΕͨ͜ͱ͕͛ڍΒΕ·͢ɻ͜ͷۚݙ͸஍
۠಺ͷڭ৬ͷੜࢧ׆ԉʹͱ͍͏͍ئΛ΋๋ͬͯ
͛ΒΕ·ͨ͠ɻ஍۠͸͜ΕΛड͚ͯͦͷ༻్ʹ
Ռɺຖ೥݁ͨٞ͠ڠ͍ͯͭ ��� ສԁΛऔΓ่͠ɺ
͏ͪ ��� ສԁΛ๺ւّँ۠ڭอোඅ੍౓ʹۚݙ
͠ɺ࢒Γͷ ��� ສԁΛڭ৬ࢧԉͷͨΊʹ༻͍Δ
͜ͱͱͳΓ·ͨ͠ɻ
� ݄ � ೔ 	 ೔ 
 ʹ͸਺೥ͿΓʹʮಓ๺σʔަ׵
ΕΔ༧ఆͰ͢ɻίϩφҎདྷɺ͞ࢪஃྱഈʯ͕࣮ߨ
ΦϯϥΠϯ߹ಉྱഈͱ͍͏ܗͰߦΘΕ͖ͯ·͠
͕ͨɺࠓճΑ͏΍͘ର໘Ͱͷަߨ׵ஃྱഈͱͳ
Γ·͢ɻͨͩ͠ɺ͜Ε΋ڭ৬ͷෆ଍ʹΑΓҰ෦
ΦϯϥΠϯͰͷ߹ಉྱഈͱͳͬͯ͠·͍·͕͢ɺ
͜ΕΛػձʹʮإͱإΛ߹ΘͤΔؔ܎ʯ͕࠶ͼ
࢝·Δ͜ͱΛ͍ͯͬئ·͢ɻ
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੶छۯஎ地区
༆教会ࢺ

ᖜȁෆ

　ੴङۭ஌஍۠૯ձ͸ ���� ೥ �݄ ��೔ʹߦΘ
Εͨɻ���� ೥౓ͷาΈΛৼΓฦΓɺ֤୲౰͔Β
ͷ׆ಈɾձܭใࠂΛঝೝ͠ɺ���� ೥౓ʹ͚ͨ޲
՝୊Λ෼͔ͪ߹͏࣌ͱͳͬͨɻ
ୌ઒ೋͷࡔ఻ಓॴ͸ɺҰ೥ؒͷ୅຿ऀʢࠤ౻
͹Β͘ଓ͘͜ͱͱͳΓͦ͠ࠓʣମ੍͕ࢣ༤຀װ
͏͕ͩɺՃ͑ͯඒӖڭձ΋໦ଜ୓ݾɾ޾຀ࢣ཭
೚ޙͷটᡈ͕੔Θͣɺ୅຿ऀʢੴాา຀ࢣɾް ผʣ
ମ੍Ͱ ���� ೥౓ʹྟΉ͜ͱͱͳͬͨɻ྆ڭձ
ͷओ೚ऀটᡈ͕࣮͢ݱΔ͜ͱΛ͏ئ΋ͷͰ͋Δɻ
஍۠૯ձͰ͸ɺબڍʹΑͬͯ஍۠ҕһ௕ʹᒇʢߐ
ผʣΛ࠶બ͠ɺ஍۠ॻװ౻ࠤʹه༤຀ࢣʢݟؠ୔ʣ
Λબͼɺ྆ऀͷٞڠʹΑͬͯਪન͞Εͨ໺ຈڭ
ձ஍۠ҕһʹձܭΛ୲౰͍ͨͩ͘͜ͱΛྃঝ͠ɺ
஍۠ࡾ໾͕֬ఆͨ͠ɻͦͷޙɺ�݄ �� ೔ʹߦΘ
Εͨ஍۠ҕһձͰ஍۠ձܭ͸ླ໦จࢠ஍۠ҕһ
͕୲౰͞ΕΔ͜ͱͱͳͬͨɻ
஍۠ҕһձͰ͸ɺװ౻ࠤ༤຀͕ࢣ ���� ೥౓
͍ͬͺ͍Ͱࣙ೚͞ΕΔ͜ͱΛݟؠ୔ڭձͷ૯ձ
Ͱྃঝ͞Εͨ͜ͱΛ֬ೝ͠ɺ͍Α͍Α஍۠׆ಈ
ͷݟ௚͕͠ඞཁͰ͋Δ͜ͱΛड͚ࢭΊͳ͕Βɺ
ͳΜͱ͔ɺ�݄ͷ஍۠σʔʹ͓͚Δަߨ׵ஃͷ୲
౰Λ੔͑ͨɻҰํͰɺࡢ೥౓͔Βͷେ͖ͳ՝୊
Ͱ͋Δ೥಄मཆձͷ୲౰ʹ͍ͭͯɺݒ೦͞Εͨ
ͨΊɺ۠ڭ૯ձͷંʹɺৗஔҕһձѼͯʹɺ͜
Ε·Ͱ௨ΓͷϗςϧͳͲͰҰധͯ͠ͷमཆձ͸
ձ৔ɾ॓ധඅͷߴಅͰࠔ೉Ͱ͋Δ͜ͱɺࢀՃඅ
Λ্৐ͤͯ͠Ͱ΋ͳ͓೥౓಺ͷ࣮͕ࢪඞਢͰ͋
Δͷ͔Λ໰͍߹Θͤͨɻ�݄�೔ʹಧ͍ͨฦ౴͸ɺ
ʮ���� ೥౓ͷ࣮ࢪ͸ݟ߹Θͤɺ���� ೥౓ͷ࣮
ͱ͢Δʯͱͷ͜ͱͰɺํࣜ΍಺༰ʹ͍ͭͯ͸ɺࢪ
ͷ՝୊ͱͳ͍ͬͯΔɻָ͠Έʹ଴ͨΕ͍ͯޙࠓ
ͨํʹ͸ਃ͠༁ͳ͍͜ͱ͕ͩɺͥͻɺ۠ڭͷम
ཆձΛ৽ͨͳܗͰ։͢࠵ΔͨΊʹɺ಺༰ɾςʔ
ϚΛؚΊͯΞΠσΞΛ͓஌Β͍͖͍ͤͨͩͨͱ
ͰͷमཆձΛܗશମͰɺྑ͍۠ڭΔɻ͍ͯͬئ
Խ͸ɺ࣮ಇՄೳྸߴɻ஍۠શମͷ͍ͨͤ͞ݱ࣮
ͳਓ਺ͷݮগΛҙຯ͢Δɻ͚ܽͷଟ͍ऀΛট͔
Εͨ෱Իʹཱͬͯɺ৴ڼͷਅ࣮Λڞʹ௥ͨ͠ٻ
͍ɻ�������������������������������������

ຊ地区ࡵ
ढ़ིཤ࢕教会

ঐ༷૞໹

݄̏ʹ։͞࠵Εͨࡳຈ஍۠૯ձʹ͓͍ͯ஍۠
৴ฏɺ෭ํࢦબ͞Ε·ͨ͠ʢҕһ௕ɿ࠶໾͕ࡾ
ҕһ௕ɿळࢁઍ࢛࿠　ॻهɿਿຊ࿨ಓʣɻͦͷޙɺ
ձ͔Βͷҕһબ೚Λड͚ͯୈ̍ճ஍۠ҕһڭ֤
ձΛ։͠࠵ʢ�݄ �� ೔ʣɺ��೥౓ͷ໾ׂ෼୲ͱ
ɺ֤୲ޙࠓըʹ͍ͭͯ࿩͠߹͍·ͨ͠ɻܭಈ׆
౰ʹ͓͍ͯ۩ମతͳ׆ಈ͕ల։͞Ε͍͖ͯ·͢ɻ
༧ఆͱͯ͠͸஍۠େձɺࣾձ໰୊ֶशձɺ৽೥
ྱഈɺओ೚୲೚ɾ୲೚ࢣڭձٞʢ೥ �ճʹ֦େʣɺ
஍۠಺ྱഈަྲྀɺ஍۠ؒߨஃަ׵ɺ஍۠ $4ʢʮ͋
ͦ΅͏σʔʯΛܭըʣɺࡳ੨ڠʢ۴࿏ڭձΩϟϥ
όϯʣɺςΟʔϯζɺࢣڭձɺ஍۠ͩΑΓൃߦʢ೥
�ճʣͳͲͰ͢ɻ਺೥ͿΓʹ։͞࠵ΕΔ΋ͷ΋
͋ΓɺʮҎલ͸Ͳ͏͚ͩͬͨͬʁʯͱ͍ࢥग़͠ͳ
͕Β΋ɺ৽ͨͳ͍ࢥͰऔΓ૊Έ࢝ΊΒΕ͍ͯ·
͢ɻ·ͨࠓ೥౓͸࢒Γ̏ճ։͞࠵ΕΔ஍۠ҕһ
ձձ৔Λɺීஈ։ࡳ͖ͨͯ͠࠵ຈ๺ޫڭձͰ͸
ͳ͘ɺ஍۠એۚݙྗڠڭΛ׆༻͍ͯ͠Δ̏ڭձ
ʹઃఆ͢Δ͜ͱͰ༷ࢠΛ஌Γɺ஍۠಺࿈ଳΛਂ
ΊΑ͏ͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻୈ �ճ஍۠ҕһձ͸Τ
είϯϑΟʔϧυͷۙ͘๺޿ౡڭձͰ։࠵Ͱ͢
ʢ໺؍ٿઓʹདྷΒΕΔࡍʹ͸ɺ๺޿ౡڭձͷறं
৔Λ͝ར༻͍ͩ͘͞ʙʂͱͷ͜ͱͰ͢ʣɻ·ͨɺ
ίϩφՒҎલ͔Β׆ಈࢭٳঢ়ଶͱͳ͍ͬͯΔࡳ
ຈ໦༵ྱഈͷޙࠓʹ͍ͭͯ΋ɺ஍۠಺ͷަྲྀͱ
·͍ͯͬ·͕࢝ٞڠ఺ʹཱͬͯ۩ମతͳ؍͏͍
͢ɻ
ڭຈதԝࡳͨ·ɺ͕ࢣڭ༞ً޷ࡾʹձڭפ݄
ձʹখౡ͕ͦࢣڭ࢙ܒΕͧΕண೚͞Ε·ͨ͠ɻ
ΓԼ͍͞ɻ੢ف͓ʹձͷ৽ͨͳาΈͷͨΊڭ֤
ຈ఻ಓॴ͸૑ཱ̐̌प೥Λܴ͑·ͨ͠ɻेೋࡳ
४උͭͭ͠Ծձ͚ͯ޲ʹஙݐձ͸৽ձಊڭె࢖
ಊͱͯ͠ࡳຈ๺ޫڭձͰͷ �೥໨ΛาΜͰ͍·
͢ɻ༗ࢤʹΑΔ߹ಉΦϯϥΠϯྱഈʢୈ̑ओ೔ʣ
ͷࢼΈ͸ࠓ೥౓΋ܧଓ͞Ε͓ͯΓɺ୅຿ମ੍ͷ
Δಇ͖ͱ΋ͳ͍ͬͯ·͢ɻ͑ࢧձΛڭ
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ಫঘຂ地区
ඓ઀ཪ࿥୆教会

֔石ȁઆ

಩খ຀஍۠ͷྗڠએࢣͱͯ͠͝෉࠺Ͱ ��೥ʹ
࿱͓ͬͯಇ͖ͩͬͨ͘͞δϣΠεɾϚΪʔઌੜ
͕ɺ෉ͷނδϣʔδɾϚΪʔઌੜͷ͝ҨࠎΛ಩
খ຀໻ੜڭձͷุ஍ʹຒ૴͢ΔͨΊʹ͝Ո଒Ͱ
಩খ຀ʹདྷΒΕ·ͨ͠ɻδϣʔδઌੜ͸৽ܕί
ϩφ΢Πϧεʹײછ͞Εͯ ���� ೥ �� ݄ �� ೔
ʹΞϝϦΧͷපӃͰ๢͘ͳΒΕ·͕ͨ͠ɺੜલ
͔Β಩খ຀໻ੜڭձุ஍΁ͷຒ૴Λر๬͞Εͯ
͍·ͨ͠ɻͦ͜Ͱ಩খ຀໻ੜڭձͰ͸ɺ஍۠ͷ
ॾڭձΛ͸͡ΊϚΪʔઌੜ͝෉࠺ͱަྲྀͷ͋ͬ
ͨํʑʹҊ಺Λͯ͠ɺ� ݄ �� ೔ʢ೔ʣʹʮϖ
ϯςίεςಛผྱഈͱه೦ँײձʯΛ͍ߦ·͠
ͨɻಛผྱഈͰ͸ɺδϣΠεઌੜ͕ʮͪٺΔ͜
ͱͷͳ͍Ҩ࢈ʯͱ͍͏୊ͰઆڭΛ͞ΕɺΠΤεɾ
ΩϦετͷ෮ͪͨࢲ͕ͦ͜׆ͷر๬ͷྗͰ͋Γɺ
ͦͷ෮׆ʹΑͬͯͪͨࢲ͸ʮͪٺΔ͜ͱͷͳ͍
Ҩ࢈ʯɺਆͷࠃͱӬԕͷ͍ͷͪΛड͚ر͙ܧ๬Λ
༩͑ΒΕ͍ͯΔ͜ͱΛྗޠ͘ڧΒΕ·ͨ͠ɻͦ
ͷ௨༁Λɺ͝ࢠଉͷϚʔΫ͞Μ͕͞Ε·ͨ͠ɻ
ग़੮ऀ͸ ��໊΄ͲͰͨ͠ɻ
ྱഈޙɺ༮ஓԂͷϗʔϧʹҠಈͯ͠ɺނδϣʔ

δઌੜͷه೦ձΛ݉ͶͯѪ࢏ձΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
δϣʔδઌੜͷ಩খ຀஍۠Ͱͷނ೦ձͰ͸ɺه
͞·͟·ͳએ׆ڭಈΛڞʹ૝͍͜͠ى·ͨ͠ɻ
ઌੜ͸஍۠ྗڠએࢣڭͱ͚ͯͩ͠Ͱ͸ͳ͘ɺແ
຀ࢣͷڭձͷओ೚຀ࢣͱͯ͠΋ಇ͔Ε·ͨ͠ɻ
·ͨɺڭձΛ͸͡Ί৭ʑͳͱ͜ΖͰӳձ࿩ͷࢦ
ಋΛ͞Ε·ͨ͠ɻ͞Βʹɺਫ਼ਆো͕͍ऀࢧԉͷ
ࣾձ෱׆ࢱಈ΍ւ֎ધһไ࢓ձɾγʔϑΣϥʔ
ζͷ׆ಈͳͲɺͦͷ෯׆͍޿ಈ͸਺͑͋͛Ε͹
੾Γ͕͋Γ·ͤΜɻͦͯ͠ɺଟ͘ͷํʹͨ͘͞
Μͷྑ͍͍ࢥग़Λ͞࢒Ε·ͨ͠ɻͦ͜Ͱɺه೦
ձͰ͸ �໊ͷํʹͦͷ͍ࢥग़Λ͖͍ͩͨͯͬޠ
·ͨ͠ɻ੦ڈͷใʹ઀͠ͳ͕Β΋૴ّʹग़Δ͜
ͱ͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨͷͰɺނδϣʔδઌੜΛࣱͿ
ɺϚΪʔઌੜ͝ޙձͱͳΓ·ͨ͠ɻͦͷػ͍ྑ
Ո଒ͱڭձһ͕ंͰڭձุ஍ʹ͖ߦɺຒ૴ࣜΛ
ɻӍ͕৺഑͞Ε·͕ͨ͠ɺԿͱ͔ແͨ͠·͍ߦ
ऴ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻʹࣄ
ϚΪʔઌੜͷ͝Ո଒͸ɺ೔ຊਓɺΞϝϦΧਓɺ

ΦϥϯμਓɺΤδϓτਓɺνϦਓͱͱͯ΋ࡍࠃ
తͰ͢ɻࡍࠃ৭๛͔ͳ͝Ո଒Λݟͳ͕Βɺ͞·
͟·ͳִͯͷนΛഁͬͯҰͭʹ͢ΔΩϦετͷ
෱ԻͷએڭͷͨΊʹੜ͖ΒΕͨϚΪʔઌੜ͝෉
ɻͨ͠·͡ײͷਂ͞Λڼͷ৴࠺

̎̌̎̏೥݄̎̎̒೔ 	 ೔ 
 ʹΦϯϥΠϯͰࢤޙ
஍۠૯ձΛ͍ߦ·ͨ͠ɻৗ೚ҕһ͕ҎԼͷ௨Γ
બग़͞Ε·ͨ͠ɻ஍۠ҕһ௕ɾ੢Ԭ஌༸ࢣڭʢ༨
ɾه಺ʣɺॻؠʢࢣڭ޾ʣɺ෭ҕһ௕ɾۚᖒ༑ࢢ
ฏࢣڭ࢙޺ʢखٶʣɺձܭɾࢣڭ޹ޱࡕʢ۞஌҆ʣɻ
݄̐̍̍೔ 	 Ր 
 ʹ༨ڭࢢձʹͯ஍۠ҕһձΛߦ
͍৽೥౓ͷ׆ಈʹ͍ͭͯ࿩͠߹ͬͨΓɺͦΕͧ
Εͷڭձɺ༮ஓԂɺֶߍͷۙگΛڞ༗͠·ͨ͠ɻ
݄̑̏೔ 	 ਫ 
 ʙ̐೔ 	 ໦ 
 ΘΕͨୈߦ͚͔ͯʹ
̔̏ճ๺ւ۠ڭఆظ૯ձʹͯɺۚᖒ༑ࢣڭ޾ͷ
҈खྱ͕ࣜࣥΓߦΘΕ·ͨ͠ɻର໘Ͱͷ۠ڭ૯
ձ͸̎̌̍̕೥౓ҎདྷͰɺ҈खྱࣜ΋ڞʹू͍
ࣥΓ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖ͨ͜ͱ͸ँײͰͨ͠ɻۚᖒ
༑ࢣڭ޾ͱؠ಺ڭձɺؠ಺༮ஓԂͷาΈͷ্ʹ
ॕ෱Λ͓فΓ͍ͨ͠·͢ɻ
஍۠ͷ׆ಈͱͯ͠͸ळࠒʹ஍۠৴ెେձΛΦϯ
ϥΠϯͰ։࠵༧ఆͰ͢ɻ
๺੕༨ߍߴࢢ͸৽೥౓̍೥ੜ໊̑̕ɺฤೖੜʢ̎
೥ɾ̏೥ʣ໊̑ͷ৽ೖੜΛܴ͑·ͨ͠ʢ݄̐̔
೔ࡏݱʣɻۙྡͷ༨ڭࢢձͷྱഈʹ̏ʙ໊̐ͷੜ
ె͕ग़੮͓ͯ͠Γɺ݄̑̎̔೔ 	 ೔ 
 ͷϖϯςί
εςྱഈʹ͸̏೥ੜͷ஥͕ؒચྱΛड͚·ͨ͠ɻ

地区ࢦޛ
ဒঌ教会

ୌؖ౶ဢ
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道南地区
渡島福島教会

石橋香代子

༨ڭࢢձϖϯςίεςྱഈͰͷચྱࣜؠ಺ڭձۚᖒ༑ࢣڭ޾
҈खྱࣜ

ಓೆ஍۠Ͱ͸ɺҾ͖ଓ͖ ;PPNʹͯ஍۠ҕ
һձΛ͍ͯͬߦ·͢ɻޙࠓͷ׆ಈ΋ෆಁ໌ͷ
ͨΊɺ֤ڭձͷ୹৴Λ΋ͬͯ஍۠ใࠂΛͤ͞
͍͖ͯͨͩ·͢ɻ

七飯教会　���� ೥౓೥୊ɿʮެʹ͍ݴදͯ͠
͍Δ৴ڼΛ͔ͬ͠ΓอͭʯʢϔϒϥΠ �ɿ�� ʙ
��ʣɻ
ʓ �݄ΑΓྱഈ࣌ʹ͓͚ΔίϩφײછରࡦΛগ
ͣͭ͠؇࿨͖͓ͤͯͯ͞ΓɺࡏݱɺՎ͏ࢌඒՎ
͸શઅΛՎ͍ͬͯΔɻվΊͯɺڞͳΔࢍඒͷت
ͼʹँײͰ͋Δɻ
八雲教会　ڭձͰ͸ɺΠʔελʔʹҰ૊ͷ͝෉
්͕ચྱΛड͚ΒΕͯେ͖ͳتͼͰͨ͠ɻ༮ஓ
ԂͰ͸ɺࢠͲ΋͕ͨͪՖͷ೔ྱഈΛͯ͠ɺ஍Ҭ
ͷফ๷ॺɾ࡯ܯॺɾֶߍͳͲʹՖΛಧ͚·ͨ͠ɻ
·ͨɺ࡯ܯॺ͔Βট଴͞Εͯɺͻ·ΘΓͷछΛ
͖ࣘ·ͨ͠ɻ
渡島福島教会　ྱഈͰ͸ɺ�અ·ͰͷࢌඒՎͰ
͕͢ɺଞ͸௨ৗʹߦΘΕ͍ͯ·͢ɻ·ͨɺ݄ �
ճͷࢍඒف౲ձ΋ܧଓ͍ͯ͠·͢ɻ෱ౡ༮ஓԂ
ͷԂࣇͱڞʹΠʔελʔྱഈɺ฼ͷ೔ྱഈ͕΋
ͨΕ·ͨ͠ɻ͜Ε͔Β΋ɺڭձͱ༮ஓԂ͕஍Ҭ
ʹͱͬͯେ੾ͳଘࡏͰ͋Δ͜ͱΛ֮͑ਐΜͰ·
͍Γ·͢ɻ
江差伝道所　ڭձһͦΕͧΕ࣋ප͕͋Γେ͖ͳ
खज़Λ͞Εͨํ΋͓ΒΕ·͢ɻڭձһͷ݈߁ͷ
ͨΊʹ͓فΓ͍͖͍ͨͩͨͰ͢ɻখن໛ڭձͱ
ɻ͢·͍ͯ͡ײΓͷେ੾͞Λ͕ܨձؒͷڭͯ͠
ྱഈͰ͸ɺࢌඒՎ͸̎અ·Ͱͱ͍ͯ͠·͕͢ɺ
ଞ͸௨ৗ௨ΓͰɺ੟ࣜ࢏΋͍ͯͬߦ·͢ɻ
利別教会　ۚ৉۝຀ࢣΛ͓ܴ͑͢Δ·Ͱͷແ຀
ͷઌࢣڭɺӅୀࢣɺ୅຿ऀͷࣲా΋ΏΔ຀ؒظ

ੜํɺ৴ెͷϝοηʔδͰຖिྱഈΛक͍ͬͯ
·͢ɻ͜Ͳ΋ͷڭձɺ౔ֶ༵ߍ͸͓ٳΈ͍ͯ͠
·͕͢ɺ·ͨ࠶։Ͱ͖·͢͜ͱΛ͍ͯ͠ँײ·
͢ɻ৽ܕίϩφͰͷࣗॗ͕؇΍͔ʹͳΓɺঃʑ
ʹ௨ৗͷྱഈελΠϧʹ໭͍ͯ͘͜͠ͱʹ͠·
ͨ͠ɻձಊɺ຀ؗࢣͱ΋ ��೥͕ͪܦɺ͋ͪͪ͜
ʹইΈ͕ੜ͓ͯ͡Γ·͕͢ɺग़དྷΔͱ͜Ζ͸ࣗ
෼ୡͰमཧ͠ɺفΓͭͭ຀ࢣண೚Λ଴͍ͪͨͱ
ɻདྷ೥͢·͍ࢥ ��� प೥Λܴ͑Δ౰ڭձΛفΓ
ͷ͏ͪʹ֮͑ͯͩ͘͞Ε͹͍޾Ͱ͢ɻ
函館教会　��೥Ҏ্ʹΘͨͬͯ஍ҬͷࢠͲ΋ͨ
ʯͰɺݿ৔ॴΛ։์͍ͯ͠Δʮͻ͍Β͗จډʹͪ
ٕೳ࣮शੜ΍ཹֶੜ΁ͷ೔ຊڭޠҭʹऔΓ૊Μ
ͰདྷΒΕͨ੢ଜѪ͞ΜΛࢣߨʹܴ͑ɺʮ஍Ҭʹ͓
͚Δډ৔ॴͮ͘Γʯʹ͍ͭͯ࿩͍͍ͯͨͩͨ͠ɻ
函館千歳教会　�݄ �� ೔͔Β୹ॖ͍ͯͨ͠ྱഈ
Λίϩφલʹ໭͠·ͨ͠ɻঢ়گΛݟͳ͕Βଞͷ
　ɻ͢·͍ͯ͑ߟͰ޲։͢Δํ࠶ಈʹ͍ͭͯ΋׆
ԂࣷΛͯݐସ͑ɺ༮อ࿈ܕܞೝఆ͜Ͳ΋Ԃͱ͠
ͯาΈग़ͨ͠വؗͪͱͤ༮ஓԂ͸ɻ�݄ �� ೔ʹ
མ੒ࣜΛ͠ߦڍ·ͨ͠ɻ
遺愛学院　৽೥౓ײછ঱ରࡦΛ͠ͳ͕Βྫ೥௨
ΓͷॾࣄߦʹऔΓ૊ΜͰ͍Δɻ݄̑ͷʮ฼ͷ೔
ྱഈʯͰ͸ࢣߨͷ෱ౡঘඒઌੜʹޚไ࢓௖͍ͨɻ
य़ͷԕ଍΋ྫ೥௨Γͷ৔ॴʹग़͔͚Δ͜ͱ͕Ͱ
͖ͨɻ݄̒ʹ͸શߍϘϥϯςΟΞͱͯۙ͠ྡͷ
ਗ਼૟ʹग़͔͚ɺۙྡڭձͷઌੜํͱͷ࠙ஊձ΋
։࠵Ͱ͖ɺ๛͔ͳަΘΓͷͱ͖Λ࣋ͯͨɻ

݄̒̎೔ 	 ۚ 
ɺ̏೔ 	 ౔ 
 ʹ͸ಉߍͷࢹௌ֮ࣨ
ʹͯʮԭೄɺ࠶ͼઓ৔ʢ͍͘͞͹ʣ΁ʯʢ্ࡾஐ
඼ͷ্өձ࡞؂ಜʣͱ͍͏өըͷεϐϯΦϑܙ
Ճ͕͋ࢀձ͔Β΋ڭͷॾ۠ڭΘΕ·ͨ͠ɻߦ͕
Γ·ͨ͠ʢ໊̍̍ʣɻ
͜Ε͔Β΋๺੕༨ߍߴࢢΛ֮͑ͯ۠ڭͷօ͞·
Ͱ͢ɻ͍޾ΓΛ͍͚ͨͩΕ͹ف͓ʹ
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-ミホミサンは、ブヌン語で平安と感謝を意味する言葉です-
D i v a n の ミ ホ ミ サ ン

札幌からありがとう！

台湾基督長老教会宣教師 ディヴァン・スクルマン

DDDDDD iiiii

知ることから祈りへ、祈りから行動へ

2023 年の世界祈祷日のテーマ国は私の国〜台湾で

す。世界祈祷日は、多様なキリスト教の伝統を共有

するキリスト者女性により、1887 年にアメリカの女

性たちが移住者や抑圧されている人たちを覚えて始

まりました。2 度の世界大戦の経験から、地球規模の

視野をもって和解と平和を求める祈りによる世界的

な運動に発展しました。毎年 3 月第１金曜日を中心

に、テーマにそって祈りあい、世界的なネットワー

クを持つ女性たちと祈りと行動を続けています。

かつて台湾の社会では、人々が出会った最初の挨

拶の言葉は、「ご飯を食べましたか？」でした。別れ

るときには、「気をつけてね」とか「(順走)順調に帰

りますように」という言葉を使います。なぜ、「ご飯

を食べましたか？」「気をつけて」「順調に帰ります

ように」などの言葉を使うかと言うと、戦争の時期、

物資の不足、盗賊の横行など、その当時の台湾は、

社会が不安定だったからです。そのため、お腹が満

たされているか、健康を維持できるか、外出後は無

事に帰れるかが人々の「究極の関心事」となってい

ました。その後、日本統治時代や国民党の教育の影

響を受けてから、「おはよう、こんにちは、おやすみ」

「さようなら」といった挨拶が徐々に変わりました。

ブヌン族の年配者同士の挨拶の言葉は「あなたはま

だ死んでいないのかい？」です。この言葉の意味は

「共に生きていることを喜んでいる」ということで

す。お互いに長生き出来て嬉しいね、これからも元

気でいましょうね。年配者が若年層に対する挨拶と

して「ミホミサン」があ

ります。祝福の意味と感

謝を表すありがとうの言

葉です。クリスチャン同

士が会う時に、「平安（ピ

ーンアン）」という言葉で

挨拶をしています。「神が

平安を与えてくださるよ

うに、神と私たち一人ひ

とりの間に、平和な関係

がもたらされますように」という意味です。

台湾の戒厳令下の時代に、蒋介石政権は言論と思

想の自由を求める政党や新聞の活動の禁止を含め、

多くの制限を加えました。彼らはまた、人々に対す

る大規模な監視を行い、その結果、司法の不正と無

差別逮捕が行われました。この白テロの時代、政府

は自由、民主主義、人権の発展を制限したのです。

1970 年代、台湾長老教会は台湾の政治情勢に関する

三つの宣言を発表しました。宣言に署名した牧師や

信徒、人々はみんな、その行動のために自分の命を

失うことを予期して、遺書を準備していました。自

由、民主主義、人権のために闘う反国民党活動の

方々の努力によって、台湾政府は 1987 年、ついに

戒厳令を解除し、真の自由と民主主義への道を歩み

始めたのです。これらは長老教会の現代史における

出来事です。長老教会は妥協することなく、毅然と

した態度を貫き、主イエスが民に寄り添い、共に苦

しまれたという信仰を持って伝え続けました。

16 世紀から、台湾は外国の力によって植民地とな

ることを強いられ、民族、文化、社会、政治の間で

対立と統合を経験してきました。しかし、神の愛に

よって、この島の人々は平和に暮らしています。台

湾の人々は進んで人をもてなし、互いに助けあい、

喜びを与えあっています。

▲2023年世界祈祷日のポスター
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ホレンコの目的は

北海道のクリスチャンの協力で

  まだキリストを知らない人たちに

マスコミで

福音を伝え

その人たちがキリストを受け入れ

信仰のまじわりに

入るように働くことです。

御言葉を宣べ伝えなさい。折りが良くても悪くても励みなさい

新共同訳聖書テモテへの手紙第二４章２節

 ホレンコ
北海道マスコミ伝道センター（Hokkaido Radio Evangelism And

Mass Communication の頭文字を並べて、Horemco〈ホレンコ〉と呼んでいます。

１．福音放送

① HBC 放送「喜びへの扉」：土曜日 午前6時35分～45分

② FM 放送（札幌圏）

＊ラジオカロスサッポロ：日曜日 午前8時45分～9時

＊ドラマシティ    ：土曜日 午前10時45分～11時

③ テレフォンメッセージ：０１１－７３６－０１０５（月・木曜日にテープ交換）

④ ホームページで音声メッセージが聴けます。

２．その他

① 機関誌「ホレンコの友」：毎回1,700部を道内に配布（年３回はカラー印刷）

② 葬儀用会葬品：中条オリジナル品、ロイズコーヒーユニオン

★ホレンコ業務：月曜日～木曜日 9時半～16時半まで。 TEL011-736-0104

  札幌市北区北7条西６丁目 クリスチャンセンター3F

放送伝道へのご支援･献金を、よろしくお願い申し上げます

★郵便振替：０２７３０－１－２０７５ ホレンコ事務所

★沿革…北海道マスコミ伝道センター ＜ホレンコ＞は、北米の教会の援助によって1959年に

創立され、主にラジオ放送や視聴覚教材を用いて、道内に居住する人々への福音伝道活動を行っ

てきました。1980年に北米からの援助が終了した時点で、去就が迫られましたが、道内諸教

派・諸教会の協力を得て自立し、事業を継続してきました。自立した時点で組織的にはキリスト

教視聴覚センター（アバコ）の支部となりましたが、アバコが2019年に日本聖書協会と吸収合

併したのでホレンコはその傘下となり、今年は創立64年目、自立後43年を迎えています。

★目的…北海道のクリスチャンの協力で、まだキリストを知らない人々にラジオを通して福音を伝え

その人たちがキリストを受け入れ、信仰の交わりに入るように働くことを、目的としています。

★毎年各教派から派遣されてくるおよそ20名の幹事が、放送部会と運営部会とに分かれてご奉仕く

ださっています。業務は、2名のスタッフで全てを行っています。財政面は非常に苦しい状況が続

いており、毎年の献金額によって、放送伝道を継続出来るかどうかの判断を迫られています。
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編集後記

－　39　－

広報委員会 
⻄岡知洋（余市教会）
⻲岡 徹（東札幌教会） 
倉本真理（札幌⼿稲教会） 
下村晃司（琴似中央通教会）  

まんが  塩⾕真澄（洞爺湖教会） 
表紙の絵 枝元威郎（⼗⼆使徒教会）

今城晋作（札幌北光教会）
杉本和道（真駒内教会）

◎幼稚園にて「子どもの心身への電子メディアの

影響」についての研修を受ける機会があった。ス

マホやタブレットなど電子メディア漬けの我が身

を振り返りつつ戦々恐々としながら講師の言葉に

耳を傾けていた。その言葉の中で「電子書籍より

も紙媒体の方が記憶に残りやすい」というものが

あった。文字情報だけでなく、ページの厚みや文

字の位置などから記憶が深められるという。私自

身、「この本のこのあたりに書いてあった・・・」

と記憶を辿ることがあり、講師の言葉を実感とし

て受け止めることができた。

しかし、時代は「デジタル」である。「教区通信」

もデジタル化してホームページ上で閲覧すること

も可能となっている。そのような中で紙媒体「ア

ナログ」の大切さをしっかりと受け止め直したい

と思う。

今号の発行にあたり、私はイギリスのロックバン

ドである Queen のアルバムをエンドレスで流

して編集作業を行っていた。「RADIO GA GA

（レディオガガ）」という楽曲が心を打った（も

ともと大好きな曲ではあるが）。ラジオが廃れ

テレビが全盛期の時代 (1984 年 ) に「Radio

what’s new? Radio someone still loves

you!」( ラジオ、調子はどうだい？まだ君を必要

としている人がいるんだよ！)と歌い上げたのだ。

今やテレビすら廃れつつある時代に突入した。画

面越しやインターネットの仮想空間でも人は出会

うことができる。そんな今「あなたと教区を結ぶ」

教区通信の存在は人が出会うこと、繋がることの

本来の意味を問いかけているように思う。（T.N）
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キリスト教書はもちろん 一般書のご注文もＯＫ
８０００円以上お買い上げ道内送料サービス！ ＱＲ決済・クレジットカード・図書カード使えます！

御注文はファックスかメールを御利用下さい。kameoka@jb-shop.com（hp http://www.jb-shop.com）

北海道キリスト教書店
〒060-0807 札幌市北区北７条西６丁目 北海道クリスチャンセンター内
電話 011-737-1721 FAX011-747-5979営業時間 午前 10時～午後 6時(月～土) 日・祝は休業

新装改訂版 脱会
今こそ知っておくべき

統一協会の実像
定価￥1,650（税込）

「２０年以上前の著者の体験
は、残念ながら今でもまったく
同様。 統一協会の新車になっ
たあなたの家族を取り戻し、あ
なたにとっても家族の絆を再生
するために必読の書だ」著者が
体験した５０歳代既婚女性の魂
の蘇りの実話。 

神保タミ子/著
刊行：キリスト新聞社

おおじしん さがして
はしって、まもるんだ

定価￥1,430（税込）

地震発生時、たとえ子ども
が一人でも「自分を守る力」
を身につけられる、安心絵
本。。頻繁に地震が来ている
今、揺れ始めの 8 秒が生死を
分ける絶対に読んであげたい
絵本の一冊。貴重な資料も収
録。 「子どもの身をまもる
ための本」 

刊行：岩崎書店

  新教出版社  〒 162-0814 東京都新宿区新小川町 9-1 Tel: 03-3260-6148 ／ Fax: 03-3260-6198
ホームページ　http://www.shinkyo-pb.com ／ sales2@shinkyo-pb.com
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詩篇の思想と信仰 全６巻完結 月本昭男著 最大級の詩篇注解
Ⅰ  第 1 篇から第 25 篇まで 本体 3200 円
Ⅱ  第 26 篇から第 50 篇まで 本体 3800 円
Ⅲ  第 51 篇から第 75 篇まで 本体 3300 円

Ⅳ  第 76 篇から第 100 篇まで 本体 3200 円
Ⅴ  第 101 篇から第 125 篇まで 本体 3900 円
Ⅵ  第 126 篇から第 150 篇まで 本体 3400 円

金字塔的業績！
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世
界
』  8
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昊
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長
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﨑
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和
彦
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山
口
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弘
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Ｗ
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著
／
宍
戸
達
訳
コヘ
レ
ト
は
ニ
ヒ
リ
ス
ト
で
は
な
い
！
「
す
べ
て
は

空
で
あ
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中
の
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書
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著
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生
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範
への
抵
抗
ま
で
6
つ
の
課
題
を
考
察
。
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書
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画
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献
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迫
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彼
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を
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力
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語
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。
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《
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》
と
《
説
教
》
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２
部
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を
通
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て
、

現
代
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に
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伝
え
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。
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7
月
11
日

ユ
ダ
ヤ
人
も
異
邦
人
も
な
く

山
口
希
生
著

パ
ウ
ロ
研
究
の
新
潮
流

信
仰
義
認
論
を
最
重
視
す
る
従
来
の
パ
ウ
ロ
理
解
に
異
議
を
申
し
立
て
、
新
約
学

界
で
激
し
い
論
議
を
呼
ん
で
い
る
「
パ
ウ
ロ
へ
の
新
し
い
視
点
」（
Ｎ
Ｐ
Ｐ
）。
本

書
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
提
起
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
解
説
し
、
パ
ウ
ロ
の
宣
教
の

核
心
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
。
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大
好
評
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Hokusei Gakuen Yoichi Highschool

北星学園余市高等学校

ゆっくりと流れる時間の中で、

　　　私の学校生活を楽しもう。
〒046-0003北海道余市郡余市町黒川町19-2-1

Tel 0135-23-2165 Fax 0135-22-6097
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お問合せ先　東北学院大学アドミッションズ・オフィス

〒980-8511 　宮城県仙台市青葉区土樋1-3-1

Tel：022-264-6455　/　Fax：022-264-6377

E-mail:nyushi@mail.tohoku-gakuin.ac.jp

仙台市営地下鉄「五橋駅」又は「愛宕橋駅」から徒歩5分

Ａ日程：2023年 より一次面接

Ｂ日程：2023年 より一次面接

試験日：2023年

2024年

※上記日程は大学入学共通テストの試験日です。

前期日程：

後期日程：

Ａ日程：2023年

Ｂ日程：2024年

総合人文学科文学部

宗教・神学分野では、牧師や宗教科の教員を

目指す方々のためにキリスト教神学科目が充実しています。

11月25日（土）
9月23日（土）

11月18日（土） 11月19日（日）

1月13日（土） 1月14日（日）

2024年 2月 1日（木） 2月 2日（金）
2024年 3月 5日（火）

10月 5日（木）
3月 4日（月）

【新型コロナウイルス感染症の影響により、記載されている内容（選抜の方法・
日程・会場など）に変更があった場合は、大学ホームページでお知らせします。】

編入学選抜（Ａ日程・Ｂ日程）

一般選抜（前期日程・後期日程）

大学入学共通テスト利用選抜（前期・後期）

学校推薦型選抜（学業・スポーツ・文化活動・キリスト者等）

総合型選抜（Ａ日程・Ｂ日程）

※本学独自の個別学力検査は行いません。

Hokusei Gakuen Yoichi Highschool

北星学園余市高等学校

ゆっくりと流れる時間の中で、

　　　私の学校生活を楽しもう。
〒046-0003北海道余市郡余市町黒川町19-2-1

Tel 0135-23-2165 Fax 0135-22-6097
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�ĐĽഅЍԸիȃǚるみȂǭまȐľഅЍԸի議੠ɥɾɑȾɄɑࠆґ 

�Đ第83回അЍԸիઑӃ総会ȃǢǩる主Ȃ׉議ٽݏ 
ţ第ݘܦ੠ӃचԸָϳȃҷǽǧ���3୰૞ёଓָϳȃҟするא ı議案第ڃ�Ĳ 
ţ第ݘܦ੠ӃचԸָϳ総ѐǢȠȋ第ݘ؝੠ӃचԸָϳ۱ઑȃҟするא ı議案第8ڃĲ 
ţഅЍԸիとಗ؊ԸիのचԸԫඊֲঞȃҟするא ı議案第ڃ��Ĳ 
ţθ୏をہȋञ࡟ȃするભҷਘٓ׃୾ยಸݖとඅ೗ࢯȂ֔ݏఐ೽ੌȃ௞対しל೚ࡥ�ȃ

ΕǻǷಚ๳ЙرのٚਤをԆșる׉議ȃҟするא ı議案第�8ڃĲ 
ţࣞౙの׵௎ָ࢛ࢵϳȃ௞対しčഅЍଞȃдஒӅಅをݖǹڛませȂǜǷșのёଓをࢵ

࢛する׉議ȃҟするא ı議案第ڃ��Ĳ 
ţ���3୰૞ȭȯɗൈঝのס෭を回౹するͬଓの׉࢛ࢵ議ȃҟするא ı議案第ڃ��Ĳ 

3ĐȭȳȶɎɢıȭȯɗثǿĽ࠶ঔľの̤ĲĒ����୰૞Ը会ёଓ೎ڍ
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࢛する׉議ȃҟするא ı議案第ڃ��Ĳ 
ţ���3୰૞ȭȯɗൈঝのס෭を回౹するͬଓの׉࢛ࢵ議ȃҟするא ı議案第ڃ��Ĳ 

3ĐȭȳȶɎɢıȭȯɗثǿĽ࠶ঔľの̤ĲĒ����୰૞Ը会ёଓ೎ڍ
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���3 ୰࣪แټสୟ
അЍԸի総会議੠ ๳࢞׵

അЍԸիȃǚるみȂǭまȐ

主のみ名を讃美します。
ȃȂりčȭɠɊħȾɸɕুࡨı$07*%���č̙χĽȾɸɕľĲの対۱と影響ǤҒ๳࠼ȾɸɕȱȯɶɄѽद֠࢈
ǿୢϊȃಽȘのǣを٪ǠるࡨԺȃಬψしǼǼǚります。ǵのෂȂਯǿčǵȤǶȤのԸ会đ૆ଞ߿čҟ֙਍
হđс٘đɆɾɊħȃǢǜǾȇčすȑǾの⽅ĤȐのचԸ૆ଞȃǢุみのǫととܰǜます。֩わるǢ̻࢞Ǣ̻
࢞のࡘȃ࢑のǢܲǠとߠ౼ǤǚりますȠǞȃӌります。

★久しぶりの対⾯⽅式総会
׏� 3ୟıࢶĲĬ׏� �ୟı൱Ĳのୟટǿ第 83回അЍԸիઑӃ総会ı̙χč第 83回総会ĲをĽ対⾯⽅
式ľǿДۀǜǷしましǷ。���� ୰̙ټčĽȾɸɕľのࡨԺχのԸի総会ȇĽѷु؃ಧȵɾɴȯɾ⽅式ľč
Ľࠆ⾯⽅式ľをۉෆしǼǼٱǻǾ܋りましǷ。しǣしčǫǫȃǥǾिǧĽȾɸɕľの対۱と影響ǤҒ๳ǭȤǷࡨ
Ժと௜ਐしč第 83回総会ȇ̙ऽのĽ対⾯⽅式ľǿٱǞǫとをࡢਟ̠͆会ǿ׉ઑしましǷ。

ǷǸしč̙ऽの⽅式ȃѷुȃ൸すのǿȇȂǧčАǿؤڞのಽみを顔とࢅを合わせǾ٪ǠǾǜǧǫとを主Ҫȃୡ
ȤǷ総会ͬͱを٪ǠましǷ。ǵの׌ϗč顔と顔を合わせǾդԺ೎ڍをಇǣǹ合Ǟݗを �回ऎǩるǫとč܉ବ会
ࣘをݰȡǲȃ議ݏのݗҝをǿǥるǸǩ਄ߡするǫとを৒ݏȃしǼǼč総会ߵఖをٱǻǾǥましǷ。ڞまǿとȇ̲
Ǟ総会の࢛ș⽅čߵఖのǚり⽅ȂȁčߵఖȜ٪ǠるݏಜǤপǜȚのǿȇǚりましǷǤčߵఖ̠͆をȇǰșとす
るপǧの⽅ĤのǬԫยȃȠǻǾč第 83回総会Ǥൌݏȃಟ会しましǷǫとをǫǫȃ೎ڍǜǷします。

★顔と顔を合わせる総会の影響
ܰǜಱせȈč第 83回総会Дۀまǿの̻୰ȇčԸիをܲǠǾǧǸǭる̻࢞ȊとりǤĽȾɸɕľχǿਨऀǭȤǷ
ఇ๜を౦ǜǼǼಽȫǸ̻୰ǿしǷ。ĽȾɸɕľǤ౑̑のҷ௶ȃǚりčԸ会۝ࣞčचԸ૆ଞȜ฼ஓ⽅式のǚり
⽅čǵȤǣȡஊࣧするԸ会ȃǢǩるୟࡢયȂಬψȃ،๸ǜとఇȤをйǠる̻୰ǿǚǻǷと२উします。ǩȤȁ
Țč第 83回総会ǿАǤ顔を合わせčǢ؞ǜȃثり合ǻǷǫとǿč״ӉとҼ೷をȚǻǾčࡃ顔ǿ会࡟をؤȃǿ
ǥǷのǿȇȂǜǣと٪ǠǾǜます。ǵしǾčǵȤǤڞ୰̻୰のಽみȃਏみǤǼǧȚのǿǚǻǾȓしǜとұǜま
す。

★第 83回総会の議案
ǭǾčǵの第 83回総会ǿȇुǾの議案ǤϏ׉ǭȤましǷ。ڞ総会ǿϏ׉しǷ議案のਯのҽǼǣȃǼǜǾč
Ǭ೎ڍとؤڞの⽅ࣜؽをǢ૆Ǡします。議案第 ȃ総会Дؤ׉ľȇčϏאȃҟするޡ̓ܮのࣤԸܮĽԸڃ3
会฼ஓのਯǿčեᐝගىԸܮの̓ޡ式をݰりٱǜましǷ。議案第 ੠ӃचԸָϳȃҷǽǧݘܦĽ第ڃ� ���3
୰૞ёଓָϳȃҟするאľȇचԸ౱̠͆会ȃǵの৒౱ಇを౒ৢしčմহયȂёଓをしǾǜǥます。ȭɠɊħ
Ⱦɸɕを݄අȃୡȤčԸիёଓをֲঞしǾٱǠるǣǤ৒ǥȂϨ৕ǿす。議案第 ੠ӃचԸָϳ総ݘܦĽ第ڃ8
ѐǢȠȋ第ݘ؝੠ӃचԸָϳ۱ઑȃҟするאľȇࡢਟ̠͆会のȚとȃǚる第ݘ؝੠ӃचԸָϳ۱ઑ̠ࠡ͆
会ȃ総ѐと۱ઑを̠ৢしǾǜます。ؤڞčෂĤȂ֢ǿАǭȫと第ݘ؝੠ӃचԸָϳ案をנଇしǾǜǧǫとȃȂ
るとܰǜますǤčĽಬǠるȑǥǫととǵǞǿȂǜȚのをתՎșčまǷčಬわȡǮるをଣȂǜȚのȃؽǥ合Ǟľܪ
ࣙを৒ݏȃしǾǜǥǷǜと٪ǠǾǜます。

議案第 Ľ���3ڃ� ୰૞Ըիۋୡߥۋ඲ܔı౒Ē౦৽եஜಇĲȃҟするאľȇč౦৽ե総ф �3�� വΌ
ıȾɸɕܲΔ対۱ऽȇ ���� വΌĲを案としǾऑൗしčϏ׉ǭȤましǷ。ΔࠊఐをȇǰșとするԸիの৒ǥȂ
଒ǥȃȇȁǞしǾȚगߧのեфǤ఩෌ǿす。ȭɠɊħȾɸɕを݄අȃୡȤǷԸ会ёଓǤё௎ψしǾǜǧਯǿȇ
ǭȡȃΔࠊఐȜԸիの̠͆会ఐෆȚ఩෌ȃȂǻǾǧるǫとǿしȟǞ。



－　ᵐᵕ　－

議案第 ľȇč���8אĽഅЍԸիとಗ؊ԸիとのचԸԫඊȃҟするڃ�� ୰૞ǣȡܨșǷचԸԫඊをֲঞす
る議案ǿǚりčഅЍԸիȃ૱૬ඛ࢞ಗ؊Ըի議੠ǤෝଞχǭǜましǷ。ǵのؤč׏� �� ୟıୟĲĬ��ୟ
ı׏ĲȃДۀǭȤǷಗ؊Ըի総会ǿȇčଔǰ議案ǤϏ׉ǭȤましǷ。ؤڞ �୰ҝǿմহયȂचԸԫඊǤ࢛
șȡȤるǫとをӃিします。

第 83回総会ȇ議੠č౸議੠čࠆӒのǜわȞる܉ඉषԘčࡢਟ̠͆षԘıഡ୰௝ࣅЉषĲの୰ǿしǷı議
案第 ��Ĭڃ�� ӒࠆĲčضͶۋĲč౸議੠ȃ࣊ηȊとみıघ̿ޡഓ۾๳࢞ı׵ϗȇč議੠ȃ׌Ĳ。षԘڃ
ȃ࣭ηਗසıඳܭĲǤषߥǭȤčঞǜǾٱわȤǷࡢਟ̠͆会षԘǿȇč࣭ηਗසࡢਟ̠͆Ǥ୥Ӄ �୰をܝ
しǾࠆӒȃषߥǭȤǷҟ֙ǿč୥Ӄ �୰をҥȘԸࡷ 3名čࡿ૑ �名ǤषߥǭȤましǷ。
ਟ̠͆ı୥ӃࡢࡷしǜԸ࢈ �୰Ĳȃȇ久࣓ǵȡǹı۾ഓഅ౱ĲčࣿૉಽıػಧĲčࣿԹپ৐ܫı૔૬౼૬
Ը会čٛڴ૆ଞ߿đ୥Ӄ �୰Ĳčࡿ૑ࡢਟ̠͆ȃ̻ዘ;ߨı۾ഓഅضĲčझ૭șǨみı˿झ೦ηĲǤष
ѯĲč׏ਟ̠͆のফૉघ৐ıࡢ૑ࡿĲč࠱ı૬ܫਟ̠͆の੻ਯൗࡢࡷǭȤましǷ。୥Ӄֲঞ̠͆ȇčԸߥ
 。ıਟ،Ĳǿす࠯ض久ҝگ

議案第 ೚לఐ೽ੌȃ௞対しčݏȂ֔ࢯとඅ೗ݖ୾ยಸ׃ȃするભҷਘٓ࡟ȋञہĽθ୏をڃ�� ȃΕǻࡥ�
Ƿಚ๳ЙرのٚਤをԆșる׉議ȃҟするאľč議案第 ϳȃ௞対しčഅЍଞȃдָ࢛ࢵ௎׵Ľࣞౙのڃ��
ஒӅಅをݖǹڛませȂǜǷșのёଓを࢛ࢵする׉議ȃҟするאľȇčಚ๳౱ൾȐ౒ৢしましǷ。議案第 ��
೎ɆɾɊħǤ主হࡣľȇȭȯɗൈঝא議ȃҟする׉࢛ࢵ෭を回౹するͬଓのסĽ���3 ୰૞ȭȯɗൈঝのڃ
とȂǻǾǵのёଓを৽ǜます。わǷし৬ȇৢすǸǩǿȇȂǧč׉議しǷऄ୥をȚǻǾčԩȃ٪Ǡčԩѽしčȭȯ
ɒȭをߥしǼǼč̻ಽ̻ಽҼ೷をȚǻǾ࢛ȫǿǜǥǷǜとұǻǾǜます。

★第 83回総会のǬԫยȃѽތします。
総会ȃȇૻୟの総会ͬͱȃ఩෌Ȃ総会ଦಧ̠͆をष୥します。第 8�回総会ǿȇč૯హč೎ڵࢄڍčԸ会
Ӓ๰̠͆ڵࢄの୥をপǧの議͆の⽅Ĥȃ৽ǻǾ੡ǥましǷ。まǷč会࡟とݏࡺをચԤしǾǜǷǸǥましǷ۾ഓ
അضԸ会čৢݒ৽ૻの⽅Ĥč฼ஓॢу೏ދܞのАǭまȃࢅǣȡѽތをਠします。

ਮ୥ȂȁĲܮのǫとıԸؤڞ★
ǭǾčԸիのؤڞのǫとȃǼǜǾࠢしࡹȤǾǢǥǷǜとܰǜます。
���3 ୰૞ȇ˿झ೦ηԸ会ȃᖕଆДԸܮč۾ഓਯΨԸ会ȃࠡ૬֝ܤԸܮč׏ѯԸ会ȃق܉ඩӖԸܮč美ஐ
Ԓ౼φ૆ଞ߿ȃᖕଆജ美Ըܮčٛڴ૆ଞ߿ȃࣿԹงيഋܮǤ主୥৽୥ԸܮとしǾਮ୥ǭȤましǷ。അЍԸ
իのचԸを৽ǞගとしǾֿ҆ǜǷします。޷୥式ȇؤؠȃДۀ඲ઑのԸ会Țǚりčǵの࡟ǿԩȃҵȋをಇǣǹ
合Ǟӆ会ȚǚりǵǞǿす。まǷčૅݗ׼ǿ৐ൊދহࣘのԸ会ȇܧಧԸ会č๳ѯ૆ଞ߿č˿झ๬ࡥԸ会čৗझ
ୖの۟૆ଞ߿č美͡Ը会čܡୖߒ૑Ը会č۾ഓ״੕Ը会č࣭۾ഓ૆ଞ߿č෭ಧԸ会ǿす。ЯĤのԸ会đ
૆ଞ߿Ǥ൳ܱすचԸのহࣘをܲǠȡȤるȠǞȃԩȃ࢛șčӌりǷǜとܰǜます。

のǫとı対⾯とȵɾɴȯɾ⽅式Ĳؤڞ★
第 8�回総会̙ټčഅЍԸիのಽみȇȵɾɴȯɾとۘݹȃ会Ǟ֢のୖੳりをٱǞ֢Ǥ主กȃȂりましǷ。第 83
回総会を対⾯ǿٱǻǷȠǞȃčؤڞȇ̠͆会Ȝߍ会ȂȁȚ対⾯⽅式ǿٱわȤる回ࣅǤপǧȂるǣȚしȤませ
ȫ。ǿすǤčǵȤǶȤのଦ੎をёǣしǼǼčǿǥるǸǩপǧの⽅Ĥの܋ώと࣫をಔǥčಇǣǹ合ǞȠǞȂ̻୰
をϬǬしǷǜとұǻǾǜます。

のϨ৕とまとșؤڞ★
第 83回議案೎ࠆڍの議੠総ѐȃȚӒしましǷǤčؤڞのԸիのϨ৕としǾԸի඲ܔのנଇčёଓָϳのմ
হψčהഋȜԩଔഋ会ȂȁのचԸのϨ৕čݘ୰૞ǣȡܨまる第ݘ؝੠ӃचԸָϳの۩ࣝȂȁčĽȾɸ
ɕľčǚるǜȇĽȭɠɊħȾɸɕľのࡨԺを̤ݨしǼǼčপǧの議৕Ǥ๴し合わȤるとܰǜます。
���3 ୰૞Ț࢈しṳ̈̀תčٖȂるȭȯɒȭčԫยとٱଓยと׉ਐยǤ఩෌ǿす。わǷし৬ȇऽؽǥȃčߤซਐ
ǜȃ୻みč٪ǠčଏをೕǠȂǤȡčܲ؞。ȡをൻǞǾǜǧ఩෌ǤǚるǿしȟǞݢෝるǫとľを٪ǠčߥしčĽٱ
Ǡ合ǻǾȞǧčǵしǾٱଓしǾǜǧ ���3 ୰૞ǿǚりǷǜとұǻǾǜます。ԩȃޡを֩ǠǾಽȫǿ܋りましȟǞ。



－　ᵐᵖ　－

革 新
1．礼拝を通して新たにされるために

(1) 教会の礼拝の充実に取り組む

〇多様な礼拝のあり方や取り組みへの理解や

学びを深め、支え合う。

(2) 信徒の働きによって宣教を豊かにする

〇教職主導の教会形成を問い直し、信徒の

活動の新しい形を探る。

〇こども、わかもの、障がい者、高齢者と共

に生きる教会をめざす。

(3) 献身としての献金の意義を確認し、
互いのことを覚えて支え合う教会を目指す

〇献金の意義と各教会の工夫を学ぶ。

【議案 第 7号】 第四次長期宣教計画に基づく 2023年度活動計画に関する件
提案者：常置委員会

第四次長期宣教計画に基づく 2023年度活動計画(案)
2022年度は新型コロナウイルスの感染拡大が続く中ではあったが、北海教区の教会・伝道所、付帯施設、

センター、地区の活動が、オンラインを用いて、少しずつ再開された一年であった。その一方、長期間にわ

たるコロナ感染状況が続く中で、疲れを覚える人が増えています。

このような中で、第四次長期宣教計画の最終年を迎えます。北海教区がこれまで大切にしたことを踏まえ、

この激動の時代の中で、宣教のあり方を根本から問いつつ、共に今後の北海教区のあり方を見据えて、この

時代にとって大切なことに重点を置いて活動をしていく。

Ⅰ．期 間：10年

Ⅱ．わたしたちのミッション

「礼拝の喜びに生きる神の民」～革新・連帯・平和～

Ⅲ．宣教のビジョン

平 和
3. 礼拝から社会へ、社会から礼拝へ

(1)民主主義を守り、国家に人々の自由を侵害させない働きを担う

〇平和主義を破壊する改憲の動きが加速する中、これを阻止する取り組みを強める。

〇かつて神権天皇制の下で侵略戦争を引き起こし、また現在の民主主義とも相いれない天皇制や個人の神

格化、全体主義に反対し、信教の自由・政教分離原則を徹底させる活動に取り組む

(2)戦争に向かうあらゆる動きに反対し、平和を作り出す働きを担う

〇沖縄に差別的負担を強いる基地の廃止を目指し、米軍に治外法権を許す日米地位協定と、日米軍事一体

化の中で先制攻撃を想定した軍備増強に反対する。

〇｢原発と原爆｣｢放射能被曝｣の問題を認識するとともに、政府の原発再稼働・増設政策に反対し、核兵器

廃絶・原発廃止を目指して道内での核廃棄物処理と泊原発再稼働阻止の運動に取り組む。

(3)基本的人権や被差別少数者の人権を守り、その権利回復の働きを担う。

〇先住民族の権利回復と在日コリアン・外国人住民・移住労働者・障がい者・性的少数者・冤罪被害者の

人権問題に取り組む。

〇部落差別問題・性差別問題・日本軍｢性奴隷制｣問題・ハラスメント被害防止・カルト被害の課題に取り組

む。

連 帯
2. 互いの礼拝を守り続けるために

（1）地区活動のいっそうの可能性を模索し、

充実させて協力関係を強化する

〇各地区の状況を互いに知り合い、地区内・地区間

の宣教協力体制を強くする。

(2)地区を越えた多様な協力関係を模索し、実現する

〇地区間・教会間の交流と協力を進め、互いの理解を深める。

〇他教区や世界の教会との交流と協力を強める。

(3)厳しい状況におかれている教会の礼拝を、

豊かで力あるものとするための具体的な

支援を実施する

〇無牧師教会の支援、謝儀保障の堅持、

会堂・牧師館建築などにおいて互いに

支え合う。

第 1期 第 2期 第 3期
2014--------------------- 2017 2018---------------- 2020 2021----—--―★ 2023
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㸺ᥦ᱌ㄝ᫂㸼

世⏺をそう␿⑓やᭀ力、⤒῭不安により、ඛが見えない時代の中で、多くの人が不安をᢪえて生きている。

このような時代の中で、礼拝を㏻して、ᚰを新たにされ、ఱが神のᚚᚰであるかをわきまえ知ることから活

動を始めたい。

2023年度もこの 3年と同ࡌく、新型コロナウイルスの感染の拡大が⥅⥆するとᛮわれる。しかし、感染拡

大から�年目を㏄える2023年度は、これにྥき合いながら、これまで௨ୖに、北海教区の教会・伝道ᡤ、௜

帯施設、ࢭンࢱー、地区の活動を再開していきたい。対㠃とオンラインの୧᪉を用いたࣁイࣈリッࢻによる

開催᪉法がᚎࠎに定╔する中で、コロナ前とは㐪った、新たなᛮいをもって、活動を前進させたい。

この 3 年、┤᥋会って活動ができࡎ、交わりが分᩿されてきた。「連帯」を大ษにṌんできた北海教区に

とって、この事態は痛ษᴟまりないことだった。だからこそ、わたしたࡕは、ࡦとつの体が多くの部分から

ᡂり❧っていることをぬえ、連帯して、共にṌんでいきたい。

⃭動な時代の中で、権力がᶓᭀをᴟめ、ࡦとり一人のいのࡕが危機に᫹されている。キリスト者としての

「見ᙇり」の使࿨に❧ࡦ、ࡕとり一人のいのࡕが大ษにされ、ಶ人のᑛ重がなされるよう、平和をつくるാ

きをしていく。そして、北海教区がこれまで大ษにしてきたことに加え、活動において、「ジ࢙ンࢲー平等

のど点」を持ࡕ、↓ព識にᑡ数者を᤼㝖してしまう、自らの多数者性を自ぬし、すべての課題に誠実に取り

組んでいきたい。

教区㈈政がཝしい中でも、教会の使࿨を大ษにしていきたい。20223 年度も共に宣教活動を行っていきた

いと㢪う。

…………………………………………………………………………………………………………

【㠉᪂部門】

2023年度は、部門ጤဨ会ᨵ組となる年にあたる。これまでの活動の流れや課題をᘬき⥅ࡂつつ、さらに、

新型コロナウイルス感染拡大の⣙ 3 年間によって、活動のᙧをኚ᭦して実施された各取り組みの再構築が必

要とᛮわれる。

（1）については、「礼拝・教会㡢ᴦ・教会教⫱・信ᚐのാきによる宣教」の課題をᗏ流におきながら、共に

新たにされることを᥈りたい。

（2）については、「教区㏻信ࠗ教会えきでん 」࠘を⥅⥆し、教会に集う各年代が、ヨ行㘒ㄗしᣮᡓするጼを

⤂௓することによって宣教の㇏かさを共有していきたいとᛮう。「わかもの」対㇟のプロࢢラ࣒は、リࣔー

トでのプロࢢラ࣒開催にとどまらࡎ対㠃開催や実㝿に出かけていくことなどが活発に行なわれている。活動

のᙧをᚑ来の開催スࢱイルに㝈定しないで、わかものが交流し⧅がることができるようにᰂ㌾なኚ᭦を行い

ながら取り組んでいきたい。共に生きる教会ᙧᡂに関しては、ㄡもが↓ព識のうࡕにサポート「する・され

る」というព識を持っているかもしれないというど点に❧って、教区の活動の௙᪉を再考する必要を感ࡌて

いる。2023年度は、この点にὀどしていきたい。さらに、教区㏻信のᮁㄞዊ௙活動とᡭヰ㏻ヂ活動への支援

を⥅⥆するための᪉法の検討を⥅⥆する。ᮁㄞዊ௙とᡭヰ㏻ヂの活動は、各ࠎዊ௙者ࢢループによって担わ

れている。革新部門ጤဨ会では㈈政的な支えに加え、活動が෇⁥に進ࡴようၨ発にດめたい。

（3）については、信ᚐ数のῶᑡが現実となっている現ἣやᑗ来を考えると、㈈政㠃において各教会も教区

も┈ࠎཝしくなることが᝿定され、⊩㔠運動的活動には㝈⏺がある。㈗重な⊩㔠を原㈨として行なう各活動

には、┈ࠎ、知ᜨとᕤኵの共有が課題と考えられる。また、一部門ጤဨ会の課題とすることの難しさを感ࡌ

ている。

革新部門にクされた「礼拝を㏻して新たにされるために」という宣教のビジョンのᒎ開は、「教会の礼拝

の඘実に取り組ࡴこと」と「信ᚐのാきによって宣教を㇏かにすること」が相互に関連し合い重なり合って

進められてきた。これはពᅗするものではなく必↛であったとᤊえている。2023年度も、新しくされること

をᜍれないで、時機の課題にྥき合いながら活動を進めたい。

…………………………………………………………………………………………………………
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【連帯部門】

連帯部門は、革新部門・平和部門と共に「礼拝の喜びに生きる神の民」とのミッションを総合的に担う中

で、特に「互いの礼拝を守るために」とのビジョンに重点を置いて活動している。そのために各地区におけ

る多様な連帯の取り組みを理解し、これに教区として協力していく。

新型コロナウイルス感染拡大の影響によって数年間停滞した各地区活動が再開を目指す中で、地区相互の

交流・協力による関係構築の役割を担い、連帯の深化を目指したい（例：各地区活動予定の情報共有のため、

オンラインでの会合の機会を設ける。地区間講壇交換の実施、兼務・代務体制の地区を越えたサポート、地

区間合同のＣＳキャンプなど）。また、2017 年度より始まった「主任担任教師不在教会への礼拝支援制度」

の活用のために情報を発信すると共に、現状を把握し必要な検討と提言を行っていく。

キリスト教主義学校と教会との連帯のためには、例えば各学校での礼拝説教への関わり、卒業式やクリス

マス礼拝などへの出席、宗教主任との懇談会開催を検討していく。

広大な北海道における教師同士の連帯のため、教職講座の 3年ぶりの実開催（10月）を目指して計画す

る。可能ならば年頭修養会開催に合わせて小規模教会協議会を計画し、研修と連帯のための機会とする。

この他にも収穫感謝の集いなど、学びと交流の機会を作り出していく。次の噴火が危惧される洞爺湖教会の

ためには、同教会宣教協力協議会に加わり地域における教会維持のため連帯する。

…………………………………………………………………………………………………………

【平和部門】

2022年度は、キリスト者として取り組まなければならない課題となるべき大きな出来事があった一年だっ

た。2 月には、ロシアによるウクライナ武力侵攻があり、プーチン大統領による核兵器の使用を示唆するよ

うな発言もあった。そのような事態を前に、｢防衛力｣増強を容認する世論に対していかに語りかけるべきか

が課題となっている。同時に、核兵器や原発を廃絶することの必要性を痛感させられた。また、安倍晋三元

首相銃撃事件を契機に旧統一協会問題がクローズアップされることとなった。北海教区としては、その問題

を認識しつつも十分な対応ができていなかったきらいがあり、対応が急がれる課題となっている。さらには、

周辺国の脅威をことさらに喧伝した敵基地攻撃能力容認の閣議決定があり、日米軍事一体化による軍備拡大

が急速に進んでいる。そのほかにも、安倍元首相国葬に見られる信教の自由の侵害と全体主義的動き、憲法

審査会の拙速な審議、政治家等による差別的言辞の氾濫、韓国大統領交代に伴う人権回復運動への反動的な

動きもあった。

このように、取り組まなければならない課題は山積していて、それに十分に対応することは難しいかも知

れないが、それでも、すべての課題に誠実に取り組んでいきたいと考えている。

…………………………………………………………………………………………………………
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【議案 第 8号】

第四次長期宣教計画総括および第五次長期宣教計画策定に関する件

（提案者 常置委員会）

議 案

1．北海教区第四次長期宣教計画（2014〜2023 年度）総括および、第五次長期宣教計画策定に向けて、原

案作成の作業を行う。また、その作業を常置委員会に付託する。

提案理由

北海教区は、「長期宣教計画（1984〜1993年度）」「新長期宣教計画（1994〜2003年度）」「第三次長期宣教

画（2004〜2013年度）」、そして「第四次長期宣教計画（2014〜2023年度）」と、10年ごとの長期宣教計画

を策定し、その宣教の働きを進めてきました。10 年という長期的な展望に基づいて単年度の宣教活動を展

開することが教区の働きに力を与えてきただけでなく、各期においてそれまでの活動を総括し、振り返るこ

とで、教区の活動を展望する視座を与えられ、次期の活動への足がかりとしてきました。

第四次長期宣教計画は 2023 年度を区切りとしていますが、この 10 年のうちに日本社会は経済的に貧しく

なり、教会においてはいわゆる「教勢の低下」は加速を続けています。また、社会においては、先行き不透

明な時代における閉塞感により、排外主義・歴史修正主義が台頭し、人権蔑視に拍車がかかっているかのよ

うです。また、2020 年から私たちの生活に大きな影響を与えた新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、

教会の宣教、礼拝に変化をもたらしました。

こうした現実の中に生きる北海教区は、大切にしなければならない柱として長期宣教計画をさらに深め、進

めていくため、新たな長期宣教計画策定の必要性に迫られています。変えるべきこととそうでないものを見

極め、また、変わらざるを得ないものに向き合いながら、総括と策定の作業を進めていきたいと思います。
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【議案 第17号】

北海教区と兵庫教区の宣教協約継続に関する件

提案者：常置委員会

議 案 

北海教区は兵庫教区との間で2018年度から始められた下記の宣教協約を継続する。

提案理由

北海教区第78回定期総会において、議案第15号「北海教区と兵庫教区との宣教協約締結に関する件」

が決議されました。これは、1995年に発生した阪神淡路大震災への支援を通して、また、アイヌ民族情報

センターと洞爺湖教会への諸課題の共有と献金を通して、深い交わりが宣教協約という形で結実したもの

です。今まで以上の交わりを通して、人的交流や諸課題の共有が期待され、懇談会などを重ねてきました

が、「コロナ」の状況により、当初予想したような交わりができませんでした。

宣教協約締結から5年が経ち、両教区の執行部で見直しを行いました。その結果として、今後も継続し

て、今まで以上の人的交流や諸課題を進めていくことを確認しています。この交流が互いの教区にとって

豊かで恵みをもたらすものを信じて、継続を提案いたします。

北海教区と兵庫教区との宣教協約

北海教区と兵庫教区は、阪神淡路大震災を契機に有珠山噴火災害を経て連帯と交流を積み

重ねてきた。それをより確かなものとし、互いの抱える重荷や痛み・喜びを担い合える関係

の豊かさを共に生きることを願い、以下の内容の協約を取り交わす。

1. 両教区は、それぞれに開催する集会等に参加を呼びかけ合い、人的交流に努める。

2. 両教区は、様々な災害被災者支援において協力しあい、支援の輪を広げていく取り組

みに努める。

3. 兵庫教区は、北海教区「アイヌ民族情報センター」および「洞爺湖教会宣教協力募金」

への連帯と献金を継続して行う。

4. この宣教協約は、双方の教区総会における承認をもって発効し、両教区間の協議を以

て五年ごとに継続および内容についての見直しを行う。

2018年 5月 21日 

日本基督教団北海教区総会 日本基督教団兵庫教区総会

議長 久世そらち 議長 古澤啓太
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�h¼� 2018年度教区間宣教協約締結後の経»�\�Þ兵庫教区�
�2018年度�

N 2019 年 1� 1�ß1� � 北海教区宣教Ëyの�Ý第�7回北海教区年Ø_Ú会Û1�ß15 �Ü、北海教区
宣教協議会Û15�Ü、第��回北海教区¤会½¯_会Û15ß1��Üに兵庫教区から�jがhd。

�2019年度�
N 2020 年 1� 1�ß15 � 北海教区宣教Ëyの�Ý第�8回北海教区年Ø_Ú会Û1�ß1� �Ü、北海教区

宣教協議会Û1��Ü、北海教区wÀ�教会協議会Û1�ß15�Üに兵庫教区から5jがhd。

�2020年度�
N �nコロナN?イJB��Ô�v³の�×により、北海教区年Ø_Ú会がÐ`され 。
N 2021年1�2�� 2020年度北海教区@ロBLーFICJの�kに兵庫教区Èを提]する。

�2021年度�

N 2021 年 11 � 2� � 北海教区通信 21� 号¥Õ記T「有¨xl火から 22 年」のための座談会に兵庫教
区から1jが招待され、佃真人w委員会書記が出席した。

N 2021年度北海教区宣教協議会Ûオンライン、�回Ð`Üに兵庫教区から複数jが出席した。
第1回Û11�1��Ü『わかもの』Û革�部門委員会 AグJープÜ 
第2回Û1�15�Ü『北海教区のËyと財政ß1回目』Û教区財政検討w委員会Ü

第�回Û1�29�Ü『北海教区のËyと財政ß2回目』Û教区財政検討w委員会Ü
第�回Û2�19�Ü『2022年度活動計画、2022年度会計予算』Û宣教部委員会、財務部委員会Ü

N 2021年12�15� 北海教区と兵庫教区のオンライン懇談会Û2021年度第1回；通算第1回ÜÝ双方
の三役、他がhdして、現状報告や意見交換を行った。

N 2022年1�10�ß11� 2021年度北海教区オンライン教職講座Û主題「福音宣教を共に担うために
ßいま¼える、変わるべきもの、変えてはならないものß」Üに兵庫教区から複数jがhdした。

N 2022年2�17� 北海教区と兵庫教区のオンライン懇談会Û2021年度第2回；通算第2回Ü
N 2022年2�27� 北海教区と兵庫教区のオンライン懇談会Û2021年度第�回；通算第�回Ü
N 2022年��10� 「実はあなたもターゲット…！〜知ら に受けていたカJト勧誘⁉〜」ÛZoomÐ`Ü

Û兵庫教区教育部青年活動主`Ü、北海教区から�jhd
N 2022年 � � 10 � 2021 年度北海教区@ロBLーFICJ�kに提]した兵庫教区È当選½の早野允
子さんÛw樽公園通教会員Üから受Èの礼状をいただいた。

�2022年度�
N それぞれの書面での教区総会に、各教区総会議長jで挨拶の書面を送りあった。
N 2022年5�2�� 北海教区と兵庫教区のオンライン懇談会Û2022年度第1回；通算第�回Ü
N 2022年 �� 15� 第 �9回北海教区年Ø_Ú会Û2022 年 7� 18�オンラインÐ`Üへの“hd申し
込みのご案内”を東島勇人総会議長と佃真人w委員会書記のËjで教区内教会Ý伝道所に発信。

N 2022年7�18� 第�9回北海教区年Ø_Ú会ÛZoomによるオンラインÜに兵庫教区から東島勇人議
長ほか複数jがhdした。

N 2022 年 7 � 15 � 「ZOOMER 夜会 ソ?JフーF夜会 あなたの推し飯、おしえて！」ÛZoomÐ`Ü
Û兵庫教区教育部青年活動主`Ü。北海教区から2jhd

N 2022 年 7� 27� 北海教区と兵庫教区のオンライン懇談会Û2022 年度第2回；通算第5回ÜÝ主と
して双方の2022年度教区総会や教団総会に向けての取り組み等について意見交換した。

N 2022年12�18� 「中高生から大人まで大歓迎 札青協@リBマB会」ÛZoomÐ`ÜÛ北海教区札幌
青年協議会主`Ü。兵庫教区から1jhd

N 202�年1�9� 2022年度北海教区オンライン教職講座に兵庫教区から�jが招待され、柳本和良教
区書記、x本桂子宣教委員長、佃真人w委員会書記が出席した。またその際、原北海教区議長により、
東島議長からの書翰「北海教区教職講座にごhdの皆さま」が紹介された。

N 202� 年 �� 11� 北海教区と兵庫教区のオンライン懇談会Û2022 年度第�回；通算第�回ÜÝ北海

教区からは原和人議長、杉岡ひとみ副議長、齋藤Ð書記、西間木公孝宣教委員長、兵庫教区からは東
島勇人議長、上内鏡子副議長、柳本和良書記、x本桂子宣教委員長、佃真人w委員会書記が出席。そ
れぞれの近況や 202� 年度の各教区総会への準備状況を交換した後、2018 年度に締結した現在の教区
間宣教協約について、協約文に「五年ごとに継続および内容についての見直しを行う」とあり202�年
度がその年度に相当するため、どうするかが話し合われた。その結果、2018年度の協約締結後5年間
の経»について双方の教区間で確認し合いながら総括を\�し、それに基づいて同内容による宣教協

約の継続を双方の教区総会で議案を提案して決議するべく、準備をすすめていくことで合意した。
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【議案 第1�号】

3?a�]!�にする)��%$@��"とJ&�ZE�DA�に��SQ

 5 P +に4XV����の.;a1_る2Cに関する件

提案者：常置委員会

議 案 

政tが進めるÃTÁの大qdÖ、�基a��²Jの<有にwくQvし、東ア'アabのs和�«f交にC

Jを��ことを�めると共に、そのためのÈ動に取り組�。 

提案�	

政tは2022年12�、今後5年間のÃTÁを、現行の約1�5=となる��@Fにvき上�、�基a��²J

Ûいわ る「Q�²J」Üの<有、¬^¸o´0%イJ「トマ.ー@」�00 発のÂB方Ìなどを決定しまし

た。大Ã}のT実は北�Úの0%イJ発l実ØとÞU�有Tßですが、真の�いは�基a��²Jの<有に

よって³·Ðを¬Ãの0%イJAH��&B*1に組み込�ことにあります。このもくろみは、�本、とり

わけ0%イJ基aがある沖縄および琉球弧C体を相手側のAH��の標的としてさらす結果を招き、それ

にdえ、環境破壊、住民の分断、T故やT件による被害など、琉球弧にある島々の暮らしが¬Ã、³·Ðに

よって、著しく脅かされ、大きな負担をwいられています。

冷静に見れば、北�Úの0%イJ実Øの�いは�本��ではなく、¬^へのQ�²Jを誇示し、けんHす

ることにあります。�¬韓がÃ}を進めれば進めるほど、かえって北�Úの0%イJÐ発に拍車がかかる

でしょう。

また、確かに中^はw大なÃTJを背�に、U�独立を武Jで阻�する姿勢を崩していません。それはU

�住民の³決権を否定するものであって^際的に容認されるものではありませんが、だからといって�本

が戦争をする理由にはなりません。にもかかわら �基a��²Jを<有することは、³·Ðを¬Ãの「統

合Ô空0%イJÔ·」�想に組み込み、³動的に中^との戦争に突Bさせるもので、戦争放棄を謳った憲法

9条から完Cに逸脱しているのです。

�本政tは、従来から「�基a��²Jは憲法 9条に違Qしない」という詭弁を弄ぶ一方で、少なくとも

「f^からの武J��の排除のために必要な最w限度のものに限られ、他^の領bにおける武J行使は基

本的に許されない」と答弁してきました。ところが、安=晋三元首相は2021年末「U�有Tは�本有Tだ」

と発言し、麻生太郎³民党副総裁も、2022年8�「ÛU�有TならÜ沖縄、与那^島、与論島は戦闘区bf

と言い切れ 、戦争が起きる可²性は十分にある」と、中^領bへの武J行使を公然と示唆しています。

�基a��²Jの<有は、さらに精密なAH��を招くだけです。¬Ãの統合0%イJÔ·なるものは、

AH��によって�の0%イJを瞬時に破壊することを目指しており、これにhdすれば有T発生と同時

に最大級の��にさらされることを覚悟しなくてはなりません。中^はその²Jを備えたÃT大^です。

そもそも0%イJをはじめとするwJな装備を大量配備すれば相手は��してこないとかÛいわ るÞ抑

�Jß論Ü、AH奇襲で打�を与えれば休戦を�めてくるというのは、相手の出方を³分たちの願望と取り

違える非現実的な発想でしかなく、その誤りは真¨���で歴史的に証明されています。

Ã}のための大d税や福祉N教育予算の削減は、ただでさえ政tN�銀の失政によって苦しめられている

人々の生活を破壊しています。まして戦争は人々に無益な犠牲をwいる最大の失政でしかありません。憲

法９条は、最後は戦争に至るしかないJとJのv決から脱却し、「s和をつくり出す」ための最大限の努J

を�めているのです。
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【議案 第1�号】  

'�の
:#GB9に��SQ北海Iに,�-8a"WF^UZRV_の6	a#Gする2

Cに関する件

提案者：常置委員会

議 案 

原発の'�$ならびに�µを進めようとしている政tの原子J政³にQvし、FÊ�、神恵内pのw要»s

を中�させるためのÈ動を、x々な団体と協Jして推進する。

提案�	

政tは福島原発T故の#がmだ�え�中、Þ原子Jを最大限活�ßへと¨を切りました。2022 年 12 �、ÞÞ

ß�脱1��e�実現に向けた基本方ÌßÞ原子J+�に関する基本的¼え方ßを公«し、9基の原発を'�$し、

原発ÈÄ期間Þ原, �0 年最大年数 �0 年ßを±して�$ �0 年ÂえのM長、プJ%ーマJの推進、立aabへ

の�たな交�金のdÖ、�しい原発と言われるÞ|��革��ßのÐ発を9�Þ原子JをG来にわたって`続

的に活�ßするための法案を、^会に提出することをÎ議決定しました。

�本が、T故から12年を経た今も原子J¡TTX宣言下にあるにもかかわら 、原子JÀH委員会は、政

tのこれらの性Tな原発推進案を�]してしまいました。東�ÓJ福島原発T故のW.からRた教´をない

がしろにし、原子JÀH委員会µ£法第Ü条に謳われた、^民の生:、!K5び財�の<¾、環境の<Cに

Àするという�務を、ÀH委員会³らが放棄したと言わ�るをRません。

政tは、この原発推進へのÄ換について、ロ&アの?@ライナ �に�う

J�ー�uの高ÚというÞ



J�ー3{ßをT実にしていますが、元々、原発は

J�ー目的だけではなく、原�のoeとなるプJト

�?1を取り出すために¸ÅN�$してきた歴史があります。ロ&アの?@ライナ �は、�本のt武装論

も活発1させましたが、このt武装の論議を背後から支えているのが原発への回Jなのです。

原発はトイ�なきマン&�ンと言われますが、原発から出る放l性tL棄�は�処にも行き場がなく、�界

中の原発にたまり続けています。それは死の灰とも言われ、:を脅かす猛毒です。�界の原子J施µから放

l²の被害実Xが報じられています。イ�リBの'処理工場の海岸で泳いでいた子どもたちが大勢被曝した

こと、フランBの'処理工場近隣では牛乳やチーCから高濃度の放l²が検出されたT、?ラン採掘現aで

は凄まじい被曝の実Xが続いています。

北海道ではFÊ�と神恵内pが、20 億Fの交�金とvき換えに、原発から出る¥定放l性L棄�最終処分

場選定のための文献»sをvき受けました。»sはほぼ終�し、|の段階であるw要»sに進�かどうかの

瀬戸際に来ています。政tに、t兵器は勿論、原発を9めたすべてのtのL絶に取り組�ことを�めると共

に、北海道にtゴ0を`ち込ませないためのÈ動を推進することを提案します。
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【議案 第��号】  

NMNO ��bcd0*の/�a��するH	の#G2Cに関する件
提案者：常置委員会

議  案 

アイヌ民族の権+回:と7!@LのÈ動を推進するために、以下のTvに取り組�。 

1x0gN¯_N交流NËy活動

Û1Üアイヌ民族の権+回:と7!@Lのため、関ËするÈ動や0g会を支援しËyする。また、Õ会Ûオン

ライン9�Ü等にaF的にhdする。

N%�=Y権確認lj協J  

N関Ëイ�
ントにhd

Û2Üアイヌ民族関Ëの諸Àeを$Õし、提]する。

{関mÛ��Ü、北海教区通信、.ー1�ー'、y�ーJ、�����oo�等を通しての9報。

Û�Üアイヌ民族の歴史と現状を0ぶ¯_Ûオンライン��Üの�画z実施。原`執b等の協J。 

Û�Ü講8Orによる0g活動支援

N関Ë会議、Õ会へのOr。 

2xU�基^長h教会の�	��ンNB@Jマン宣教8を支援し、�界のA住民族に関する課題を共有する。

Û1Ü̂ 1形�やE民a支配により、�本NU�で行われてきたA住民族7!について、その歴史認oを深め、

�たな関�\りを目指した0gN&発活動の実施

Û2ÜU�基^長h教会の教会が*ってきた信�や、A住民族宣教のあり方を0ぶ0g会等のÐ`

N原住民族��|�}{~�}{�の歴史と現状を0ぶオンライン¯_の�画N実施。 

N原住民族��|�}{~�}{�pfHÕÛ�本nkÜ�ッ@�ット\�準備

提案�	

北海道と%ばれているアイヌN�&リÛ人間の大aÜは、もともとアイヌ民族が³然と共に生きてきた(a

です。しかし、�本近�-\H^1による [によって、アイヌ民族は(aもDも5も、³由にVXするこ

とも、さらに文1や言iも.われ、,くのいのちも.われました。そしてその苦uの歴史は十分に]みられ

ることなく、現在にいたってもアイヌ民族は#しい7!にさらされています。そのアイヌN�&リに宣教活

動を行なった�リBト教会もまた、アイヌ民族の/在に無関;であるばかりか、アイヌ民族としてのアイ�

ン*	*	を2重せ 、明M政tの同1政³に協Jさえしてしまいました。わたしたち�本基^教団北海教

区は、教会が [½N抑)½の側にqをおいてIんできた歴史をQ]し、1985年にアイヌ民族の権+回:の

$きを共にする目的でアイヌ民族委員会を、199�年に「アイヌ民族の権+回:と7!@Lを教会が宣教課題

として取り組�ことを目的」ÛセンターÀ約�条Üとしてアイヌ民族情報センターをÐµし、ささやかながら

Ëyの取り組みを進めてきました。

2020年8�17�にP幌のアイヌ民族ラ�ロアイヌ
イ&�ンÛBP幌アイヌ協会Üが%�=Y権確認のlj

を起こしました。̂ と道は争う姿勢を示し11回のTØ弁論が��に行われ、今後も継続します。A住権の確認

を�める裁 です。A住権に関する0g会も行われています。aF的に支援し、0g会の案内をweに行い

ます。

コロナ_にあって、オンラインでの0g会がweにÐ`されています。アイヌの現状やA住権に関する学び

ができます。積極的に情報を提供します。今年もフィールドワークを開催します。

またU�基^長h教会からアイヌ民族とわたしたちとのGQし役としてお迎えした原住民の教8、�	�

�ンNB@Jマン宣教8は�期目の活動を継続します。センターBタッフとして豊かな活動を続けて下さって

います。¥にU�原住民のアイヌ民族¯_にaF的な活動を3Ðしています。�	��ン宣教8よりU�原

住民の歴史と現状を0ぶ¯_も実施します。また、台湾原住民族の方達との交流をすすめ、来年開催予定の台

湾フィールドワークの準備を行います。

以上の理由から、今年度もアイヌ民族の権+回:と7!@L、A住民族に関わる諸課題を教区N教会の宣

教課題として、aF的に取り組�ことを提案します。
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＜道 北 地 区＞ 
稚内教会

1．2022 年度の主な働き

兼牧体制になって 1 年が過ぎました。ただ、こ

の1年もコロナによる制限もあり、毎週の礼拝を

守る以外には大きな動きはありませんでした。

その中で、牧師が理事長として幼稚園と積極的

にかかわり、つながりが強まったことが特筆と

して挙げられます。

9月には伊藤牧師の就任式が齋藤開教区書記の

司式によって行われ、教会員だけでなく幼稚園

関係者も多数出席してくださり、祝福された就

任式となったことに感謝します。

2．当面する課題

教会員の高齢化がやはり一番の大きな課題であ

ると言えます。そのために、役員をはじめとし

た働きの担い手が限られてしまい、教会の組織

を今後どのようにしていくべきか真剣に考えて

いかなければなりません。

3．活動方針

コロナの状況に大きな変化があることが見通さ

れます。それに合わせて、礼拝や牧会の在り方

などもまた見直していかなければなりません。

同時に、新しい年度も引き続き幼稚園・保育園

とのかかわりを深めていくことが求められてい

ます。教会全体として学園と教会とが祈りあい、

支えあうあり方を模索していきたいと思います。

名寄教会

新型コロナ対策を講じながら毎週の礼拝を続け

てきました。現在は少しずつ平日の来客が増

え、礼拝出席数もコロナ以前に戻っています。

名寄市の指定文化財見学のプログラムや名寄市

民大学生の学外講義で出逢った方の中から礼拝

に出席された方もいました。それらのプログラ

ムで教会の歴史や活動について紹介し、教会内

でもその内容を分かち合う中で、改めて名寄教

会が114年の歴史の中で、地域で多くの働きを生

み出してきたことを確認することができまし

た。教会の教勢は減少し財政も厳しく教会の力

は小さくなっていますが、これまでに生み出さ

れてきた働きの多くが生き生きと継続されてい

ることを喜びたいと思います。

特筆すべきことは、名寄教会の牧師が名寄幼稚

園の園長を務めるという長年続けられてきた体

制が 2022 年度で一度終えることとなったことで

す。昨年度初頭より日向恭司牧師が体調を崩さ

れていましたが、本年 4月から 3ヶ月間ほど休職

して休養を最優先とし、その後は名寄教会と道

北クリスチャンセンターの働きを兼務する形で

の新しい形を試みる予定です。教会全体で支え、

継続可能な形を見いだすことができればと願っ

ています。

興部伝道所

1．2022 年度の主な働き

2022 年度は伊藤大道牧師の稚内教会との兼務と

いう新しい体制の中歩む 1 年でした。教会とし

て、伊藤牧師を稚内に送り出すことを祈りの課

題とし、その中で礼拝を守り続けることができ

たことに感謝します。

また、興部においてもクラスターに近い状態で

コロナの感染症が広がっていきましたが、それ

に対してもできる限りの対応をしながら礼拝を

行いました。また、12 月 23 日から 25日にかけ

て紋別地方で発生した大規模停電の影響で、12

月 25日のクリスマス礼拝は休止せざるを得ず、

教会員一同非常に残念な思いをしました。

2．当面する課題

ずっと教会学校に通ってくれていた子どもたち

が高校進学のため興部を離れ、そのために教会

学校の活動は行うことができなくなりました。

また、礼拝出席者数の減少などが課題として挙

げられます。

3．活動方針

地区や教区、特にその中でも稚内教会と歩調を

合わせて礼拝を守り続けていきたいと思いま

す。特に、道北地区全体で教職の数が減少する

中、興部伝道所としてもどのような協力ができ

るかを考えていかなければなりません。

士別教会

1．教務報告

2022 年度は士別教会にとって大きな変動の年で

した。礼拝は引き続きコロナ対策として時間を

短縮し、教会員と近隣在住の方のみで守りまし

た。また、4月からは代務者である藤吉求理子教

師が体調不良によって休職され、しばらく信徒

の証による礼拝を続けてきました。その後、道

北地区からの説教応援などの支援を受け、その

中で藤吉教師より辞任の申し出があり、役員会

においてそれを承認しました。

長年にわたり、士別教会のために様々な働きを

してくださった藤吉教師に心からの感謝をささ

げ、また、今後の歩みの上に主の導きをお祈り

します。

アエカップ (アイヌ語で「消息」の意)
【第 83 回北海教区定期総会教会報告】
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藤吉教師の辞任を受け、教会として新しい代務

者を¤てなければならなくなり、道北地区およ

び北�教区f事に�Àしながら»し合いを進

め、この度、(�rÒ教師を新たな代務者とし

ておÅえすることができました。

月に 1度の礼拝で、代務体制という様々な制限

の中、それでもc�と喜びをもってこれからも

教会の歩みを続けていきたいと思います。

�&伝道所

2022 年度も、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の影響下にあり、礼拝を 30 分の

短縮礼拝を継続、みんなが楽しみにしている

持ち寄りの食事会もできませんでしたが、道

北地区内への礼拝参加の呼びかけを再開しま

した。

また、12 月 1 日には、西岡昌一郎牧師（千葉

教会・元和寒伝道所代務者）を説教者として

お招きし、クリスマス礼拝を守ることができ

ました。共に懐かしんだり、お互いの近況を

報告し合う時間を持てたことを感謝いたしま

す。オンラインによる礼拝や集会が定着する

一方で、顔と顔を合わせ、話をすることがで

きることの喜びがあったように思います。

和寒伝道所の運営と礼拝は、道北地区内の一

人ひとりの応援によって、成り立っています。

しかしながら、コロナの状況や高齢化、体力

の低下と共に、従来できたことが、少しずつ

できなくなりつつあります。地区内の皆さん

に、協力していただいてきた雪下ろしも、今

回初めて業者に依頼いたしました。

そのような状況と向き合いつつも、礼拝によ

る宣教を細々であっても続け、教会の枠を超

えつつ、互いに支え合いながら進めていきた

いと願っています。

:,�?教会

年度¬Kに�'事が�となるようにAに働く	

�ローマ ��2��を|げて歩みました。

3 年に�る新型コロナ��#ス感染症が教会生

活に大きな影響を+え、w/がVまり大地Öが

Ãこり、¢会が不Xの中にあります。£たちは

主のn言´を­いて祈り、地のR・,の?とし

て歩むことを心{けました。

感染z大は一進一Çしながらも、少しずつPo

しつつあります。教会の中においても、対面で

のÓ会や行事をZ�できるようになりました。

�ンラ�ンの活�が�Iしました。礼拝の!ー

チ ー�Í信も定 し、l来とは�なる活動が

可能となり、[教のeが広がりました。

対外的には�クラ�ナ�援CÏÝ3ß12 月Þ、

�#コ・�リ�大地Ö�援CÏÝ2 月ßÞを行っ

ています。

2022 年は@�教会の信徒だった小説\・(�¨

子さんの生¼ 100の年でした。(�?,・¨子�

TUを9��vÀ会	を �P開;し�R�`	の

上�会を行いました。教会員が�TUの思い出

を½り、教会の121年の歩みの中に4«
け、A

通のYとすることが出来ました。

教会員の減少<向は止まりませんが、2 名の�

礼者が+えられました。教会会¸も³しくはあ

りますが、福Ù[教のために歩んでいます。

後藤�~牧師は 5 年間の任�を終えて 3 月�に

Ç任し、4 月からG部h-牧師ÝE��?教会Þ

を代務者としてÅえます。新たな体制での一年

がVまります。�b@�教会は会µ�教会の伝

§に¤って、歩んでHります。

:,g)教会

2022 年度は、�bÁ_教会にとって�6な歩み

となりました。¥ �2P北�教区©会で、北�教

区f事にË出されたことにより、Ø守Â牧師

は、�bÁ_教会・�まわり幼稚園・北�教区

の働きを兼務することになりました。そのため

�bÁ_教会・�まわり幼稚園では、より一

^、°·的な働きが進められるようになりまし

た。特に、2022 年度は、牧師0代に:え、役員

会を中心に»し合いをÎねました。中年^のリ

ーダー�ップが発揮されVめています。

一方で、教会員の高齢化はますます現Zのもの

となっています。様々な理由で礼拝出席が叶わ

なくなる方が増えています。また、子どもたち

は小学校高学年になり、なかなか教会にÓえな

いという状況が続いています。

�コロナ	感染状況の中で、�Zoom ミーティ

ング	による礼拝Í信が定 しました。�ンラ

�ン機材の運�法への理解も進みました。�ま

わり幼稚園の教職員の出席も少しずつですが続

いています。�まわり幼稚園は、�bの地にお

いて、�キリス�教保育	という理念を|げ、

誠Zに、 Zな歩みを続けています。

できないこと、できなくなったことを嘆くだけ

ではなく、今できること、今すべきことを見極

め、感謝しつつ、喜び、Aに、生きる。そのよ

うな歩みが、�bÁ_教会・�まわり幼稚園を

とおして続けられますようにと祈っています。

�bÁ_教会は新しい一歩を踏み出します。

2022 年度�を持って、Ø守Â牧師が十二年間の

働きを終えました。2023 年度からは、齋藤開牧

師が�bÁ_教会、�まわり幼稚園での働きを

Vめます。どうぞ、お祈りください。
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:,;�伝道所

2022 年度は�この最も小さな者の一#にしたの

は、すなわち、わたしにしたのである。Ýマタ

�による福Ù書 25¨ 40«Þ	を年間¬Kとして

歩みました。今年度も引き続き、新型コロナ�

�#ス感染症のために様々な影響がありまし

た。しかしそのような状況にあっても礼拝を守

り続け、�リーマー�ッ�やコン�ー�©を開

;することができたことは感謝でした。礼拝の

�ンラ�ンÍ信は定 しつつあります。��ン

ラ�ン	があることにより、教会に来ることが

できなくても一²に礼拝を守ることができると

いう方々がおられます。一²に礼拝をささげる

'間が増えたことも感謝でした。

こどもたちの活動としては、�b(教会Ý@

�・Á_・z?Þ�� 合同で行事を行っています。

また、毎月¥ 4 K|日の 1� 時から��b 3 教会

合同 �� �ンラ�ン合同礼拝	を毎月行っていま

す。今後とも3つの教会で協力しながら一²にこ

どもたちのことを·え、祈りつつ活動していき

たいと願っています。また、�あそびば	には

継続して近所のこどもたちが教会にÑびにきて

います。

2022 年度をもって齋藤開教師が当伝道所を辞任

されました。これまでの�S$に心から感謝し

ます。道北地区内の教師の減少、また当伝道所

も牧師が一名体制、そして常Þしないという状

況の変化の中で、�ずれないとこ�、変えなけ

ればならないことを»し合いつつ、祈り求めな

がら歩んでいきたいと願っています。

_rR[o伝道所  

2022 年度もたくさんのお祈りとお支えをありが

とう�ざいます。

まだ感染症への不Xはありますが、主日礼拝を

守ることができました。年頭+養会やe6の伝

道J合同礼拝、�bz?伝道所とのクリスマス

礼拝など�ンラ�ンを活�しながらの�しい0

わりの時にも感謝です。

�*�や�マ�� ース*りを通して、多くの

方に喜んでいただき教会員の励みとなっています。

¥には�での@§を�しみ、クリスマスにはク

ラン�*りや�リーのÝり%け、�ーンチャ�

ム�Tなど子どもÓとY«を感じながら過�す

日々も]い時間です。

2023 年度は、齋藤開牧師が辞任され、齋藤ßZ

牧師の 1#体制となります。礼拝の持ち方など

多くの»合いがdºです。�Ëさとqwする�

持ちを大1にAり組みたいと思います。��中

の方、体調に不安のある方もいらっしゃいます。共に

礼拝や行事を守る方法を考えています。

Wc$�伝道所

宣教の拠点を留萌に置いて 37 年目を迎えます。

コロナ¤で礼拝を短縮化し、毎礼拝の中で行わ

れていた	主のnきのÜ事
を休止中です。し

かし、礼拝の中で、先週の感謝だったことと祈

ってほしいことを全員が½りわかちあっていま

す。Z���による�ンラ�ン礼拝も続けていま

す。毎週��リス在住の方がH5し、7まされ

ています。

教H伝道部を通して�ここ�の>	200部を応

援Ùいて毎月l別Í`を続けています。25年の

Í`を続けて初めて�近所の方から感謝を伝え

られました。¡に見える9�はありませんが、

地道に活動を続ける大1さをZ感しました。�

·は#B減少を続けていますが、その中におい

ても、より積極的に[教を続けています。

こども��ばも��や([対策をしつつ継続

し、Ï日、教会はこどもたちのRでにぎやかで

す。また、事gのある\aのこどもたちを,c

VU<4でおÚかりし、お�まり会も開;して

います。�uで中学生の学´支援ÝPÞも続い

ています。

教区���民wg報センターが当伝道所に¦り

19 年を¯ました。���民wの�3Poの働き

と主事の働きを·え祈っています。

�年度より、牧師が士別教会の代務となりま

す。また、道北地区内の牧師減少に(い、礼拝

応援も積極的に行おうと»し合っています。

会¸運Fもたいへん厳しいですが、教会員一同、

祈りと6力をÎねています。どうぞ·えてお祈

りとお支えをお願いします。

＜道 � 地 区＞ 
�f=��教会

2022 年度の歩みは新会Nの礼拝NでVまりまし

た。それは祝福されたあ�みだと思うのです

が、コロナ¤にあって様々なことに��ーキを

かけなければならない歩みでした。北見市の感

染状況は、地域によって感染がz大し礼拝の出

席を°­される方が多くいました。年間の礼拝

出席はそれにより減少しました。その°��Ï

Ûが がり教会会¸が厳しくs¦しました。

礼拝Nが新¬されÙ響がすばらしくなりました。

Æ³�のRが?響し、ÁかなÃ³をささげられ

るようになりました。礼拝説教は、前�は新会

Nが+えられたfみをx®¬書の指針から学�

機会としました。後�は日本M¢教H信&告�

を¬書から解きyかす説教としました。教H信

&告�については、牧師nµの時に教会が£し

た�日本キリス�教H信&告�をÎんじる教会

形k	に¤ち戻って新会NとAに�の歴史につ

なげたい思いがありました。そのため牧師は日
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本M¢教H信&告�解説書をL筆し、今後それ

を学びのテキス�にしていくために�:中です。

クリスマスに受�者が+えられました。ここ数

年 `_ �の���=m;ま�ているqとに+Sです。

新会Nは~Îのv�がすばらしいb�です。高

v�により/Oの?�Åが予h以上に4減でき

ました。感謝です。

^5教会

2022 年度は新たな出発の年となりました。�と

つは新会Nへの¦Ìです。前年度にÇ-した、

±Áかな�}地の一¼にて、4 月にÃ_式を行い

5 月 _、10 月に引っÈしました。�0 年)りj

れ»しんだx会NのAりQしにはZ\の感が(

いましたが、多くの�民が思いをA}してくれ、

見学に¾れたり、十X�やÖの0Ðを^ねてく

れて感�しました。11 月の�N式には、道�地

区のÁ教会や[教協力教会からもH2していた

だき、!々の.会も喜び合いました。;前中の

�N礼拝で�S$くださったØ守Â北�教区f

事の8によって式を�ンラ�ンÍ信し、Ô方の

方々にもfみを証しできたことも、喜びを増し

てくれました。12 月、=E#北�教区Â長の司

式により、¶Ä×子伝道師のp手礼式がLり行

われました。;後は�ープンチャーチを兼ねて

��ーを行い、�の#たちに新会NをおmØ¡

しました。2 月、(�¨子À書会代¹の� Í¸

�を講師にnき、コロナ¤でZ�できなかった

�0 D年記念講�会に代えて会N新¬記念講�会

を;しました。ここでも多くの�民の来会を得、

今後ますます�に開かれた教会として歩んでい

きたいという願いがさらに深まりました。心Í

していたb¬予ªは、全ICÏのÉi書や教会

報に応じてÁかなrげものをいただき、¡�Û

までもう少しというとこ�です。 様のお支え

に深く感謝しますとAに、引き続き�支援をよ

�しくお願いいたします。

mh教会

2022 年度は、主任牧師である上={5子の°W

に(い、担任教師として上=誠牧師をÅえ、Õ

路教会として初めての複数教職の体制でスター

�した。また教会と幼稚園の働きとしては、上

={5子牧師が教会に専念し、上=誠牧師がお

もに幼稚園の働きを担う形をとり、前任者の青

砥好T教師TUには学校法#Õ路キリス�教学

園の理事長とÕ路めぐみ幼稚園の園長としての

働きを継続して担ってもらった。一昨年、設«

者変更が叶い、学校法#Õ路キリス�教学園に

5わった湖畔幼稚園は、新園舎が昨年 2 月完k

し、この4月より幼稚園型認定こども園として歩

みをVめた。コロナ感染症z大を受けて中止も

検討されていた�舎式は、#数©の制限を設け

ながらも�事に 10 月 2 日Ý日Þに、新園舎の完

kを教会・事�者ほか多くの関係者とAに喜び

祝い、感謝の内にLり行うことができた。

市内の感染z大を受けて、今年度も 5 月に二P

ほど礼拝を�ンラ�ンでの\a礼拝に1り替え

て守った。その後、4 か月ほど�ÙRでの礼拝

ÝÃ³�は�わず、(Tを聞き、主の祈り・使

徒信�ほかは司式者と牧師のみ唱EÞを行い、

教会として感染防止に6めた。しかし 10 月半ば

より、感染予防を徹底しながらも、コロナ前の

礼拝に戻すことを決vし、 でÃ³�を全«�

う喜びをかみしめることができた。昨年、今年

と続いて、幼稚園の働きの引継ぎが課題として

持ちÈされている。

�DL伝道所

1.2022 年度の主な動き

石垣弘毅牧師が就任し 4 年¡の年となりました。

�牧師の時を¯験している伝道所にとって、教

会に牧師がいてくださることに改めて感謝の年

となりました。マタ� 2�¨ 1�bß19a«を年間¡

�¬Kとし、中�津の地での伝道を主なテーマ

としてきました。

2022 年度も新型コロナ��#ス感染防止のため

制限のある中ではありましたが、¬日礼拝、礼

拝後の0わり、信徒説教の学び、+養会、クリ

スマス礼拝と祝会などを行うことができました。

それぞれに喜びにあふれる時となりました。喜

びあふれているとこ�には#がÓまってくると

信じておりますが、礼拝の出席者については昨

年に比べて若干増5<向でs¦してきました。

X定したメン�ーの他に�道者や学生、旅行者、

中�津伝道所に�かりのある方々などが出席さ

れました。

礼拝終了後の0わりは、その日の牧師や信徒の

説教の感hや近況をA}する時となっています。

�今日の説教を聞いて改めてその箇所のi味が

分かった	�受�を考えていきたい	などの発

言がでるなど、この中�津に石垣弘毅牧師がい

てくださり種がまかれていることを感じる1年と

なりました。

2.当面する課題と 2023 年度の活動方針

礼拝出席者は若干増5してきているものの、

1 月 20 日に尾田静子Vを神のn元に送り現住陪

餐会員数は9名となりました。今後も財政的な問

題を抱えております。

活動方針は、礼拝の充Z、教会の0わりを深め

る、伝道にAり組む、超教�や地域と繋がりつ

つ中�津地域での[教を¡指す、地区・教区と

のÏ帯を深める、中�津チーズ会の活動の充Z
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とP来を祈り求める、これからの[教について

 で考えていきます。

/1教会

帯広教会は 2020 年、2021 年と礼拝をお休みに

したり、礼拝を縮小してきました。また、ほと

んどの教会活動を行うことができず、教会にお

ける0わりの�と時を送る時間が少なくなりま

した。しかし、2022 年は、礼拝は短縮礼拝では

ありますが数Pの休みはあったものの、ほ
毎

週Z�し、¬書�¦会・祈りの会も.開するこ

とができました。礼拝後のコー�ータ�ムも.

開し、ÅÜをÜべながら、0わりの時を持って

います。礼拝もl来の礼拝に戻すべく、感染状

況を見ながらb々に、少しずつではありますが、

_Tしています。教会°時©会においては、今

後Ãこりうる教会員の高齢化、減少に対してど

のようなAり組みができるかという»し合いを

しました。10 年後には教会員の減少がØµにな

り、これから地域に、また福Ùを求める方々の

ためにどのように帯広教会は変わっていかなけ

ればならないのか、役員会をはじめ教会員A々、

教会のP来に向けて8機感をA}しつつ、�年

度に向けてその対策を1体化しなければならな

いという思いを持っています。教会員だけでな

く、地域に、またあら�る#々に帯広教会を�

っていただき、活�していただくために*がで

きるか。2023 年はその課題のために教会員一同

が力を合わせて考える一年としたいと願ってい

ます。

94教会

年間¬Kに�わたしは,の終わりまで、いつも

あなたがたとAにいる	を|げて歩みました。

2022 年度は、コロナ¤ではありましたが、年間

通して、すべての礼拝をみんなでÓまってする

ことができ、感謝します。

新得教会の動きとして、10 月に�礼式が行われ、

新しい'間をÅえることができ、喜びました。

また 10 月には、長年、信&生活をAにした,c

がIに9されました。

5 月から 10 月にかけて、新得�内に�在された

他教区の教会員と0わりを持つことができ、喜

びでした。

子どもたちのÓ会を 11 月 23 日と 12 月 24 日に

持つことができました。Ó会を通して、子ども

たちへの伝道を積極的に行うことができました。

� 月と 1 月には、�ンラ�ンを�い、«l教会、

中�津伝道所と0�することができました。コ

ロナ¤でこれまで開;できなかった教会vÀ会

を 11 月に、教会Ã³#ーク�"ップを 3 月に.

開することができました。11 月には@§感謝f

餐会をして、�さし�りにf餐会を行いました。

毎月の週報発送*�も�かさず行うことができ

ました。教会��ーは残念ながら開;すること

ができませんでした。

少しずつ活動が.開されてきましたが、コロナ

¤による礼拝出席者の減少や高齢の方々の礼拝

出席減の課題があります。そのため教会会¸が

厳しい状況です。教会関係者や子どもたち、地

域の方々への積極的な[教にAり組んでいきた

いと思います。

＜� 
 � � 地 区＞

a別教会

P,���伝道所

�)藤fÒ牧師�W見�教会�を主任担任教師代

務者として、歩んできました。

�Þ主日礼拝を守り続けることと主任担任教師n

µへ向けた�:をすることにÓ中するßとのÞM

本方針ßにM
いて活動しましたが、Þ主任担任

教師nµßについては進Uを見ることなく、新年

度にその課題を引き継ぐことになりました。

�Þ主日礼拝ßについては、地区内外の方ÓのÞ[

教ßS$を得て、毎主日、Áかな礼拝の時を持つ

ことができました。

�また、M本的に毎�|日の;前中に、定6の

Ó会として、Þ¬書ÆÀ・(�¨子À書会ß開;

することができました。

�11 月に、全IのÁ教会に向けて、�b通信

��ーラップチ	¥ 49 ;を発行し、同時に、�

$宣教��9Wを
[しました�目3\ `__ ���。

_�教会

コロナ¤の歩みも 3 年¡となり、感染z大状況

にX:されつつも¬書と祈りの会や¬餐式、ラ

ンチやf餐会を.開することができた。3 年mり

の地区の合同G�キャンプには教会の子どもÓ

がこぞってH5した。G��+旅行のZ�はË

わなかったが、それに代えて日Zりでの�+に

教会員}dで出かけることができた。¥には昨

年度にVめた平E¬本Uも継続して開;された。

6年のe6行事は中止することなく�どZ�で

きたと言える。

会員の動向としては、ÌSして³@を離れる

方々があり、ZしさとAにT�者が一名のみに

なってしまうeみとも出会った。長年教会を支

えて来られた教会員らにも,h上の問題がそれ

ぞれに現れ�とした不XやZしさがlえない。

そうした日々にも、教会にÓまる子どもたちの

¿やかさはいつも の心をEませていた。

� 月に教会3¤ �0 D年をÅえ、記念¼の発行を
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¡指して教会の歩みをmりÉる時であったが、

年度初めに牧師辞任のiを受け©会で決Âし、

今後の歩みについても心を2いた年度でもあっ

た。nµ活動はh定以上にÔ²し、�年度には

教会の歴史の中で初めて�牧の時代へ-る。

教会にも幼稚園にも不Xと心ªさはQきないが、

CÔの時にこそ教会員が一%となり、歩みを続

けるidと使?感を確かにして�く新年度を¡

指したいとこ�。地区や教区にもお祈りお支え

を願いたい。

*fH教会

�2022 年度は、前年に引き続き、新型コロナ�

�#ス感染症対策のため、行事や活動が制®を

)-なくされましたが、それまでの対策����

�タ�ー#やマスクの�i、隣席の#のÙ�に

直oさらされることがないようテー�#に�ク

リ#·�ーテー�"ンを設«、q�に�iして

/Y間は�0q型q�iを¥働�を継続Z�し

て、礼拝とwの(の2^�
まu行ってきました。

�もち�ん、たくさんの#に来ていただいてす

る行事は、当初から¸�すらできませんでした

が、それでも、��ーは、昨年度に引き続き規

模を縮小したミ�・��ーという形で行いまし

たし、休止してきたクリスマス・��Ã³礼拝

に代わる形で、Þ�#�ンとマリン�によるクリ

スマス・コン�ー�ßを行うことができました。

このコン�ー�には、(#の�T者のほかに 42

名のH5者がありましたが、その内、ち�うど

半分を、教会員の>#・�#・教会DÈ在住の

方Óで7め、一²に�Tを�しむ形で、クリス

マスを祝うことができました。

C(教会

今年度も、コロナ¤のなか、制®は減ってきて

いるものの、7*#CをHIし||4みました。

昨年度までに、Ì出©が続いたが、求道者 2名

を+えられて歩んでいます。クリスマスには 1

名の�\wもH5くださり、感謝でした。

コロナが´ち いている時�には、Ã³�­´

や運動不Á対策体rを礼拝後に行ったり、xÜ

やティータ�ムもj々に行いました。

��V教会通信	を、6年よりもÊれてしまい

ましたが、今年度も発行・発送することができ

ました。

今/は、地域の方々がB々に�これほどのÕは

初めて	と言われる大Õでした。昨/ßvにか

けてÕNを受けた、外F、��タンク、yh�

�ラー、«���ラーの0qを、会NA�のお

4けをÙいてZ�することができて、今/は�

事に過�せました。

地区・教区のお祈りと0わりとお支えと、全I

のÁ教会とのつながりの中で、歩みが支えられ

ていることをここ�から感謝しています。

G別教会

今年度もコロナ��#ス対応による制限がある

中で、礼拝、¬餐式、祈£会を守ることができ

た。しかしながら、定6の役員会以外、会Üを

(うÓ会はpえている。½り合うOが減少した

ことをAり戻す�求は強く、今後のPoを�a

している。2022 年度の新たなAり組みとして月

に一度ではあるが、�ン��#に»しむÓいを

行い、クリスマス礼拝の後に�Tする機会を得

た。また、教会学校は休会状態だが、礼拝に出

席している幼0向けに月に一度プログラムを組

んだ。今後、さらに定�的なAり組みとなるこ

とを願っている。会員動向では、最高齢 104�

のお一#と、95 �の会員が主のn»に9され

た。お一#は�#��ス�S$をされていたこ

ともあり、!し�りに教会礼拝Nでの小さな¶

-となった。喜ばしいこととして 21�の若い受

�者が+えられ、クリスマスの喜びが�別のも

のとなった。クリスマスには、教会報�かいば

おけ	145;を発行し、道内Á教会にÌ送でき

た。また、�教会�内	をtえたので、今後の

��ー#に使�したいと願っている。ちらほら

と新来者のLが見え、ようやく�教会へおいで

 さい	とRをかけることができそうな状態が

見え、�年度の課題ととらえている。

l0教会

今年度の主題¬Kは#� 2¨ 14«。この年度、

K地Ç-やÕNによるT�F+理、´Õ防止�

設«、ÞÄO�ス��#�_事、礼拝Nyh機

¾替©、多くのÅ�をdºとしました。地区で

は教区年頭+養会�:、�b二のD伝道所の礼

拝応援や教区のK員会S$もありました。昨年

度に引続き��ンダーの課題を深め、�信徒の

>	にも紹介され、ÍÇ学園大学の小~w6教

nを礼拝にnき学びました。毎�|�¬書と祈

りの会	、若者�わかい�のっ���	も¬書の

学びを中心にもたれ、�'神学大学に若者の一

#が�Ã、o活¢とÑ¼¢に若い受�者が+え

られました。礼拝ではコロナ感染防止を考gし

時間短縮にÃ³�は1«のみ、¬餐は(大祝日の

みとし、コロナ対応¬餐�1を�い、長��席

者への¾問¬餐もしました。地区の年頭+養会

開;�:にも5わりました。牧師は4月から0§

会代¹を兼ね、平日これに当ります。幼稚園で

は毎週教師への¬�、園0への礼拝、s発的な

園�ス運Ì、毎月�とわの�(f高校	礼拝S

$もありました。礼拝Nでは教会関係者のチ�

ロと$���リンの�T会、礼拝Nに一�し、3



－　ᵒᵒ　－

年�りの�Ç�とÜべ�を考える会	もありま

した。新年度は、コロナ¤で様変わりし教会の

0わりをどう形*るかが課題です。¬餐を毎月

に戻し、<Ó会など=め で試行Î½しながら

少しずつ以前の状況に戻せればと願っています。

＜
 � 地 区＞
>0教会

}[教会はコロナ¤が続く中、主日の礼拝を中

心に、教会の使?であり9?である伝道に7み

たいと願いつつ歩んでいます。主日は| 9 時 30

分から¥一主日礼拝Ý元々のÜÝ礼拝Þ。出席

する子どもが+えられ 10 数名の礼拝をささげて

います。10 時 30 分から¥二主日礼拝。以前から

比べÓ分少なくなっていますがÝコロナ¤の�

減から少し戻りÞ�0 名前後で礼拝をささげてい

ます。その内 10 名前後が求道者で、受��:を

Vめている者も+えられています。礼拝後は毎

週青年祈り会、求道者会が行われ、それぞれの

信&の導きの時となっています。

¥二主日礼拝後はキリス�教-Ï講^で使徒信

�を学び、毎週�|日;前は¬書を学び祈る会

を行っています。今は 20 名前後の出席で�ラテ

!の信徒への手©のn言´から学び、それぞれ

のため、教会のため、,�のために祈りを合わ

せています。それとは別に¥一�|日のH方に、

�¬書の#々の祈り	の�リーズで¬書を学び

祈る会�を行い、10 名`の出席者があります。

病院・�設などへの¾問はÔしいですが、教会

Nまで来ることができない方への¾問¬餐を大

1にしようと6めています。�段は YouTubeで\

a礼拝を守っている方のもとに、n言´と¬餐

を届けるという牧会の本来の�がなされること

は感謝だと感じています。今後、教会組織やS

$のスリム化、教会行事の検討、会¸の抜本的

見直し、文化財である礼拝Nやyz館の維持を

していかねばなりません。

>0��教会

2022 年度は 4 月以Ñ、|Hの主日礼拝を短縮形

式から通常の形に戻すという早�の踏み込んだ

決vをしましたÝ礼拝動�Í信・°宅礼拝�プ

リン�は継続Þ。礼拝後のうどんÜN・コー�

ーコーナーも感染症対策を�した上での.開を

年度当初から綿[に¸�し、� 月から.開するに

至りました。�|日の祈りのÓいや、ナ��プ

ログラム、ミ���ー、逝去者記念礼拝、-Ï

講^、��プ�#�ンミ�コン�ー�なども_

Tしながら積みÎね、そのk�としてクリスマ

スには3年�りとなる祝会を開;し、コロナ以Ñ

に受�・-会された 1� 名の方々を歓Åする�と

時を持つことができたことは記念すべきことで

した。これらの積極的な行動は、0わりの.開

とAに教会財政の改善のためのAり組みでもあ

りました。2022 年度は北?教会の財政、そして

塔・外Fの補+_事¸�Ý23 年 � 月から_事開

VÞを·えくださった教区内外の教会・個#の

方々の祈りとお支えを7みとしながら歩んだ一

年でした。伝道師nµの 23 年度見送り、年度�

特別�ÏのZ�などのdºもありましたが、主

の導きを信じつつ、この地にbつ北?教会の使

?を.確認する歩みとなりました。,h状態の

µしい変化により教会にÓうことがCÔになっ

た教会員が多く、�年度は教会員で¾問する¸

�です。

>0�!教会

}[中央教会においては、2022 年度はコロナ¤

においても、少しでも以前の様な活動をAり戻

すために模索した一年であったとAに、牧師0

代と言う大きな変化に:える一年となった。

教会員の二名をIへと送ることとなったが、教

会員おÏれ合いである男性が高齢であるにもか

かわらず、�礼を受けられて教会の群れに5え

られたことは大きな喜びであった。

事�としては、5 月の3¤記念日の前後を¡�

に 2022 年 5 月に五十D年記念事�の一環として、

�50 年の歩み	を*k、Í`を行った。

3¤記念日に関しても、e6の記念写真は�者

に頼まず教会員の旦那様に依頼して撮影を行う

とAに、e6のお°びf餐会も行うこととした

が、e6であった で*って持ち寄るのは中止

とし、Ç-したお°びとクッキーにてf餐会を

短時間で行うなど_Tして行った。

¬餐式も.開して、以前までの前に出て¬餐を

受けていた方法も試みたが、個包装の�どう液

と個包装の���ースを使�して¬餐式を行う

様にしたため、席までÍ餐する方法に変えてZ

�した。

牧師をはじめ、複数の教会員が新型コロナに×

性となったが、教会でクラスターをÃこすこと

なく乗りÈえることが出来たのは幸いであった。

牧師0代前に、教会内において混乱を生じてし

まったことは残念の極みであったが、新たな牧

師をÅえ、喜びを持って教会員が一致して礼拝

をrげられることを�むばかりである。

e>0伝道所

2022 年 4 月より新たに代務として、}[北?教

会の指方信平牧師が+えられました。礼拝時間

は 10時 30分からですが、月に一度指方牧師が来

られる時は 14 時からとなりました。それ以外の

礼拝は、信徒が0替で�わかちあい礼拝	を行

っています。



－　ᵒᵓ　－

他教会が協力してくれた=�に�ってテーマを

わかちあったり、Ã³礼拝、北?教会の �� を­

き礼拝を守っています。礼拝出席#数は、平@ 4

ß� 名と少数です。コロナ¤が@まり、新しい礼

拝出席者が+えられる事を全員で祈っています。

当伝道所は初代¤石Â�牧師の�Nによりbて

られ、今年 5 月で 40 D年という«¡をÅえます。

記念¼を*kする�:をしています。今後は、

地区の他教会との0わりやÓ会のH5などに積

極的にH5して新しい出会いや発見をしていき

たく思っています。}d教会による��ンラ�

ン合同礼拝	のH5も検討していますが、?1

や �����設:への¿Ï面でÔしい面があります。

とりあえず、4 月�に�#中央教会にての��ン

ラ�ン合同礼拝	に信徒全員で体験H5して検

討したいと思います。

���3教会

2022 年度�½�地上ではよそ者�旅#�であり、

!住まいの者Ý寄�者Þの群れとしてIのjÍ

へAに向かうÇ上の教会として	に導かれ、北

�教区の大きな支えの中で歩みました。教会が

¼った会Nに(う大きな課題に 1つ 1つにAり組

んだ1年でした。}[北?教会と北�教区にÏな

る牧師の方々の�理解・�協力に支えられ、引

き続き、新型コロナ感染予防対応には十分�i

し、礼拝O所は �月から}[北?教会のお,»に

なり、毎¬日 14 時半から礼拝を守ることが出来

ています。�席の方々に週報や説教をお送りす

ることを、昨年同様に7行しました。また、感

染予防のために、礼拝以外のÓ会や活動は行い

ませんでした。!住まいの礼拝Nで礼拝を休ま

ず、主にある,cVUがAにÓい、み言´を聞

き続けられるfみに感謝しつつ、信&のM本に

¤ち続けました。11 月、}[北部教会の�理

解・�協力のもと、!,そらち牧師が代務者を

お引き受け さり、大きな課題の1つ、会N解体

への歩みを進めることが出来ました。2 月、新会

Nに向けて教会員の思いを合わせる歩みの1歩を

踏み出したばかりです。�Ëにc�をFわず主

とAに歩み続けて行きたいです。

<&教会

2022 年度も、たくさん地区や教区のみなさんに

支えられた年でした。代務教師が0代し=E#

代務教師に導いていただきました。コロナ¤で

ずっとW�していた�N式を 10 月に行うことが

出来ましたが、}[地区}d教会の支えで今年

度¥ 5週の主日にZ�した�ンラ�ン合同礼拝

に合わせていただき、H5教会と合わせて 250

名ほどの方々とAに祝福の時を持つことができ

感謝でした。また、対外向けに�N感謝のコン

�ー�を 3月に行いました。短い時間でしたが

教会以外の方々をnき、こどももおとなも�し

みました。年度Ç中から ��と一²の礼拝に戻し

ました。��の活動も少#数となっていますが続

けることが出来ています。礼拝後のvÀなども

やっと継続して行えるようになりました。一方

で教会員の 4名の方が9Iされ、さびしさを感

じています。

主任担任教師不在も 4年となり、今年こそnµ

をという教会員一同の祈りと願いがかない、主

任担任教師をÅえることとなりました。2023 年

4 月からは新しい教師とAに�地域に�Rす教

会	となるためにこども園への理解や支え合い

を強め、新会Nや牧師館を�いた[教を検討

し、また組織や運Fについて_Tしていきたい

と考えています。神さまの強い導きと、地区や

教区のÁ教会の祈りと7ましのうちに支えられ

た教師不在の間の¯験を活かし、信徒が積極的

に教会運Fを行っていくことを継続していきた

いと思っています。

�別教会

2022 年度は、[教�½として�力は`さの中で

こそ	を|げ、主題¬Kに�コリン�の信徒へ

の手©二 12 ¨ 9 «	のn言´が+えられ 1 年の

歩みが守られました。教会員の動向として、ク

リスマス礼拝において 3 名の�礼式がLり行わ

れ、教会に新たなvが5えられ大きな喜びを分

かち合う時となりました。

2022 年度もコロナ¤の歩みが続きました。牧師

と牧師\wがコロナ×性となり1主日を在宅礼拝

として守りましたが、それ以外の主日は教会に

Óまって礼拝を守ることができました。コロナ

¤でVめた You Tube による礼拝のラ��Í信も

継続してAに礼拝を守ってくださる>が+えら

れています。クリスマスには感染予防・対策を

心がけ!し�りに¬餐式をLり行うことができ、

コロナ¤で中止していた祈£会を月1Pの�ース

で.開し、3 年�りに幼稚園の子どもたちと保º

者をnいて教会と幼稚園のクリスマスコン�ー

�を開;できました。

コロナ¤がyけつつある中にあって、ÖÜを(

うÓ会やf餐会の.開について、教会全体会の

開;について、会Nb¬に(うÉ�、礼拝につ

いて©、課題と向き合いつつ新しい年度を歩み

たいと願います。

2023 年度の[教�½は�c�を¶りにして	、

主題¬Kに�ローマの信徒への手© 5 ¨ 3Ý4 «	

のn言´が+えられ、�ばりが�yz幼稚園と

Aに、地区・教区とÏ帯し[教の働きを担って

いく教会の歩みでありたいと願います。
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@>0教会

2022 年度も新型コロナ��#ス感染状況に対応

しながらの歩みとなりました。

今年度の[教方針・活動¸��長��席者や礼

拝出席がCÔな方	には教会員の寄せ書きを�

えた、お¼生�ー�を継続して送りました。

�新来会者をÅえる教会	については、� 月T内

ではありましたが、�����ー�キ ー、9 月

には3年�りにKTÙ�教Lがコン�ー�会Oと

して礼拝Nを使�、10 月はH5#数は多くはあ

りませんでしたが、教会��ーを開;しました。

クリスマス祝会やうた�え=­は残念ながら中

止、����ランチは数Pのみとなりました。

� がH+する教会	については、礼拝出席者

が司会や�ÏS$を分担して行いました。礼拝

出席者も限られた#数でしたが、このような歩

みができたこと、またお二#の方がÌ会者とし

て、£どもの小さな群れに5わってくださった

ことは、大きなfみでした。

一方で、かねてよりÛ田牧師の多Zなお働きの

様子に、体調不良を�じておりましたが、1月 10

日から一週間の検w-院、現在通院��中とな

りました。教会員一同一日も早いPoと神さま

の�しを祈り、教区・地区の さまのお支えに

感謝し、主を&ぎ、2023 年度もc�をもって歩

みたいと思います。

Ys内教会

2022 年度は、�あなたがたには³Ôがある。し

かし、5�を出しなさい。わたしはlに,に6

っている�Ý���による福Ù書 1�¨ 33«Þを

年間¬Kに、�今だからこそ、�祈り・隣#と

生きる�	を年間¡�に|げて歩んできまし

た。新型 ��
���19 の感染z大によって、牧師や

教会員とその\wにも§\者が出て多くの方が

厳しい状況を¯験しました。

ロ��による�クラ�ナへの(hに対してw/

?対の文書を教会の�に|げ、CÏという形で

平Eへの思いを現してきました。また、平EÓ

会では�ーラン�在中の元教会員からの隣Iの

状況と思いを報告していただきました。一2も

早いw/の終°を願います。

3 年�りに��ーを開;できました。以前のよ

うな大々的なものではありませんが、こども園

の関係者や地域の方も来てくださり�しい0�

の時となりました。�コ�コ�½C�ミ�・��

ー�	も継続して行いました。

}[�プテス�教会Ý日本�プテス�Ï�Þや

}[キリス�教会Ý日本¬/会Þと協力して、

生活にC�している方へのÜ�Í`活動�みん

なで4け合いプロ��ク�	を行うことができ

ました。隣#とAに生きることの1体化と考え、

�年度も継続して行う予定です。

�真Ù内は元�でyるくなったね	と言´をか

けていただけることが多くなりました。うれし

さで 2023 年度も、ますます元�に歩んでいけそ

うです。北�教区の さんとAに元�に歩んで

いきたいと願います。

>0�V教会

代務体制に-って 1 年 2 か月が¯過した。礼拝

は、¥ 1Þ代務者と¥ 3Þ外部牧師を説教者にÅ

えて、¥ 2 と¥ 4Þ}[北部教会礼拝に�ンラ�

ンo続、¥ 5Þ}[地区}d教会�ンラ�ン合同

礼拝という方式で守っている。今年度は先の2年

間のような新型コロナ��#ス感染症対策によ

る礼拝休止をすることなく守ることができた。

代務者や地区内の教会や牧師からの支援と協力

に感謝したい。週報*kなど、礼拝を守るため

のU務Á々やK員会活動・会N�理などは教会

員で分担して担っている。この1年間は、代務体

制での歩みをtえることにVまって、それなり

にjれてきた感がある。つまり、元�なりの代

務体制での�ースができてきたようにも見うけ

られる。

他方、新型コロナ��#ス感染症対策によって

休止や縮小している活動、6えば、教会の0わ

り・��ーの開;・こどもプログラム・伝道活

動など.開できていない活動もある。全てを

�コロナ以前	に戻すことが¡�ではないが、

.開できる時�を見極めながら、%せて、今に

Ëった活動の形を模索するdºがある。特に、

�これからの元�のこと	を考えなければなら

ない。中でも牧師nµのことが一番の課題なの

だが、日々のことにÆわれているうちに1年が過

ぎた�がしている。

tU教会

ß生教会は、19�2 年 9 月の設¤以来、ß生yz

幼稚園の運Fを[教の�として4«
けて、A

に歩み、今日に至っています。x会Nとx園舎

はªt化のため大規模な改+をdºとしていた

ことや、幼0教育と保育を一体化していく時代

のº¸に応えるべく、幼保Ïe型認定こども園

に¦行し、幼稚園園舎を新¬いたしました。園

舎と一体化していた礼拝Nを解体し、新会Nを

b¬することにいたしましたので、長�にわた

り、幼稚園の�ー#を,りて、礼拝を行ってき

ました。2022 年 2月には新園舎が完kし、同年 4

月より認定こども園としての歩みがVまりまし

た。その後、礼拝Nのb¬がVまり、10 月には

完kし、11 月 12 日に�N式を行いました。新会

N�Nに当たり、多くの方々の祈りと�Ïによ
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って支えられて行われた事�であったことを、

改めて心に�め感謝をしています。

10 月より新会Nで主日礼拝をささげています。

また、幼稚園の保º者会のクリスマス礼拝や子

どもたちの礼拝Nc検、お祈りの時間など、幼

稚園でも新しい礼拝Nを活�しています。まだ

まだ、できることが多くありますので、様々な

_Tをして、ß生における福Ù[教に�いてい

きたいと思います。

>0�部教会

2022年度は!,そらち牧師就任20年¡でした。

nµの時の申し合わせで、�任�は設けない

が、5 年�とに©aを行う	ことになっていまし

た。そのことと、ここ3年のコロナ¤での礼拝、

教会活動について教会員全員に�ン�ー�Ý牧

師について、Poしたい教会活動、変えてもよ

いこと、新しくしてみたいこと、教会へのd

�Þを行い、vÀ会・+養会を合わせて3PZ�

しました。教会員が高齢化する中でも、前向き

なi見が多く、それぞれの思いを確認する大1

な時間となりました。現在、礼拝は短縮、祈£

会は�ンラ�ン、�� の活動もほとんどない状態

ですが、2023 年度からは対面の大1さをi¹し

ながら、活動を広げていきたいと思います。

D平子どもの\は、Óまってくる»子の数は少

ないですが、まさしく»子たちにとって、ほっ

と広Oになっています。今v9園した複数の»

子がキリス�教幼稚園をËんで-園を決めたこ

とは、£たちにとってもとてもGしいことでし

た。

2023 年度も地域と繋がり、教区内のÁ教会と

繋がり、神さまの見守りの中で歩んでいきたい

と思います。

T
�!i教会

£たちはこの年度もまた、コロナ¤の中を歩み

続けました。主日礼拝Ý短縮礼拝Þこそ守り続

けて来ましたが、0わりの時Ýf餐会・­»会

©Þは一度もZ�することができませんでし

た。しかし、3 名の受�者と 3 名のÌ-者が+え

られたことは特筆すべき大きな喜びでした。

£たちは今年度の[教¡�の一つとして�教会

を開く	ことを|げましたが、4 月より早É��

#�リ�Ù�教L	が開講されました。その受

講生が礼拝に出席することもあり、またそのプ

ログラムを子どもの教会で分かち合う機会もあ

りました。1 月からは地域の合唱Hへの会Od&

もVまりました。他に、平Eを祈るチャリティ

ーコン�ー�、}[地区�ンラ�ン合同礼拝へ

のH5、«l教会支援��ー©々、これらもま

た�教会を開く	試みです。

一方、対内的な活動にもÁかなみのりがありま

した。新しい教会報�あ�み	が発行されまし

た。4 Pのミ���ーがZ�されました。ちぎり

¬教L��つじぐも	が開講されました。クリ

スマスは予定されていたÓ会をすべてZ�する

ことができました。

当年度の大きな課題の一つとして、新しい教会

の組織*りがありました。そのため、6年の年 2

Pの全体vÀ会に5えて4Pのミ�vÀ会を開;

しました。新年度より新しい教会組織・体制で

[教活動が行われる見通しです。

>07]教会 

�·かのための·かになる	。これを教会�½

にして 2022 年度を歩んできました。vは·かの

ために*ができるのか、を考えました。Gはそ

の1体化として��ープンチャーチ	を開;

し、地域の さんに教会を開iしました。¥は

一時的に�コロナ	の状況がÊÅして、·かの

ために祈りつつ過�しました。/は�N式

Ý1�29・日Þを行い、新会Nのために祈り、協

力くださった さんのために報告書を*k、送

%する*�をしました。さて、その�のvは本

�的に�·かのための·かになる	ための行事

などをおこなう予定です。

2022 年度の礼拝は、�コロナ	対応の短縮礼拝

を行い、それが定 した感があります。�コロ

ナ	の状況は¥やかに Ñ�味です。けれども、

礼拝式Òを元に戻すのではなく、これを機会に

さらなるÁかな礼拝を考えていきたいと願って

います。

また、礼拝だけではなく、新会Nをどのように

�いていくかが大きな課題です。礼拝だけに使

うのは7体ない。地域の·かに、求めている·

かに会Nが使われて、さらに教会のH在i義が

増していくと思います。地域にfされ、#にf

されていく教会として、�年度も教区の さま

とAに歩んでいきたいと願っています。

9X&教会

 [教�½�信&の°由を守り、c�を分かちあ

い、神のfに生きる	。1 コリン� 13�13 を年間

¬Kに|げ歩んできました。 様の�かい�支

援にいつも感謝しております。

毎月 1 Pの礼拝説教をめぐる応�と分かち合い、

学´会��礼拝と司式者のつとめ	�.0理問題

について	�ほしのみのAり組みについて	

��»変動と地��y化	�ÑI問題	��¦

�ィー#�#ーク報告	。�
� 上���x1ら�

ばか	�¥�の^Y	を開;しました。わたした

ちは、2020 年に発¹した�w後 �5 年をÅえての

新発N教会平E[言	をよりZりあるものにす
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るためにささやかでも、Aり組みを進めたいと

考えております。毎月1P教会前で平Eスタン�

ィングを行い、=発�染�i出?対、�� ���Ü

�クラ�ナに平Eを、X+元Ø�のI¶?対、

�¦・��XのÁ事化?対、ミャンマーに平E

をÜ©のプラ�ー�を|げました。クリスマス

には�平Eを祈る	をテーマに���リ��ー

ク	�本の紹介�で�り上がりました。À書会で

は�教会教をÈえて	��・���ッ�µ�をとり

あげ、©³者の大)一ÌさんをおÅえし、深い

学びのときとなりました。�全 �P�

また、北�道Â会へ�特定iO性Vz�最終0

分�設の北�道における{º調wv念について

のº¸	をd出しました。北�道をX心してr

らせるQにして、こどもたちに手�したいと願

っております。

  � 月に前任牧師であるÎu>先生はIにZられ、

11 月に記念会を開;しました。Îu牧師のお働

きを感謝のうちにふりかえり、継承していくd

を新たにすることができました。

�1+教会

2022 年は�わたしのもとに来る#を、わたしは

決してÆい出さない。	Ý���による福Ù書 �

¨ 3� «Þとのn言´を+えられ、教会に導かれ

ているお一#お一#とAに祈り合い、受け-れ

�っていpます�jにと]いなmら4みました。

引き続き新型コロナ��#スの感染対策を続け

つつ、礼拝時間を短縮し、<会の6会やf餐会

などもpえる1年を過�しましたが、様々な制®

があったにもかかわらず、先の�ースター礼拝

で一#の,cが�礼に導かれたことは、教会に

とって大変大きな喜びとなり、7ましとなりま

した。,c教会や地区ß教区の0わりにもfまれ、

お祈りと多くのお支えもいただけたことを感謝

しております。

近隣におられる生活にC�する方々のために�

ー��ンクを通してÜ;をささげる働きを継続

し、Gには�き出し活動にもH5することがで

きました。今後も地域に$えて行く歩みを導か

れたいと願います。

�� ��チャーチ	は引き続き教会全体の祈

りの中でyかく受け止められ見守られて4名のメ

ン�ーが定 し、活動しています。幼いÚの内

-に育まれて来ている主��ス様への信&が更

に守られ強められて、受�へと導かれますよう

祈っております。

2023年度は�わたしは¶れÎに道をkき ��に大

�を�れさせる。	Ý��!書43¨ 19«Þのn言

´を+えられました。主のn�が現わされていきま

すように、お祈りÙければ感謝いたします。

＜� 	 地 区＞
'E教会

昨年同様マスク �、Æ³�一«のみ、席の間

Ðをあけ、¬書sÀも司会も説教者が行い、会

µは 席のまま。�関に�#コー#��を«き

-LおよびÇ出のときに手指の��をする。高

齢な方は、°Sの1vにて、出席する、という

�をAり上げれば、変3的な礼拝しかできませ

んでしたが、¬餐式に+ることができるように

なり、感謝します。¬書�¦祈£会は休会。¶

-も最少#数の出席、という厳しい状況で過�

しました。そのようなことも、主の導きとfに

より、ようやく本来のLに戻りつつあること

は、感謝です

中央幼稚園も行事を変更したり中止したりして

いましたが、園0数は、比Â的Ò調に"びてき

ています。

この一年をmりÉり、礼拝をrげることのでき

ることが、いかにfみであったかを、改めて確

認し、これからも、このような予hもしないこ

とがÃこる可能性をよく認¹し、*を本来的な

ものとするのかを、もう一度考え直し、=�に

¤ちÉることを、真剣に考える機会となったこ

とは、まさに、時が良くても]くても、福Ùの

[教に6めよとの、主の�K²と�指£に、も

う一度、すべての教会員が、°·すべき時を+

えられた思いで、さらなる[教の�に、7みた

いと思います。

'E��i教会

2022 年度も�福Ùのためなら、わたしはどんな

ことでもします	Ý¥ 1 コリン� 9�19ß23Þと

いうテーマを継続しました。ずっとこのテーマ

でやっています。教会は#数がすべてではあり

ませんが、#B減少と教会員の�高齢化	によ

り、毎年のように礼拝出席者が$ しているの

が現Zです。そのことにより、財政面も$ し

ています。教会としては�[教	の���ィ�

を考えながらやっていくしかありませんが、今

年度も、�新型コロナ��#ス	対策として、

礼拝以外のほとんどの活動は休みました。礼拝

も短縮を継続しています。しかし今年度は、受

�者、Ì-会者を+えられ、少し新しい方もみ

えはじめています。� 月の超教�主;の平EÓ会、

2 月後d地区主;、信教の°由を守るÓ会は、残

念ながら行えませんでした。しかし教会として

は、� 月平Eの礼拝、2 月信教の°由を考える礼

拝を守りました。今年も �月の教会3¤記念礼拝

を短縮にし、B前礼拝に変えて礼拝後短く��

�者記念式	を行いました。12 月のクリスマス

キャン�#礼拝Ý24 日Þも中止としました。し

かしクリスマス礼拝は短くですが、今Pもクリ
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スマス�ーズンは、©のクリスマス�リーを*

り、<°の祈り願いを¾り%けました。£Óは、

その#が礼拝に来るかどうかだけではなく、い

�い�な#との繋がりを増やしていくことがÎ

ºと考えます。い�い�な���ィ�を出し合

いながら、新しい時代に:えなければなりませ

し、P来は教会の合同も±Îに-れなければな

らないかもしれません。小|/園通教会を·え

てお祈りください。

7$教会

1.2022 年度の主な働き

qく代務者による教会運Fが続いていました

が、4 月に平J史牧師が主任担任教師として就任

しました。認定こども園手M幼稚園の4園長を

兼務しています。専任の牧師が+えられたこと

により問Xが活発におこなわれるようになりま

した�c�者には¬餐式をZ�していますÞ。幼

稚園の先生たちの¬書の学びもスター�しまし

た。教会通信を毎月1P発行して教会の様子をお

�らせしています。また 10 月より週報に前週の

礼拝[教のºnを|Ãするようにしました。m

りÉりや、礼拝に出席できない方の¬書の学び

の一4になってくれればと願っています。

2.当面する大きな課題

現在、幼稚園を,りて通年で礼拝を行っていま

す。教会のK地とb�はA得していますが、内

装_事と維持Åを生み出すことが出来ないでい

ます。*か良い活�法はないかと模索中です。

幼稚園は 3 名の教職員のÇ職に対し、3 名の教

職員をb�することができました。新しい体制

での一年となりますが、�手への信頼を深め、

Aに4け合いながら、子どもたちにÀの高い保

育をd&したいと願っています。

3.新型コロナ��#ス感染症が 5月より¥ 2Ôか

ら¥5Ôに代わり通常の�ン�#�ン�と同じ_

いとなりますので、礼拝式を通常の礼拝式に戻

し0À´¤をAり-れること、Ã³�もl来の

ものとÃ³� 21 とを%�しているのをÃ³� 21

に一本化することを定�©会においてd�する

予定です。

�.教会

北z)市高校の'間たちが3ß4名礼拝にÓって

くださるようになりました。K教主任の高�y

 先生がうまく学校と教会を繋いでくださいま

した。3 年生がクリスマスに受�。また、2 年生

も�礼に向けて�:をしています。北z�ーも

2019 年度以来!し�りに行いました。Gは 45 名

�Ü事の�:を}青協の さんが手伝ってくださ

り感謝�、/は2�名のH5がありました。½られ

る�;や	XたzのQOに)を�lr�ました。

新型コロナの影響の中で歩みを進めざるをえま

せんでしたが、礼拝Nでの礼拝を休むことなく

守り続けることができました。しかし、高齢の

方、Á�設に-所されて外出が制限されている

方は礼拝にÓうことがCÔになってきています。

そういった�れや行きµまりからのPoのOと

しての礼拝、0わり、Ï帯でありたいです。

幼稚園でも変わっていかざるを得ない状況の中

で先生たちがこどもたちのことを思い、¡pら

しい働きをなしてくださっています。教会学校

につながる\aもあります。キリス�教を一²

に大1にしていくことができGしいです。

今、後dの地域にはÕ力発電¸�が�V持ち上

がっています。地域住民のRを�±した¸�で

す。°�は同じようにはo元できません。神の

3Îしたいのちが.つけられていること。また

�����リのfAがÃこっていることを思い、

教会として地域の課題にAにつながっていきた

いと考えています。

また、前任牧師である小°×�先生とおÏれ合

い小°真理子さんの生活を支えたいと願い祈り

を合わせて歩みを進めています。

*内教会

①2022 年度の主な動き

2022 年度の礼拝出席者数は 14 #Ý年平@Þで

あった。教会員の他に、道内の他地域や�外か

らの¦住者が礼拝に出席している。また、幼稚

園職員も 1ヶ月に 1度続けて礼拝に出席している。

9I者記念礼拝は、�遺wを礼拝Nに呼んでの

礼拝を�事に行うことができたÝコロナ¤で°

­していたÞ。そして、Ï澤伝道師就任式には、

後d地区から教職と信徒が出席くださった。ま

た、�ンラ�ンÝZoomÞでのH5もあって感謝

であった。クリスマス��の礼拝は、45 #のH

5があったÝ幼稚園にてÞ。1 月には、平J史牧

師Ý手M教会Þをお呼びし、�礼式が行われた。

さらに、�ーム�ー�を開設、�nstagram の��

�ン�Ý22年度�には�ォロ#ー300#超にÞも

*kし、W内�の方々に、さらに教会のg報を

発信できるようになった。

②当面する大きな課題

教会員の減少・高齢化に(い、礼拝出席者や礼

拝S$者が減っている。

③活動方針

23 年度、教会に少しでもÁを運んでくれる#を

増やすため、主日礼拝はもち�ん、礼拝以外の

Á活動も充Zさせたい。また、様々な理由をも

って、教会から離れている教会員や関係者と継

続してコンタク�をとって、教会に*かできる

ことがあれば、それを行動に¦していきたい。
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Z"伝道所

!�X伝道所では、主日礼拝と¬餐式を守りな

がら過�しました。

平@の礼拝出席 � 名前後とX定しています。伝

道�心なクリスチャン�ームが$事の�合であ

まり出席しなくなりました。一方、��8働や

/Y限定の�テ#関係者が-れ替わり出席して

くれています。

いわ�る�外I#	が¥zに出席してくれます。

/�½として日本½で礼拝・説教を行っていま

すが、それは中Iwの方々から�日本½を学´

したい	というc�に合わせたものです。週報

には式文が|Ãされていますので、司式者のR

が聞きAれなくても大�Tにしています。説教

も小型の�#���ー�を 2 Y�:して、1 Yに

は説教のº�を日本½で、もう一Yには中心に

なる¬Kを T�
から抜vして新A同³との比Âで

�?に説yしています。多様性を認めながらも、

きちんとした日本½でと考えながらすすめてい

ます。日本キリス�教Hが�§なプロテスタン

�教会であり、ここでL行される¬餐式も�§

であると主Fすることが、来¾者のX心・X全

に°びつくような�がしています。教Hの式文

を守ります。

コロナが@Wに向かい、�に¿わいが戻りました。

��#ではない地にÁのついた発Uを祈ります。

＜� � � 地 区＞
+A伝道所

1．fみ

2022 年度もQX[教協力CÏへ地区・教区・全

Iから支援と�ー#をいただき大変7まされ

た。会N.生・牧師館b¬CÏは教会内¡�Û

2�41� '%の �4¬にÓした。2025年度のÓkと

完�を¡指している。~小牧地区教会からも継

続して�げてÙいており感謝である。

感染予防対策を心{けて毎週の礼拝、�ースタ

ー、�ンテコステ、クリスマス祝会、祈£会、

¬書に»しみ祈る会を継続することができた。

礼拝はc�者へ�ンラ�ンÍ信を行なってい

る。当事者�¦、�ック�ーク、�ス�#ク#

��が継続、新たに協同8働の�¦会、就8を

考える会、地域ÜNの試みなど、地域とのつな

がりが昨年度より増えている。また、�P¡とな

った�QÙ¢�し�ま・おま・�	も YouTube

Í信でZ�した。大勢ではなく	小さくÓま

る
可能性や、コロナ¤にあって、つながりの

Poを模索した。Ì-者 1名、Á活動から礼拝

へ導かれる方もあり、活動の広がりに神さまの

[教�ミッ�����を感じている。

2．³8や課題

教会財政は個々,�しているが、教区謝-保�

やQX[教協力CÏに支えられている。引き続

き、地元Î�の½CÝしままつÎ�だよりÞで

のつながりと@�にも�aしている。当面の願

いは、礼拝後のうどんÜNの.開である。

また、�QXだより	などをきっかけに、道内

外の方からメンタ#や生き
らさについての³

8を­く機会が一^増えている。�ンラ�ンの

当事者�¦には道外の方も継続してH5してい

る。教会の中で、X心して½り合える�4�


くりや、�その#が、その#らしく、その#な

りに	あることを喜�教会形kを他の教会の方

とも一²に¡指していきたいと願っている。

�FB�教会

新型コロナ��#ス感染症の影響は、ただ<に

教勢$ や�Ï減少にとどまらず、[教活動へ

の�極面があらわになった機会でもあったよう

に感じている。そのような中、3 名の高齢者の受

�により、あらためて�信&生活とは	を深く

考えさせられた思いである。�心に求道する�

持ちに対して、教会が応えることができ、Aに

喜びを分かち合うことができた。

°当面する課題±

�とつには教会員の高齢化というº3もあり、

f餐担当Iび会NcQのS$者の減少<向が見

受けられる。特にf餐については、教会の0わ

りを 支えする大1な�として、コロナ以Ñの

形を模索するdº性を感じている。

°活動方針±

まずは主日礼拝を信&生活の中心として4«


け、教会として歩むということを心がけたい。

教会では、�ンラ�ンの検討を=む礼拝の充Z、

また教会員の教勢的なX定を=む[教'間の充

Zをi¹したい。学園では、E�市との�Àの

上、E�幼稚園の認定こども園化を1vする新

年度となることが予hされる。

b'S2U教会

�コロナ感染予防のために教会の0わりが制限

され、�Áりなさを感じる方が多くいました。

そこで、昨年からは毎月¥ 3 日|日の礼拝後に

�お�しみ会	をVめました。f唱Ã³�をA

に�う、���リンや�ー���の�T、手;

やs手の形のmØ、ク�ズなど、�しいことな

ら*でもありです。また、礼拝後にささやかな

­»会を持つこともVめました。そのようにし

て0わりを少しずつPoしています。

�2 年後の教会3¤ �0D年にむけて記念¼を¤

{することになりました。更に、昨年度は�y

日の教会を考える教会vÀ会	を 2P行い、教
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会員の高齢化の中で今後どのような教会をめざ

していくかを»し合いました。

�こどもÜN�おいでや	は活動をVめて �年

¡になりました。さまざまなH体や��から寄

%Ïや寄�;をいただいて、コロナ¤の中でも

子どもたちにX心してÑべるO所と手*りのお

いしいおE当をd&してきました。また、昨年

は市内で子どものための活動を行っているÁH

体による�子育て応援まち
くり�ミッ� �n ~

小牧	にもH5しました。

�かおり幼稚園は、園0が減少<向にありま

す。そのような中で、園0のm得のために園の

保育の様子など伝える発信力を高めようとして

います。また、新年度から5藤4園長が園長に

なり、�石園長はK教主事として幼稚園のキリ

ス�教保育を支えていくことになりました。

0J教会

l 2022 年度もクリスマス礼拝など<種行事が守

られました。

l 少#数の礼拝ですが、毎週X定してH5でき

ました。

l 教会学校も平@すると 5名r度の出席者があり

ました。

l 新型コロナ感染症予防対策のため、3 [を�け

た形式の礼拝を続けました。

l ¬餐は中止しておりましたが、今後の見通し

としては、新コロナ対策が¥5Ôに¦行�¥、

記念行事の¬餐を.開する予定でいます。

l 会員の高齢化と}[への¦住などにより礼拝

に続けて出られる機会が減っている方々がお

ります。それ以外にも介ºや通院介4があ

り、日常の動きが制限されることが出てきて

います。教会活動が過¼担にならないように

心がけています。

また、上記の事gから教会員がÔ方の会Âに

H5することが、ますますCÔになってきて

おります。しかし、幸いにも Zoom を活�した

会Âが持たれることにより¼担が減ったこと

がZ感できました。感謝です。今後ともおお

いに活�されることを�aしています。

MI教会

­4 月 1� 日�日��ースター礼拝 新しい教会N

のb¬に%せて、a�のx©Nも完kしまし

た。これまで個々に保�していた©uを合同で

x©Nにxめました。

­� 月 1� 日�日�教会N完k感謝記念礼拝、講�

会に;田�d牧師�日本�プテス�Ï��"B

教会牧師。学生時代からVめていた��ーム�

ス支援	を教会の課題として継続し、北�A市

において 3000#�2022 年 �月現在�以上の�ーム

�スの#々を°¤に導いた ��� 法#�抱^�ほう


く	�北�A�ーム�ス支援機]理事長��を

おnきしました。会Nの他、6�会館で講�会

を開きました。

­9 月 11 日�日�教会N完k感謝記念礼拝、�プ

ラ�コン�ー���プラ��手��(子さんÞは、

すべて�:がtいチラ�Í`の段�で、コロナ

感染者z大から2PW�し、開;をI�v念しま

した。内容が�唱で、マスク使�はÔしいこと

もありました。�うことが大好きな方が多い中

で残念でした。

­昨年度は感染z大防止のため��てるの\	

の対0にÏeして、¥に 1 P�10�9�、/に 3 P

�11�13、12�4、12�11�、主日礼拝と祈£会を休

みました。それでも通常礼拝・祈£会を継続で

きたことは、地方の#B減少地域ある教会の喜

びでした。

­10 月 1� 日�日�に�/北コ����会Ý教会�

+会Þからのリク�ス�で、礼拝からつないで

��教会からの発題をA}しました。

­10 月 23 日�日�に~小牧地区信徒大会に礼拝に

引き続いて �oom で繋いで礼拝Nで0�を行いま

した。

­11 月 � 日�日�にx©者を·え、逝去者記念礼

拝を行いました。

­12 月 24 日�K�に元��教会との合同��礼拝

を行いました。��スÑ¼*を、会員がそれぞ

れ担って新ªな礼拝となりました。

­3 月 19 日�月�22 年度教会[教活動の一つ

��当事者�¦	を�いて、教区内の教会と0

�を進める	一つとして、QX伝道所と繋いで

¥ 1Pを試みました。

­五味牧師は超高齢を理由に 5月�でÇ任されま

す。後任牧師nµに向けて元��教会とA同で

*�にAり{かりました。

課題

��教会は�[教と牧会	の務めを、�福qと

,�	を務めとする�てるの\に%Mげしてき

たきらいがあります。�者にはÎなる¤域が多

くあります。それだけに、今後、教会のkjが

�aされています。

�MI教会

元��教会は、2 年間続けた年間¬Kを、この

�小さな群れよ、Jれるな。あなたがたのkは

喜んで神のIをくださる	�1954 年改³新®¬書

#�福Ù書 12�32�を�いました。

この¬KをËんだ � �は大変>«な#でしたが、

教会©会�:の役員会でこの¬KをËんだ、と

いうのです。通常の役員会でもほとんど発言す

る#ではなかったので、 ¨きました。他に数
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#Ëんできていましたが、年間¬Kは問題なく

この � �がËんだ¬Kに決まりました。

それからしばらくして、t� � �が体調を崩し

Iに9され、�の年の¬Kも ��を記念して教会

活動を進めることにしたのです。同じ年の 11 月、

長いこと元��教会を支えてきた �子さんが旅¤

ちました。不思Âな�4�をÃに|う、ふんわ

りおだやかな<性でした。� 子さんが�くなる数

か月前、同じ~小牧地区の男性信徒から元��

教会に多Ûの�Ïがありました。�� 子さんの導

きで°分は信&者になった	と言っている方か

らでした。� 子さんがしっかり種を�いていたの

だ、と感動したものです。

一�のÕのように 2年r前より、月に 1ß2 度隣

�より名寄教会出Ãの �子さんが礼拝に出席して

くれるようになりました。前向きで��#�ッ

� で礼拝のT�もGく担ってくれています。

�五味先生がいなくなっても、みんなで¢F�

う��	と真っ直ぐな¡でいう �子さん。わたした

ち.\は 、五味先生辞任にi��aしている

のですが、� 子さんの一言で、本当に¢Fれそう

になるから不思Âです。神様� ナ�スÍ)��

五味牧師が辞任なさいます。� 年間先生は説教

の度、真剣6¼のつもりで£Óと対@してくだ

さったと思います。説教は�主日¬書日課	に

lい、あまり»しんでこなかったx®¬書に聞

きました。*#も�神に¤ちZれ	とÚ言者を

¤て、��ロンO2のK*など厳しく�きなが

らも:®に生きる民として見Pてないx®の神。

今を生きる£Óも、x®の民と同じ��的な課

題をtき%けられていると思いました。

今は不Xばかりですが五味先生は�教会は牧師

のものではなく信徒もの	と、よく言っていま

した。できる事を祈りながらsし進めていけた

らと思っています。

#dZ�別教会

2022 年度も新型コロナ��#ス感染症のz大状

況に�^しながらの教会活動となりました。4 月

は園0の、12 月は牧師\wと牧師の感染により、

I�主日礼拝を\a礼拝としました。�ースタ

ー合同礼拝・�ンテコステ礼拝では¬餐のL行

はせず、1 年�りの¬餐をLり行いました。礼拝

後のxÜは.開していません。

2 #の方が9され、5本&³子さんの¶-

Ý��1�・19Þ・x©式Ý���Þ、E田3子さんの

¶-Ý1�30・31ÞをLり行いました。受�教会

である稚内教会・月N教会に当時の様子を調べ

ていただき感謝申し上げます。

大#と子どもの合同礼拝Ý�ースター・平E¬

日・Sªの日・@§感謝・クリスマス・新年Þ

と、��者記念礼拝・B前礼拝Ý9�25Þは短縮

しつつ6年通り行いました。北�道キリス�教

書Dの��により、lZ弘史神kと[道牧師が

対Àする�牧師さんと神kさんは*を信じて生

きているのか	Ý�oomÞに協力しました。

長く開;できていなかった教会協Â会を!し�

りに開;しました。¬餐やうどんÜNなど、教

会活動の.開のRがありました。リー��#�

ンの寄�や+理について、礼拝時の聞こえにつ

いて、外の十X�の��Ý設«Þについて©の

i見が出ました。

認定こども園L�めばえ幼稚園は、常+保育教

�の確保ができずクラス¤kÝ担任のÍ«Þに

³gしております。お祈り さい。

KQO教会

f立�0v年をÇえた今年度は、コロナ·でも

会�での礼拝Y­はせずにË�せました。

�こころのq�の近ÓへのÏ�もo寒§をÒ

く®月に�¡。そ=X�にも¤食会やÍÕÁ

¼な,、できたことも少し�えました。礼拝

c�者の�}が 10 sをÆえ、そのRから転入

者があったことは喜びでした。白鳥台家庭礼

拝も続けら=ています。

総会で設置さ=た噴火災害対策委員会では、

v§的な噴火への懸念があるR、防災準備と

同時に、噴火災害を繰り返す地に立てら=た

教会としての内�への働きを改めて考えまし

た。秋に、前回噴火時に災害ボランティアコ

ーディネーターから主任担任教師となった浅

居正信牧師に提言を依頼し、そ=を用いた分

かち合い礼拝を�¡。災害マニュアル作りに

も着手しましたが、教区な,との組織的な連

携が必要なことから、当事者の単独協議では

Õしく、現時点では連絡手段に関する冊子の

みを作りました。

同じ総会で設置さ=たf立 �0v年記念委員会

では記念誌を発行。11 月に記念の讃美礼拝を

行いました。また教会報�トー・ヤ�をf刊

号から綴り教会内でÏ�しました。

佐藤待子牧師との歩みも 6 年。多くの祈りと

関わり、献金に支えら=ていますが、昨年度

の見込み通り財政的にoしくなり、教職謝儀

保障費を申請するに至りました。壊=たボイ

ラーの交換費用も開拓伝道資金に補助を申請。

こうした援助は本当にありがたいことです。

支えら=ていることへの感謝を働きに生かし

たいです。

＜ 道 � 地 区＞
�n教会

2022 年度の年間¬Kは�信&とc�とf	�コ

リン�の信徒への手©一 13 ¨ 13 «�でした。
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2022 年 3月�で�È#¸牧師が引Çされ、4月か

ら?�g平牧師が 任しました。牧師の働きに

5えて、" 幼稚園の園長としての働きも担っ

ています。� 月 31 日に、北�教区Â長の=E#

牧師の司式で?�牧師の就任式を行うことがで

きました。

クリスマスには、幼稚園の子どもたちが礼拝の

中でÆ³�を�ってくれました。そして、6年

通り礼拝に続きクリスマスコン�ー�を行うこ

とが出来ました。地元のコーラスグ#ープと、

0T�のグ#ープが来てくださっています。教

会・幼稚園・地域の方々�0 名ほどがÓい、fみ

の時を過�しました。

今年度の礼拝に新来会者が 20名以上いて、子ど

もÏれの二\wも来てくださっていることは大

きな喜びです。これからも続けて来てくださる

ことを祈ります。

1 月の Uから 2 月の上Uにかけて、幼稚園の

子どもたちや職員が新型コロナ��#スに感染

し、?�牧師も体調を崩して1P休むことがあり

ましたが、前牧師の力も,り、主日礼拝は休む

ことなく行うことが出来ました。これからも喜

びを持って歩み続けたいと願っています。

�別教会

2022 年度¬K�ある#たちの´jに ってÓ会

をHったりせず、むし�7まし合いまし�う。

かの日が近
いているのをあなたがたは�って

いるのですから、ますます7まし会おうではあ�

まvんl。g�������の,G `_ B ac F�

2022 年度教会¡��AにÓまり、神を礼拝し、

祈りまし�う。	

5 月に石_�広主任担任教師より辞任の申し出

があり、� 月の°時©会にTいて今年度�をもっ

ての辞任が可決されました。直ちに信徒会を開

;し、教師nµK員会を¤ち上げ、教区#事部

の先生方と�ÀをÎねながら検討を進めてまい

りました。

出来るだけ�?なnµを心{け、信徒会は 3 P、

教師nµK員会は 10 P行いました。その°�、

幸いな事に�任所教師で現在b£別�におられ

るÏ��先生を�紹介いただき、2 月 19 日の特

別礼拝におnきしメッセー�を�わり、vÀ会

を開きました。

3 月の©会にTいてeO一致で感謝をもってÏ

��先生をnµさせてÙくこととなりました。

承�書もいただき 任は � 月 15 日です。4 月か

らの3ヶ月間の代務者を(館E�教会の[田も�

る先生に承�していただきました。

9 年間当教会で牧会伝道して さった石_�広

先生と§代子先生に心より感謝申し上げます。

またこの度のnµにQ力 さった教区#事部の

先生方、�協力 さった道-地区の 様、当教

会を祈りのうちに·えて さっている 様に感

謝し、主のfみがÁかにありますようお祈り申

しあげます。

�q教会

昨年度に引き続き、コロナ��#スの感染防止

対策に�力しつつ、主日礼拝、�|祈り会

Ý|・HÞを継続することができた。¬餐礼$

も、これまで通り毎月¥ 1主日、�ースター、�

ンテコステ、クリスマス礼拝と教会3¤記念礼

拝にL行した。定�Ó会としては、このほかに

月®度礼拝後の=#会祈り会と主日|のこども

の礼拝があるが、こどもの礼拝は、まだ定�的

な出席者がいない。@§感謝礼拝や�ースタ

ー、クリスマスの行事には出席者が+えられて

いるので、!?Mm�えら�るqとをAっている。

通信�プリを使った主日礼拝の同時Í信や、�

� �
�・�Ù �� のÍ%を行い、�設や°宅で礼

拝を守らなければならない方々に喜ばれている。

教H¬書日課について、���� で�n言´のfみ

の分かち合い	も続けている。

現住陪餐会員が昨年 5 月から 10 名減少して 4�

名になったが、$事で(館に¦住した#たちや

中高生の出席もあって、主日礼拝の出席#数は

昨年度とほ
同数であった。

新年度からは、主日礼拝のÃ³�をonせずに

全«�うこと、8年会6会を.開することが予

定されている。受��:会や求道者会の出席者

が+えられることも祈りの課題である。

�p教会

2022 年度も、コロナの状況へのyFを抱えつつ

の1年でありましたが、週�とに会NにÓまって

礼拝を�げ、月に一度、¬餐のfみに+り、ま

た�¬書と祈りの会	、�信&の学びの会	の

Ó会も続けることができました。そのようにし

て、この一年を歩むこと叶えられましたこと

は、まことに感謝でありました。5 月には、¬¡

のÁかな導きのもと、幼0�礼を=めて3名の受

�者が+えられ、一同、大きな喜びと7ましに

包まれて、心よりのÆ³と感謝をお�げしまし

た。祝会やf餐会はVだ休会としております

が、�年度、早い時�に.開できることを願

い、1に祈っております。

1月�ß2月にかけて、6年になくかなり��の

$い日が続き、日中と深9の二度にわたって�

道�が'°する、という事態に見}われました。

幸い、�道�のp�、pRにまでは至りません

でしたが、b�°体のªt化もあり、�道�'

°防止対策のみならず、全体の防N対策のÉや

かな検討がdºとなっております。
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最後になりましたが、2022 年度も教区からの謝

-保�、Iび地区[教協力¿Ïからのお支えを

Ùきましたこと、心から感謝申し上げます。

�q�F教会

1．2022 年度の主な動き

2022 年度は、�キリス�のfに生かされる教会	

Ý��� 15�12Þを教会�½とする 3 年¡の歩み

であった。礼拝出席者は平@ 41 名で 3 名増。Ì

-会者 3名、9I者 3名などの�動があり、現住

陪餐会員は前年同様の ��名となった。

前年度同様、新型コロナ��#スの影響で、

様々な制®を受けて歩んだ1年であったが、主日

礼拝を休止することなく守ることができたこと

は感謝である。その一方で¬餐式、うどんÜN

やf餐会などのÖÜを(うプログラム、¾問活

動の見合わせが続いた。年度の終わり近くに、

教会のコロナ対策を中心とした�ン�ー�をZ

�し、そのÓ¸°�をもとに今後の教会活動の

方向性を見定めていくことになる。1体的には、

現時�で感染状況が´ち きつつあるので、4 月

から¬餐式を.開し、状況を見ながらÁ活動を

.開していくことになりそうである。

Zoom を使った主日礼拝の同時Í信Ý教会�ーム

�ー�から�クセス可Þも継続している。

教会財政は、年々厳しくなり、今年度も前年度

JUWをYいた�年'�/で�T�5Dとなった。

2．当面する大きな課題

引き続き、コロナの影響によってc�になりつ

つある教会員��の0わりをどのように確保し

ていくのかが課題である。それに5えて、高齢

化や-院や�設-Sによって礼拝出席がCÔに

なっていている方々も増えている。そうÔくな

いP来に¾問©が可能になり、祈りと0わりを

A}することができるよう願っている。

隣oする(館ちとせ幼稚園は、� 月から幼保Ï

e型認定こども園への¦行に(う園舎bて替え

_事がVまり、1 月には新園舎が完k、lに使�

がVまっている。2023 年度からは幼保Ïe型認

定こども園としての歩みがVまる。このはたら

きが教会の祈りの中で常に·えられ、主の�K

²にM
くS$のわざとして前進していくこと

ができるよう願うものである。

3．活動方針

2023 年度から、�キリス�に°ばれて歩む教会	

Ýコロ�� 2��Þを�½として歩んでいく。

G-伝道所

2022 年度の一番の課題は、T�の�き替え_事

でした。全道CÏ、開N伝道¿Ïの«%、多く

の#々の�Ïに支えられ、予h以上の応援をい

ただきdºがeたされたことを感謝いたしま

す。_事が終了しきれいなT�になり、�fり

の心Íもなく過�すことができています。Ôく

から近くからのたくさんの支援に、改めて多く

の#にfされ支えられている教会であることを

Z感しました。教会員一同�この小さな教会の

�iを�してはならない	と.確認する出来事

となりました。

今年度はプロ��クターとスクリーンを�Q福

Q教会から�していただき、�スラ�#・�ン

ラ�ン��ー、年+�ンラ�ン、地区�¥のÓ

い	に教会でÓまり�ンラ�ンでH5しました。

�ンラ�ンだからこそ初めて年+や地区のÓい

にH5できた方もおられました。�面Èしに�

VのLかしいお¦を拝見し、喜んでいましたが

�やはり、Z�にお会いしたい	というRが聞

こえました。今年こそは、Z�にお会いしてÓ

会できることを祈ります。

長年、教会の会N守をして さったVUが高齢

のため近所に引っÈしされました。今は通いで

教会の�理して さっています。現在、住み込

みで会�E:して�rる方を&o�Zしています。

N+[+教会

礼拝を毎週守ることができることが一番の喜び

です。Ð週のÃ³祈£会も喜びの�と時です。

�二#または(#がわたしの名によってÓまる

とこ�には、わたしもその中にいる	Ýマタ�

1��20Þとあるとおり、小さなÓまりの真中に主

がおられることに感謝しています。

今年度の大きな課題は、F+理とT�の7り替

え_事でした。教会員 5名の小さな教会が、2020

年度に牧師館+理、2021 年度に会NC+理と_

事を続けてまいりました。やっと�とX心と思

うと�の課題が出てきます。�々と見つかるª

t化に心がjれそうになりつつも、�とつずつ

解決される�とに感謝の心がdき、信&も強め

られていきました。mりÉれば、本当に�ただ

わが¡によって	Ý��リ! 4¯�Þのみ言´通

り、神様のfみにより全てのものが:えられて

いきました。今PのF・T�_事も�事終了し、

新¬のように����のT�とFになり、X心

して/をÅえることができました。お支え、お

祈り さった全道の 様に心から感謝申しあげ

ます。

福Q幼稚園の園0とAに、�ースター、`の日、

kの日、幼0祝福礼拝、クリスマスと礼拝を�

げることができました。�\wにも福Ùに�れ

ていただく良き機会になりました。近所の方や、

園0\wが、通常の礼拝にも出席して さるよ

うにと祈っています。
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